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「待っているよ──いつか君が悲壮なる決断を下し、《終ついの領域》へと至るその刻ときを」





　具現化した己の《魂》──

《焔牙ブレイズ》を断ち斬られた透とお流るに、闇色の少年の言葉が届くことはなかった。

　意識を失い、くずおれる透流。

　地に倒れたその姿は、今しがた彼を斬った少年──鳴皇なるかみ榊さかきの瞳には映っていない。

　無論、感情の揺らぎさえもない。

　代わりに揺らぎを見せたのは、二人の闘いを見届ける立場にあった銀色の少女だった。

　二人の因縁を知るユリエは、透流に加勢したいという思いを必死で抑えていた。

　これは透流の闘いであり、決して自分が手出ししてはならないのだ、と。

　絶望的な実力差であることは、榊と直接刃を合わせていないユリエにもわかっていた。

　それでも止めなかった理由は、止められなかったからだ。

《復讐者アヴエンジヤー》である自分が、透流と同じ状況に立ったとなれば──父の仇かたきを前にしたならば、たとえどれほどの実力差があろうとも、闘わないという選択肢など有り得ない。

　また、透流という少年に対して勝利を信じる思いがあったことも否定出来ない。

　どれほど絶望的な状況であろうと、九ここの重え透流という少年ならば必ずや勝機を見みい出だし、勝利を手にしてくれる、という思いが。

　だが──

　思いは届かない。

　決着はついた。

　奇跡など起こりはしなかった。

「トー……ル……」

　少女が少年の名を呟つぶやく中、断ち斬られた《焔牙》──《楯たて》が形を失い、《焔ほのお》と化して霧散する。

「ト────ル!!」

　悲痛な叫びとともにユリエは駆けた。

　倒れた透流と闇色の少年との間に、両手を広げて立つ。

「決着はつきました。これ以上、トールに手出しはさせません」

　震える声で、銀色の少女は榊を睨ねめ付つける。

　冥くらく惺しずかな瞳を持った少年は、無言のままにユリエを見つめ──

　前に歩を進めた。

　その様を目にし、ユリエはびくりと体を震わせる。

「それ以上──」

　近づくことは許しません──と、ユリエは言葉を続けることが出来ない。

　榊の姿が目前から失われたために。

「心配しなくていいよ、ユリエ＝シグトゥーナ」

「──っ!!」

　背後からの声に、ユリエは振り返る。

　倒れた透とお流るの向こうで、闇色の少年は背を向けたまま立っていた。

　少年の動きがまったく見えなかったことにユリエは驚きよう愕がくする。

　それ故に、榊がユリエの名を口にしたという事実に銀色の少女は気付かない。

「僕の用件は済んだ。だからここで君と刃を交える気はない」

　それは、透流の命を奪うつもりもないという言葉でもある。

　無論そう言われたとて、ユリエの警戒心が消えるはずもない。

　闇色の少年は静かな笑みを浮かべ、背を向けて歩き出す。

　榊さかきにとっては言葉を行動で示した形ではあるのだが、ユリエにとってはあまりにも無防備に背を見せたことが逆に警戒心を煽あおる。

「《絆》の《力》、か……」

　呟つぶやき、振り返ると榊はユリエへ視線を向け──

　次いで透流へと向ける。

「いつか見せてもらうよ、その刻ときが訪れた際にね」

　言い終えると二人に再び背を向け、闇色の少年は歩き出した。

「ぐ……うっ……」

　透流の呻うめく声に、ユリエは我に返る。

「トール……!!」

　透流の傍かたわらに膝をつき、傷の具合を目にした瞬間──銀色の少女は大きく息を呑のむ。

　先刻呻き声を漏らしたように、透流は生きている。

　今は、まだ。

　しかし、傷が深い。

　斬り落とされた腕はもちろんのこと、体に負った傷も相当なものだ。

　刀傷からは血が流れ出たままで、透流の呼吸は荒く乱れている。

　今この瞬間も、命の雫しずくが血とともに零こぼれていっていることが見て取れる。

（応急処置を……!!）

　ユリエは焦燥感に駆られながら、応急セットが入ったバッグへと手を伸ばす。

　急ぎ応急処置を施し、出来る限り早く治療施設へと運び込まなければと思いつつ。

　そうでなければ──

　透流の命は永えい劫ごうに失われてしまう。




　かつて、ユリエの目前で命を落とした彼女の父親のように。




　少女の背筋に、ぞわりと悪寒が走った。

　意識してはならないことを意識してしまったがために。

「あ……」

　バッグを開けようとする手が、指がかたかたと震えていることにユリエは気付く。

　急がなければ──

　心の内はその思いでいっぱいだというのに、体が思いどおりに動かない。

　バッグを開けることすらままならない。

　ようやく、開く。

　震えの止まらない手で、なんとか応急セットを取り出すも──

（これを……どうしたら……？）

　授業で学んだはずの処置法が、何一つ思い出せない。

　心傷トラウマが甦よみがえってしまったことで、今の彼女は無力な存在と化していた。

「あ、あ、あ……」

　頭の中は真っ白で、ユリエは己が何をすべきかがわからない。

　透とお流るを救わなければ──

　けれどどうしたら救えるのかがわからない。

　その間も、刀傷からは命の雫しずくが零こぼれていく。

「だ、め……」

　ユリエは声を震わせながら、透流の胸を斜めに走る刀傷に手を当てて押さえた。

　無論、流れ出る血が止まるはずもない。

　けれども、今のユリエにはそれ以上のことは何も出来なかった。

「た、すけて……」

　震える声でユリエは助けを求める。

「誰か、助けて……誰かトールを助けてください……！」

　かつて透流たちが過ごした道場──

　その跡地に、悲痛な叫びが響き渡った。










　夕ゆう陽ひが世界を赤く染める中、道場跡の方角から歩いてくる榊さかきを見て王おう城ぎは思った。

（やれやれ。まさか《裁者ジヤツジス》のところへ身を寄せていたとはな。行方知れずにもなるはずだわな……）

　太い指で己の頭をぼりぼりと掻かきながら、王城はしてやられたものだとため息をつく。

　二年前──

　榊さかきは炎の中へと姿を消し、その消息が途絶えた。

　王おう城ぎは様々なネットワークを駆使して少年の行方を追ったのだが、消息はおろか痕跡すら見つかることはついぞ無かった。

　けれどそれも、《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》が関わっていたとなれば納得のいく話だ。

　情報工作は、軍服の青年が得意とする分野なのだから。

（……にしても、よく似ていやがる）

　榊を見つめながら、王城は思い出す。

　かつて彼が一いつ鬥とう流りゆう道場に在籍していたとき、幾度となく拳を交わし、互いを高め合った相手──榊の父を、その伴侶となった女性を。

「用件は済んだのかね、鳴皇榊ソレイユ」

　闇色の少年へ声を掛けたのは、《七曜レイン》の主格である王城を欺いた青年だった。

　だがその青年が今、王城を鳴なる皇かみ榊のもとに連れてきたこともまた事実だ。

　そこには当然の如く何事かの理由があるのだろうと、王城も理解している上でついてきたのだが。

「滞りなく。それよりも、時間を取らせてしまって悪かったね、クロヴィス」

「いやいやノンノン、君のためならば光栄なことだよ。それと、待ち時間で彼との交流を深めることもできたのだから有意義な時間を過ごさせて貰もらったさ」

《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》の二つ名を持つ青年──クロヴィスは僅わずかに首を横に振ると、隣に立つ浅黒い肌の偉丈夫へと視線を動かす。

　だが、王城は何も答えることなくただ一点だけを見つめていた。

　闇色の少年が持つ、黒き刃を赤く染めた刀を。

「……何をしてきやがった」

　王城の質問に、榊は微笑ほほえみながら告げた。

「透とお流るを斬ってきただけだよ」

「──っ!!」

　予想通りの答え──

　けれどそれでも王城は息を呑のみ──

「ちぃっ……!!」

　舌打ちをするや否いなや、道場跡へ向かって駆け出した。






■第一章『少しは気が済んだ？』









　灼やけ付くような痛みが、俺を覚醒させた。

「トール……！」

　ぼんやりとする焦点が最初に合ったのは、銀色の少女だった。

　月明かりに映し出された少女はとても幻想的で、常時であれば見み惚とれるほどに綺き麗れいだっただろう。

　けれどこのときの俺は、痛みと熱によって意識が混濁し、それどころじゃなかった。

「ユ、リ……エ……？　ぐっ……」

　胸と、左腕──二ヶか所しよから発する痛みに、呻うめき声ごえが漏れる。

「手は──指は動きますか……!?　左手の指です……！」

「左、手……？」

　絶え間ない痛みの中で、俺は自身の左手へと視線を向ける。

　左手は白い包帯が巻かれて肘まで固定され、指先だけが顔を覗のぞかせていた。

「動かせますか、トール」

　ユリエの問いに答える余裕は無く、ただ言葉に従うだけだ。

　まず、中指がぴくりと動き──

　次いで弱々しくだが、残ったすべての指が動く。

「あ……」

　俺の指を注視していたユリエの表情が、僅わずかに緩む。

「ぐっ、ううっ……!!」

　対照的に、俺は指を動かしたことで痛みがより激しさを増し、表情を歪ゆがませた。

「よかった。動くのですね」

（動くっていったい……。それに、ここは……？　俺は──榊さかきと闘っていたはずじゃ……）

　一いつ鬥とう流りゆうの道場跡で榊と闘っていたはずが、見覚えのない場所で目を覚ましたために俺は混乱の極みに陥る。

　だが──

「あ……。そ、うだ……俺の腕は……榊に……」

　途切れた記憶──

　その最後の瞬間がはっきりと脳裏に甦よみがえり、俺は自分の身に何が起きたのかを理解した。

　一いつ矢し報むくいることすら出来ず、榊に敗北したということを。

「お、れは……」

　そんな俺の思考を止めるかのように、銀色の少女はそっと俺の額に小さな手を当てる。

　哀かなしく、辛つらそうな表情を浮かべながら。

「……今は休んでください、トール」

　ユリエの手はひんやりとして、気持ちがよかった。

　その冷たさが、少しだけ苦痛を和らげてくれるような気がした。

「今だけは、何もかもを忘れて……」

　忘れて──

　その言葉がリフレインする中で、俺の意識は再び落ちていく。

　けれども、意識を再び失うその最後まで、俺は榊さかきに負けたのだという事実を忘れることは出来なかった。

「ちく、しょう……」










　榊に敗れた日から六日が過ぎた。

　俺はこの数日を、都内にあるドーン機関の関連病院で世話になっていた──とはいえ、今日でとりあえずは退院となる。

　傷はまだ痛むも経過は良好とのことで、来週にはギプスを外せるらしい。

　その後はリハビリをきちんとこなすことで、左腕は以前と同様に動くとのことだ。

「お世話になりました」

　担当医に挨あい拶さつし、俺はユリエとともに診察室を出る。

　ユリエは、あの日から今日までずっと病院に滞在していた。

　平日は授業があるということもあり、学園に戻らないのかと一度尋たずねたところ、その学園側から俺に退院の許可が下りるまで病院で待機と命じられたそうだ。

　どういった意図によるものかはわからないが、ユリエは異を唱えることなく俺に付きっきりで数日を過ごした。

「さあ、戻ろうぜ」

「ヤー」

　ユリエを促し、病院を出たところで──

　俺はぎくりと足を止める。

　黒衣の少女──《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》九十九つくも朔さく夜やが、護衛を連れて立つ姿を目にしたために。

「……こんにちは、理事長」

　逡しゆん巡じゆんし、平静を装って挨拶をすると、隣に立つユリエは無言のままに頭を下げる。

　黒衣の少女はそんな俺たちを見て、口角を僅わずかに上げた。

「ご機嫌よう、九ここの重え透とお流る。怪け我がの具合はよろしくて？」

「……リハビリさえ済めば、以前と変わらず動かせるとのことです」

「そう、それは良き報しらせですわ」

　くすくすと笑うと、少女は次の句へと続ける。

「けれど、今後は浅はかな行動を控えて頂きたく思いますわ。私と──《魔女デアボリカ》と契約した以上、貴方あなたには《魂》の《力》を極めた先に在ある、《終ついの領域》へ辿たどり着ついて頂いただきかねばならないのですからね」

「……ええ、わかっていますよ」

　浅はかという部分に不快感を覚えるも、ぐっと堪たえて頷うなずく。

「ところで、一つお訊ききしておきたいことがありますの」

「なんですか？」

「貴方は敗れた──相違ありませんね？」

「……ええ。それがどうかしたんですか？」

　頷き、警戒しつつ尋たずねる。

　幾つかの判断材料から、俺が何者かに敗れたと推測するのは容易だ。

　俺が警戒したのは、その何者かが榊さかきだと理事長が知った場合、どういった動きを取るのか予想がつかないためだ。

　己の作品を傷つけられたことに報復を行うべきだなどという結論を出されては困る。

　あいつは、俺自身の手で殺さなければならないのだから。

「そのような表情をせずとも結構ですわ。私、貴方が敗れた相手に興味などありませんの。それに先ほどのは確認──質問はこれからですのよ」

　一拍置き、《魔女》は今度こそ質問を俺に投げ掛ける。

「闘う意志はいまだお有りですの？」

「どういう意味ですか？」

「契約は続いていると思っていいのかと訊いていますの。私が求めているのは、無様であろうと生き残ろうとする覚悟を持った者──無論それは、己の前にそびえ立つ壁へと立ち向かおうという意志を持ち続けていることが条件であり、苦難に遭あって背を向けるような輩やからではお話になりませんわ」

　心が折れた敗者であれば、俺という存在は要らない──

　くすりと僅わずかに笑いを挟み、《魔女》は改めて俺の意志を確認する。

「今一度、問いますわ。貴方に闘う意志はいまだお有りですの？」

《魔女》の問い掛けに僅かに間を置き、俺は首を横に振る。

「……俺の意志に変わりはないです」

「ならば、今回は不問としますわ」

　その言葉を最後に、理事長の質問は終了となる。

　ただ、《超えし者イクシード》──それも《焔牙ブレイズ》の真の《力》を解放することが出来る《位階レベル》の俺が敗れた相手について、黒衣の少女が気にする素そ振ぶりをまったく見せなかったことは、多少なりとも気になった。

　問われたとしても答えられるものではないから、助かったと言えばそれまでだが……。

　その黒衣の少女はというと、傍かたわらに立つ護衛──三み國くに先生の名を呼ぶ。

　そして理事長に代わり、彼は俺たちへと告げる。

「九ここの重えくん、シグトゥーナさん──貴方あなた達二人は、先の土曜に外出先からそのまま護陵衛士エトナルクの任務に合流し、本日まで任務に就いていたという扱いにしてあります。今回の件を知る者以外には、任務内容は極秘のため口外してはならないと返すように──わかりましたか」

「えっと……？」

「腕の怪け我がについて説明を求められた際、どのように返すおつもりですの？　私闘で重傷を負った、とでも？」

　俺の察しの悪さに対してか、小さくため息をつくと理事長が補足をする。

「あ……」

　任務で負った怪我という方が、トラやみやびたちに対して通りがいいのは確かだ。

　何か意図があるのだろうが、学園側が今回の件について口裏合わせをしてくれるのは都合がいい。

　と同時に、ユリエに病院での待機命令を出した理由もそのためだったのだとわかる。

「此方こちらの判断で動かせて頂きましたが、構いませんね？」

「はい。……ありがとうございます」

「此方の用件は済みましたわ。それでは私は学園に戻りますけれど、宜よろしければご一緒に如何いかがです？」

「……遠慮しておきます」

　俺の返答に、《魔女デアボリカ》は「振られてしまいましたわね」と言っておかしそうに笑った。




　黒い雲が空を覆おおっていた。

　見るからに重苦しさを感じる空模様は、今の俺の心境を表しているかのように思えた。

　空を見てため息を一つつくと、俺は銀色の少女とともに駅へと歩き出す。

　雑踏を歩く銀色の髪シルバーブロンドの少女に多くの人が振り返り、眼まな差ざしを向けてくる。

　まるで西洋人形ビスクドールのような彼女の姿は、この日本においてとても目立つ。

　けれどそれも、学園に直通するモノレールの駅に着くとともに無くなった。

　学園関係者以外は駅構内に立ち入り禁止であり、加えて平日の昼近くということもあって発車前の車内には俺たち二人しか乗っていない。

　静けさに包まれた車内で、俺は榊さかきとの闘いを思い返していた。

（まったく話にならなかった……。《Ⅳレベル４》の《力》で放った雷神の一撃ミヨルニールですら、あいつに一いつ矢し報むくいることが出来なかった……）

　心には、体へ刻まれた以上に深い傷が残っていた。

　ぎりっと歯を噛かみ締しめる。

　胸の内が重い。

（俺は──あの強さに届くのか……？）

　目が覚めてからというもの、幾度となく考えたことだ。

　榊の《力》は、圧倒的という言葉じゃ足りない。

《楯ブレイズ》と《牙ミヨルニール》──

　俺が得た二つの《力》を以てしても、あいつに一撃を叩たたき込こむことはおろか、笑みを消すことすら出来なかった。

　頂いただきが見えない。

　どこまで《力》を得たら、あの領域に辿たどり着つけるんだろうか。

　もしかしたら──永遠に。

　ぞくりと背筋が震える。

　考えてはならないことを、考えてしまったために。

「トール……」

　呼び掛けられ、対面に座る銀色の少女が心配そうに俺を見つめていることに気がつく。

「っと、ごめんな。少し考え事をしててさ……。だから、心配しなくていいぜ」

「…………」

　だがしかし、深紅の瞳ルビーアイは俺をじっと見つめたまま動かない。

　動いたのは眉の両端だ。

　僅わずかにだが吊つり上あげられ、けれどユリエは何も言わない。

「……悪い、ユリエ。正直言うと、結構──いや、めちゃくちゃヘコんでる。実力差があるのは予想していたけど、あそこまで何も通用しないなんてな……」

　辛つらいときは言ってください──以前、銀色の少女にそう言われたことを思い出し、俺はさっきまで胸の内を重くしていた思考を吐露し続ける。

　ユリエは黙って耳を傾けていた。

　やがて、俺の話は終わる。

　抱えた不安を──想像してしまった恐怖を口に出すことで、少しばかり胸が軽くなったような気がする。

「ありがとな、ユリエ」

「ヤー♪」

　話を聞いてくれたこと、何より自分に頼ってくれと言ってくれたことへ感謝の意を伝えると、ユリエは笑みを浮かべた。

　その笑みに、胸が痛む。

　心の内──そのすべてを告げることが出来なかったために。




　やがてモノレールの発車時刻となった頃、暗い空からぽつりぽつりと雨が降り始める。

　学園前に到着する頃には小雨へと変わり、地面を濃い色へと染めていた。

　先週は晴れていたため傘を持たずに出掛けた俺たちは、構内で足を止めざるを得ない。

「いつ止やむかわからないし、濡ぬれるのは諦めて寮に戻るか」

「ナイ。傷に障さわりますのでいけません」

「これくらいだったら大丈夫だって」

「ナイ。ダメです」

　少しばかり語調を強めたユリエに、俺は引き下がることに。

　だが──

「とはいえいつ雨が止むかわかりませんし、ここは私が寮へ戻って傘を取ってきます」

　今度はユリエが提案したことに、俺が待ったをかける。

　いくらユリエの足が速かろうが、この雨で濡れないはずがなく、そのために風か邪ぜをひく可能性だって十分にある。

　けれど──

「…………」

　俺はある理由から小考し、条件を出すことで引くことにした。

「じゃあ、戻ったら必ず濡れた服を着替えてから戻ってくること。あと、傘を差して濡れないようにゆっくり戻ってくるんだぞ」

「ヤー。出来る限り早く戻ります」

　そう言い残すと、銀色の髪シルバーブロンドを揺らしながらユリエは雨の中を駆けていく。

　あっという間に小さくなる背中を、俺は苦笑しながら見送る。

　その姿が雨の作りだしたカーテンの向こうへ消えると──

（……ごめんな、ユリエ）

　心の内で謝罪をし、構内から小雨が降り続く外へと踏み出した。

　もちろん雨の勢いは変わっておらず、むしろ少しずつ増していっていた。

　雨に打たれて体が冷えていくも、構わずに歩を進める。

　傷に障ると心配してくれたユリエには申し訳ないが、このために俺はユリエの提案を呑のんだのだ。

　それは、さっきユリエに告げることの出来なかったことからの行動だった。

　これから自分がしようとしている、ある思いのために。

　寮へと続く道中、芝生に足を踏み入れると、少し大きめの木に近付く。

（ただの見み栄えだよな……。かっこ悪い姿を見られたくないっていう、くだらない見栄だ）

　本当のところを言うと、出来なかったんじゃなく──見せたくなかった。

　だからこそ一人になりたく、銀色の少女の厚意を此これ幸いとばかりに利用させてもらったことには申し訳なく思う。

　身勝手な考えに罪悪感を覚え、自分を罵りたくなるが、それでもユリエには見られたくなかったこととは──

「くそっ……」

　榊さかきに手も足も出なかったことを思い返し、吐き捨てるように呟つぶやく。

「ちくしょうっ……！」

　込み上げてくる様々な思いが叫びとなって口をつく。

　拳を槌つちのように木へ叩たたきつけ、鈍い音が響く。

「俺は……俺は……くっ、あぁああああっっ!!」

　怒りと悔しさの感情が爆はぜ、絶叫と化す。

　幾度も、幾度も、叫び、殴る。

　俺は負けた。

　追い求めた仇かたきに巡めぐり遭あったというのに、何も出来ずに敗れた。

　それだけじゃない。

　恐怖すら抱いだいた。

　そんな自分が悔しく、情けなく、惨めだった。

　膝を突き、空を仰ぎ、叫んだ。

　ただ、ただ、ひたすらに。




　それからどれ程の時間が過ぎただろうか。

　俺はぼんやりと足下へ視線を落としていたのだが──

「……少しは気が済んだ？」

　突然、声が掛けられる。

「え……？」

　足下へ向けていた視界の中に、誰かの靴が見えた。

　顔を上げると、そこに立っていたのは──

「リーリス……!?」

　黄金色の髪イエロートパーズと蒼玉の瞳サフアイアブルーを持つ、イギリス人の少女だった。

　その数歩後ろに、彼女の従者である執事姿の少女──サラも。

「ど、どうしてここに!?　今は授業中じゃ!?」

　何な故ぜか私服姿の黄金の少女へ、いったいいつから見ていたのかと問う。

「全部よ。最初に膝を突いたところから、これ以上ないくらいしっかりとね」

「うう……」

　言葉が出て来ない。

　あまりに情けない姿を見られていたという事実に、次に何を口にしたらいいのかがまったくわからなかった。

「それより──サラ、タオルを頂戴」

「……わかりました」

　主の命に、サラは革トランクの中から質の良さそうなタオルを取り出す。

　リーリスはタオルを受け取り、俺に近寄ると──

「傘を持ってもらえる、透とお流る？」

「あ、ああ……」

　なんだかリーリスのペースにはまっている感じが──と思いつつ傘を受け取る。

　そして黄金の少女は、見た目通りに柔らかく、そしていい匂いのするタオルを俺の頭に。

「頭を拭いた程度じゃ大して変わらないだろうけど、多少はね」

　言いながら両手を動かし、濡ぬれた俺の髪をごしごしと拭く。

「あ……。い、いいって。自分でやるから……！」

「ダメよ。片手じゃ上う手まく拭けないでしょ。ほら、逃げないの」

　確かに今の俺は左手が使えず、右手は傘を持っているから放り投げるわけにもいかず、結局はリーリスに従うことに。

「後ろもやるから頭を下げて貰もらえるかしら」

　これまた言う通りに下げると、リーリスは後頭部を拭き始めた。

　優しく、濡れた俺の髪へタオルを当てるリーリス。

　まるで母親が子供へと取るような行為に、少しばかり恥ずかしさを感じていると──

　やがて、頭を両手でポンと叩たたかれる。

「こんなところかしら。あとは寮に戻ったらすぐに着替えて、熱い飲み物で体の中から温めた方がいいわ。……もちろん、あたしの部屋で温まるって選択肢もありよ♪」

「い、いや、気持ちだけでいいかな……」

　リーリスはくいっとミルクティーを飲む仕草をするも、先刻までの醜態を見られていた俺としては、これ以上顔を突き合わせて過ごすことは避けたかった。

　リーリスは「それは残念ね」と言いながら、俺の手から傘を取る。

「ところでリーリス。どうしてこんな時間にこんなところに居るんだ？」

　黄金の少女が気まぐれな行動を取るのは珍しくもないが、ユリエにすら見せたくなかった姿を見られていたことの原因を知りたいと思って聞いてみると──

「透とお流るの退院祝いってことで、ケーキを予約してあったのよ。もうそろそろ取りに行こうかなって思ってたところに、あの子が一人で帰って来たから──」

　どうやらユリエから俺を駅で待たせていると聞き、迎えに来たところで俺の醜態を目撃したようだ。

「あの子みたいに見なかったふりをした方がいいかなって思ったけど──あんなことがあった後だしね」




　あんなこと──

　そう、退院祝いと口にしたことからもわかるとおり、リーリスは俺が入院していたことを知っている。

　榊さかきに敗れたあの日、俺を都内の病院まで搬送したのは彼女の──ブリストル家のヘリだからだ。

　俺が意識を取り戻して会話が出来るまで回復した際、一度だけ何な故ぜこんな事態になったのかを聞かれた。

　私闘をした。

　俺はそれだけを語った。

　誰と、どういった理由によるものか、そして闘いの結果については何一つ語らなかった。

　だが俺の姿を見る限り、結果については言わずとも察しただろう。

　だからこそ彼女は、天を仰ぎ声を荒げて叫ぶ俺を見て見ぬふりが出来なかったのだ。




「そうか……。その、ありがとな、リーリス」

　明るく声を掛け、少しでも俺の心の重しを取ろうという気遣いを察し、感謝する。

　と同時に、最後まで見届けてから声を掛けたことに対しても。

「……って、あの子みたいに？」

　サラ──じゃない。

　そもそもリーリスとともに姿を見せた時点で、見なかったふりになっていない。

「…………」

　俺の問いに答えず、黄金の少女は僅わずかに顔を動かし、背後の立木へと視線を送る。

　その視線を追った先には──

　立木に隠れるように、顔半分を覗のぞかせてこちらを窺うかがう銀色の髪シルバーブロンドの少女が。

「ユ、ユリエ……!?」

「──っ!!」

　びくりと体を震わせ、ユリエは立木の陰に引っ込むも──

　観念したらしく、俯うつむいたまま姿を見せた。

「……すみません、トール」

　リーリスの発言の時点でわかってはいたが、この一言で俺の醜態はユリエにも目撃されていたのだと改めて理解し、天を仰ぐ。

「えーっと……どうしてここに？」

「その人がトールを迎えに行くと言い出したので……」

　と言いい辛づらそうに返すユリエの髪は、まだ濡ぬれたままだった。

　傘は差しているものの、リーリスの発言を聞いて、彼女を慌てて追いかけてきたということか。

「謝るのは俺の方だって。……その、かっこ悪いところを見せたくなくて、理由をつけて先に戻ってもらおうとしたわけだし」

「トール……」

「男ってのは見み栄えっ張ぱりよね。まあ、女はそれ以上なんだけど」

　と言ってため息をつくのはリーリスだ。

「それで、少しは気が済んだの、透とお流る？」

「ああ、それなりにはな。ただ、今は──」

　再びの質問に力無く笑い、次の句は二人のどちらとも視線を合わさずに言う。













「恥ずかしいやら情けないやらで、最低の気分だ」

「まあ、あんな姿を見られてたと知った日にはね。でもいいじゃない。どん底まで落ちたら、後は上がるだけなんだから」

「……不本意ですが、その人と同じ意見です」

「そう、だな……。そうかもな……はは……」

　二人の少女からの言葉に、俺は苦笑いを浮かべて頷うなずく。

　苦笑いといえど、笑みを浮かべられるくらいには気持ちが戻って来たのかもしれない。

　あのまま寮に戻って、今の出来事を隠したままだったら──そしてユリエとリーリスに隠されていたままだったら、こうも早くは笑えなかっただろう。

「その……ありがとな、リーリス。もちろん、ユリエも」

「どういたしまして、透とお流る」「私は何もしていませんが……」

「二人のおかげで、元気が出て来たからな。だから、ありがとうってことだ」

「ヤー。それでしたら」

　こくこくと頷くユリエの髪から雫しずくが落ち、改めて気づく。

「そうだ、ユリエ。まだ濡ぬれてるじゃないか。風か邪ぜをひいたらどうするんだ……!!」

「……それ、今の透流が言うわけ？」

　リーリスの一言に、言葉に詰まる俺。

「と、ともかくすぐに部屋へ戻って、風呂へ入るなりシャワーを浴びるなりして体を温めないと……！」

「それは透流もよ」

　再び言葉に詰まる俺。

　そんな俺をよそに、リーリスから意外な提案がユリエへと。

「まあいいわ。早く戻りましょ。……っと、あんたはあたしの部屋に来なさい」

「……どうしてですか？」

「透流かあんたのどっちかがシャワーを浴びてる間、もう一人を冷えた体のまま待たせるわけにもいかないじゃない。だから、あんたはあたしの部屋のシャワーを使いなさいって言ってるわけ」

「それは……」

　いつも対抗意識を燃やす相手からの気遣いに、ユリエが戸惑う。

「あんたのためじゃなくて、透流のために誘ってるの。それとも透流があたしの部屋のシャワーを使うってことでいいわけ？」

「……それでしたら私が行きます」

（上う手まい……）

　最後は俺をダシにし、銀色の少女の承諾を引き出す様に感心する。

　俺にちょっかいを出すと、ユリエが反応する──それを見越しての話術は見事なものだ。

「それじゃあ話もまとまったことだし、さっさと──って言いたいところだけど、ずぶ濡ぬれのままはちょっとよろしくないわよね」

「あ……」

　リーリスは手にしていたタオルを、銀色の髪シルバーブロンドの上に載のせる。

「さっき使ったから少し濡れてるけど、ずぶ濡れのままよりはマシでしょ」

「ヤ、ヤー」

　戸惑いながらも、ユリエは濡れた頭を拭き始め──

「……ありがとうございます」

　ぽそりと、呟つぶやくようにお礼を口にした。

「よろしく頼むわ、サラ」

「承知しました、お嬢様」

　寮に戻ると俺は自室へ、ユリエはリーリスとともに女子フロアへ、そしてサラは主に何事かを頼まれ、再び外へ出て行った。

　……出る直前に、俺をひと睨にらみして。

「何を頼んだんだ？」

「さっきも言ったでしょ。透とお流るの退院祝いのケーキを買いに行こうとしてたって」

「ああ、なるほど……」

　合点がいくと同時に、サラが睨んだ理由──俺のためとなれば当然だ──も悟る。

「ケーキの件は巴ともえたちにも伝えてあるから、夕食後にみんなで食べましょ♪」

「わかった──って、橘たちばなたちに伝えた……!?」

「安心していいわよ。透流とこの子の慰労会ってことにしてるから」

　ほっと胸を撫なで下おろすと、また後でと伝えて自室へ戻ろうとするも──

「あ、リーリス……！」

　ふと思い至り、黄金の少女を呼び止める。

「えっと……ありがとな。今日といい、誕生日のときといい、気を遣ってもらってさ」

「……あら、気付いちゃった？」

「さすがに二度目だからな」

「ふふっ、そっか。まあ、美お味いしいケーキを食べて元気を出しましょってことで」

　そう言ってリーリスはパチリとウインクをし、足を止めて待っているユリエのもとへと駆けていった。

（今度、何かお礼をしないとだな）

　揺れる黄金色の髪イエロートパーズを見送ると、俺はどんなお礼をするべきかと悩みながら自室へと戻っていった。




　夕食後の慰労会にて──

　俺の吊つった腕を見てみやびと橘たちばなに大丈夫なのかと心配され、トラからは「いつの間にそんな任務を請け負ったんだ」と訝いぶかしげな表情を向けられた。

　腕は骨折ということにし、任務についてはトラと別れた後に緊急要請が入ったため、そのまますぐに護陵衛士エトナルク隊と合流したのだと伝えた。

　嘘うそを告げるのは心が痛んだが、真実を口にするわけにもいかず申し訳なく思う。

　それを除けば、久しぶりの友人たちと過ごす時間は楽しく、あっという間に終わる。

　消灯時刻が迫った今は自室に戻り、ユリエと二人で静かに過ごしていたのだが──

　いつもの空気とは明らかに違っていた。

　普段も決して会話が多いわけではないが、今日の静かさはいつものそれじゃない。

　テレビは点ついていても内容が頭に入ってこず、隣に座るユリエもまた心ここに在あらずといった感じだった。

　横目で見ると、銀色の少女はどこか沈んだ表情を浮かべ、物思いに耽ふけっている。

　実を言うと、ユリエがこのような表情を見せるのは初めてのことじゃない。

　物思いに耽る銀色の少女──その理由を、俺は知っている。




　榊さかきに敗れたあの日──

《楯たて》を砕かれ、俺は重傷を負った。

　その俺の命を救ったのは立ち会ったユリエではなく、榊が立ち去った後に偶然にも道場の跡地へ訪れた王おう城ぎさんだった。

　俺に応急処置を施す王城さんの指示でユリエは学園に救助要請を入れ、リーリスがヘリで搬送し、病院で救急救命治療を受けた俺は命を取り留めた。

　意識を取り戻した後、俺はユリエから頭を下げられた。お父さんの死と重ねて取り乱したために、俺の命を危機に晒さらしてしまったことを謝罪するユリエはひどく辛つらそうだった。




　榊との闘いで傷を負ったのは、俺一人だけじゃない。

　心傷トラウマが甦よみがえったとはいえ、教わったことを何一つ行動に移せなかったことがユリエの中に後悔という大きな傷を刻んでいた。

　巻き込んでしまった。

　あの闘いは、俺の私闘であったというのに。

　己の《魂》で──《楯》でユリエを護まもらせてくれと告げた俺自身が、ユリエを傷つけることになってしまった。

「……トール？」

　いたたまれない気持ちは、自然とユリエへ手を伸ばす形となる。

　突然頭を撫なでられ、物思いに耽ふけっていたユリエはどうかしたのかと俺を見る。

「ごめんな」

　俺は謝罪を口にする。

　醜態を見せまいと、ユリエに嘘うそを告げたことに。

「ナイ。気にしないでください」

　小さく笑み、ユリエは言ってくれる。

　けれどその笑顔はどこか寂しそうで、俺がそんな表情をさせてしまったのだと胸が痛くなった。





　　　　　　◇






《聖庁ホーリー》──

　世界中に信奉者を持つ、ある宗教の総本山の名である。

　その勢力圏は特に西欧で強く、その中の一つに彼らの説く教えを国教とする国があった。

　ヨーロッパの東西の境にあるその王政国家は、医療制度に力を入れていることで近隣諸国に知られている。

　もっとも日本ではそういった面に着目する者は少なく、制度を推進する人物──この国の王女が美女であるという点で国名を知られているのだが。

　そして今、この国の中心地──政治の中心であり国の象徴でもある宮殿の一角から、割れんばかりの拍手が起きていた。

　議事堂において、一身に拍手を贈られる人物こそは一人の美女。

　先述したこの国の王女──その名はベアトリクス。

　彼女は王女でありながら、もう一つの顔を持っていた。

《洌游の對姫サイレント・デイーヴア》──《七曜レイン》に名を連ねる者としての顔を。

　けれども今この場において彼女に拍手を贈る者の中に、《七曜》という存在を知る者は一人として居ない。

　彼女が発案した新たな政策が可決されたことに対し、手を打ち鳴らしているだけだ。

　やがて小一時間ほどが過ぎ、議会は幕引きとなる。

　ベアトリクスは議事堂を出て、次の業務のために別の場所へ向かおうとする途中、小さくため息をつく。

　政策を通すためには、時間をかけて様々な根回しを必要とする。

　二年掛かりで進めていた案件を今日の議会で通すことが出来たことで、ようやく緊張が解けたのだ。

「……憂いある美女というのは、絵になるものだね」

　そのため息に、突如感想が投げ掛けられる。

　ベアトリクスが視線を上げると、壁に背を預けて立つ青年の姿が映った。

　青年はこの城の──それどころか、この国の者ですらない。

　彼かの者の名はクロヴィス。

　華やかな軍服を纏まといし《七曜レイン》の一人──《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》の《曜業セフアーネーム》を持つ男。

「……世辞も時と処ところをわきまえなければ皮肉に聞こえますよ、クロヴィス様」

「フフ、本音を語ったつもりなのだが、お気に召さなかったようだ」

　肩を竦すくめながら笑う青年に対し、ベアトリクスは僅わずかに表情を曇らせる。

「ともかく、表に姿を見せられては困りますと以前にも伝えたではありませんか」

　軍服の青年が《聖庁ホーリー》に追われる身であるからだ。

　無論、ベアトリクスとてクロヴィスが軽率に姿を見せたわけではないとわかっている。

　周囲には不自然に人影がなく、青年が人払いの魔術結界を行使していることを理解してはいるが──万が一にでも、《聖庁》に二人の繋つながりを知られることは避けねばならないからだ。

「安心したまえ。今の《聖庁》は人材が乏しく、この結界に気付くことができる使い手を各国に遣わせる余裕はないだろうからね」

（余裕が無いのは誰のせいでしょうね）

　噂うわさに伝え聞く《聖庁》の混乱を思い浮かべるも、《對姫デイーヴア》がそれを口に出すことはない。

「それで、こちらにはどのような理由で？」

「彼から伝言を預かっていてね」

「……榊さかき様から？」

　ベアトリクスの口から出た名は、透とお流るを斬った闇色の少年のものであった。

　鳴なる皇かみ榊はクロヴィスに連れられ、日本から遠く離れたヨーロッパへとその身を移していたのだ。

　ベアトリクスに向かい、軍服の青年は笑みを浮かべて告げる。

「《紅蓮の演者クリムゾン・アクトレス》を舞台へ」

　告げられた内容に、清楚な雰囲気を湛たたえた美女はほんの一瞬だが眉をひそめた。

「承知しました。では私はこれで……」

　端的に承諾の旨を伝え、ベアトリクスは青年の脇を抜け、その場を立ち去ろうとする。

　けれども、クロヴィスの用件はまだ終わりではなかった。

「そろそろ、《第四圜ジユデツカ》の件で動こうと考えていてね」

　互いに背を向けた状態のまま、軍服の青年は語りかける。

「……その件なら、私は不干渉だと以前にもお答えしたはずです」

「不干渉こそが私へ手を貸すことに他ならないと、君自身も分かっていての答えであると受け取って構わないね」

　様々な仮面を持つ青年の言葉に、《洌游の對姫サイレント・デイーヴア》と呼ばれる美女は沈黙する。

　それこそが答えであると、無言の内に秘めて。

「用件は以上だが──私はしばらく此方こちらを離れるので、彼のことは宜よろしく願うよ」

　言われなくともと思うも、ベアトリクスは「どちらへ？」と行き先について尋たずねた。

「恋文を頂いたのでね、その返事を」

《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》の二つ名を持つ青年は自ら口にしたことへ可お笑かしそうに笑むと、その体は光に包まれ始める。

「いずれまた──《七曜レイン》の名の下に」

「いずれまた──《６６６ザ・ビースト》の名の下に」

　異なる言葉を口にし合うと、軍服の青年は光の中に姿を消した。

　場にはベアトリクスだけが残され、辺りには静けさが訪れる。

　遠くから聞こえる小鳥のさえずりだけが、唯一の音だった。

　ベアトリクスは小さく吐息を漏らし、呟つぶやく。

「《紅蓮の演者クリムゾン・アクトレス》……」






■第二章『あなたの刻を──奪います』









　退院してから一週間が過ぎた。

　ギプスは数日前に取り、リハビリも始まった。

　傷痕は残ったままだが、痛みはもう感じない。

　後遺症もリハビリをしっかり行えば残らないだろうとのことだ。

　敗北の悔しさはいまだ癒えぬものの、それでも精神的にはだいぶ立ち直りつつある。

　──と同時に、これまでとは違う形で榊さかきとの再会を振り返る余裕が出来てきた。

　その中で幾つか気付いたことがある。

　まず、榊はいつの時点で現在の強さを得ていたのか。

　先の闘いの中で、あいつが更なる高みへ至ったのはこの二年の内だと思いはしたが、実際には違う。

　王おう城ぎさんは二年前の時点で、あいつを化け物と称していたことを思い出したのだ。

　となれば榊はいつ、あの強さを得ていたのだろうか。

　俺の記憶では、あの夏の日の時点であいつは今ほどの高みには至ってなかったはずなのだが……。

　次に、榊さかきが闘いの最中で手にした武器──《煌牙オーガ》について。

　あいつは言った──これは自分の《魂》だと。

《焔牙ブレイズ》に酷似し、けれど《焔ほのお》ではなく《光》から創り出したあの武器はいったい……。

　残念ながら《煌牙》については謎ばかりで何一つ判明していないが、あのときに交わした言葉の中に気になる点がある。

『これは君たちのそれとは違う』

　榊は《焔牙》のことを知っていた。

　どうやってかまではわからずとも、日常の世界に居ては決して知り得ぬ情報を。

　そこには闇の気配を感じてならない。

　三つめ──どうして榊はあの場所に居たのか。

　道場の跡地に訪れる理由が、何事かあったのだろう──が、これについても謎が残るだけだ。

　まさか、自ら殺あやめた人たちのために足を運んだとは思えない。

　最後に、あの闘いを経ておぼろげながらわかってきたことが一つ。

　それは──

「九ここの重え……!!」

「っっ!!」

　気持ち強めの口調で呼び掛けられ、俺ははっと我に返る。

「集中出来ないのなら、無理に続ける必要はないぞ」

　眉をひそめつつ言うのは、凛り々りしいという言葉がよく似合う女の子──橘たちばなだ。

「わ、悪い。まだちょっと眠くて頭がぼんやりしててさ」

　我に返ったことで、今が早朝修練の最中だったと気付く。

　昨日訓練参加の許可が下りたので、今朝から橘との稽古も再開したのだ。

「ふむ……。気持ちはわかるが、気が緩んでいるとも言えるぞ。稽古というものは覚えた動作をただ繰り返せばいいというものではないと、武術を学んでいたキミならわかっているはずだ」

「ああ、そうだな……。悪かった、続けさせてくれ」

　もう一度謝り、俺は捌さばきの修練を頭からやり直し始める。

　これは基礎だ。

　榊に届く《牙》を研ぐものじゃない。

　それでも、この修練をこれからも続けていこうと思っている。

（木の長きを求むる者は、必ず根元を固くす……だよな、師匠）

　俺は榊のような天才じゃない。

　王おう城ぎさんからは才能がないとまで言われた。

　だから俺に出来ることは地道に修練を積み、この先の《位階昇華レベルアツプ》すべてに耐えうる心身を作り上げていくしかない。

　しかし俺はあの闘いを経て、おぼろげながらわかっていた。

　何かが──足りないと。




「そこまで！」

　しばらくして、橘たちばなが終了の合図を口にする。

　定められた回数の型稽古を終え、額から流れ落ちる汗を拭う。

　時間いっぱいではなく、最初に回数を決めておくことで一回一回をより集中して行うようにという考え方だ。

　とはいえ規定回数が時間内に終わるようになったのは、最近のことなのだが。

　一つは動作を覚えたことによる慣れ──

　もう一つは《位階レベル》が《Ⅳ》となったことで、動作そのものが速くなったためだ。

「さすがに早いな。……もっとも、最初にぼんやりとしていなければ、もう少しばかり早く終わったのだが」

「はは、面目ない……」

　頭を掻かく俺に、橘はふっと笑みを零こぼす。

「では歩法から受けまで一通り済んだが、時間も余っていることだし──」

　橘は構えを取り、続きを告げる。

「捌さばきからの投げの型を行うとしよう。以前にも行っているから説明は不要だな？」

「あ、ああ、いや、えーっと……」

「どうしたのだ。まさか忘れたとでも？」

「そ、そういうわけじゃないんだが──」

　忘れるわけない──というか、忘れようがない。

　むしろ橘が、自分が女の子だということを忘れていることが問題だ。

　投げの動作は彼女を背負うところまでで止めるのだが、その際に橘の胸が当たる──というか俺の背中に押し当てられて潰れるため、稽古に身が入らないのである。

「では、始めるとしようか」

　武術指導に熱心──と言えば聞こえがいい少女は、にこりと笑って「さあ来い」とばかりに手で誘う。

「そ、そうだ！　時間が余った分は、走り込みをしてこようかなと……!!」

「ふむ。確かに当て身を主体とするキミの型を考えると、走り込みは重要になるからな」

　強きよう靱じんな足腰は、強力な打撃を放つための土台となる。

　そのために走り込みを──という逃げの説得に、幸いにも橘が気付く様子はなかった。

「それじゃあ、また朝食の時間に──」

「待ちたまえ」

　ドキリと心臓が跳ね、足が止まる。

（ま、まさかバレたのか？　……いや、大丈夫のはずだ。バレてたら破廉恥だとか、不ふ埒らち者とか叫ぶだろうし……）

　とは思いつつも鼓動を早くしつつ振り返ると──

「これを持っていきたまえ。走った後に食べるといい」

　橘たちばなはバッグからタッパーを取り出すと、手渡してくる。

　中身はレモンのはちみつ漬けだった。

「レモンは疲労回復効果があるから、走った後に食べておくといい。……とはいえ、朝食前だから食べ過ぎには注意するのだぞ」

「ああ、わかった。悪いな、わざわざ用意してくれて」

「なに、気にする必要などない。残暑でバテている者が多いから大量に作ったのでね」

　さすがは頼れるクラスの中心的存在といったところか。

　ただ強いだけじゃなく、こういった気遣いがあるからこそ、橘は誰からも頼られる人物なのだ。

（懐かしいな、よく音おと羽はが作ってくれたよな……）

　レモンのはちみつ漬けを受け取り、ふと昔のことを思い出して頬ほおが緩む。

　初めて作ってくれたときは分量がよくわからず、ものすごく甘いレモンだったことを今でもよく覚えている。

「…………」

「な、なんだ？」

　きょとんとこちらを見ている様に、俺はどうかしたのかと困惑気味に訊きくと──

「いやなに、キミのそういった──そうだな、昔を懐かしむような表情を見るのは、初めてだと思ってね」

　見てしまって申し訳ない、といった感じに苦笑いをする橘。

「ははっ、なんか恥ずかしいところを見られたな。昔、妹もこれを作ってくれたなって思い出したらさ……」

「ほう、妹さんが居たのか」

「まあ、な……」

　もう亡くなってるんだ。

　言えば気を遣わせてしまうだろうと、喉元まで出かかった言葉を飲み込む。

　これ以上の会話でボロが出ないよう半ば強引に話題を打ち切り、俺はその場を離れた。




「お、おはよう、透とお流るくん」

　みやびに追いつく──と言っても途中で俺に気付いて待っていてくれたのだが──と、こちらが声を掛けるよりも早く挨あい拶さつが。

「おはよう、みやび。っと、足を止めなくていいぜ」

「うん、そうだね」

　頷うなずくと、みやびは俺の横に並んで走り始めた。

「今日はどうしたの、透流くん？　土曜日じゃないけど……」

　その疑問ももっともだ。

　みやびとランニングを約束しているのは、土曜の朝だからだ。

　だからこそ、週半ばの今日に俺が顔を見せたことをみやびは不思議がっているわけで。

「えーっと……た、橘たちばなとの朝練が早く終わってさ。朝食まで、走り込みをしようかなと」

　嘘うそは言ってない。

「そうなんだ。でも、ちょっとラッキーかな」

「何がだ？」

「土曜日じゃないのに、透流くんと一緒に居られることがだよ」

　にこりと笑顔を向けるみやびに、どきりとする。

　彼女の発言が、俺への好意から出たものだと知っているからこそ、余計に。













　走りながらであるために息を切らせつつも、笑みを浮かべるみやび。

「と、ところでさ。随分とペースが速くなったよな」

　頬ほおの紅潮を誤ご魔ま化かす意味も兼ね、話題を変える──とはいえ、言ってることは本当だ。

　四月からずっと走り続けているみやびは、この五ヶか月げつ程でかなり体力がついた。

　瞬発力では劣るものの、持久力という点では《Ⅱレベル２》へ昇華した女子の中で二番目に位置する程に。

「ふふっ、あのとき透とお流るくんが、もう少し走ってみたらって言ってくれたおかげだね」

「そんなことないさ。みやびが頑張ったからこその今があるんだって」

　入学して間もない頃を振り返って言うみやびに、俺は彼女自身が努力してきたことだと伝える。

「そんなことないは、わたしの言葉だよ。透流くんがあのとき言ってくれたから──才能なんて無くても変われるって言ってくれたことが、今日までわたしを……ううん、これからも支えてくれるって思ってるの」

（なんか照れるぞ……）

　あのとき告げたことが、まさかこんな風に言って貰もらえるほどに彼女の支えになっていたのかと思うと嬉うれしくもあり、どこか気恥ずかしい気持ちにもなる。

　そんな俺をよそに、みやびは言葉を続ける。

「わたし、ね。昊こう陵りよう学がく園えんに入学して本当によかったなぁって思うんだ。こんなわたしでも、変わることができるんだって知ることが出来たから……。それと──」

　みやびは少し俯うつむき気味になって言葉を切り、僅わずかに間を置いて次の句を告げるも──

「……ってこと……えてくれた……に…………なぁって……」

　かつての離島での告白とは真逆に、言葉は強い海風の音で途切れ途切れとなってしまう。

「えーっと……」

「透流くん？」

　残念ながら俺の頭では、話の流れからみやびが口にしそうなことが思い浮かばない。

　だから申し訳ないと思いつつも、俺は聞き返すことにした。

「悪い、波の音でよく聞こえなかったから、もう一度言ってくれないか」

「…………えっ？　も、もう一度？」

　眼を丸くして訊きくみやびに、頷うなずいて返す。

　するとみやびは「うう……」と呟つぶやくと、またしても俯き気味に。

「だ、だから、その……」

　何な故ぜかみやびは、言葉に詰まる。

　直前に口にしたことなのに、どうかしたんだろうか。

「か……」

（か？）

　続く言葉はなんだろうと思っていると──

「変われるってことを教えてくれた透とお流るくんに、会えてよかったなぁって……」

　はにかみながら改めて告げられ、せっかく話題を変えたというのに俺はまたしても頬ほおを紅潮させられてしまう。

「に、二度も恥ずかしいことを言わせるなんて、透流くんって結構いじわるかも……」

「い、いや、だって普通に言ってた様に思えたから、まさかそんな内容だなんて思いもしなくて……」

　困ったような表情での評に俺は狼ろう狽ばいするも、みやびはすぐに明るい笑みを浮かべる。

「ふふっ、冗談だよ。透流くんはすごく優しい人だってわかってるから。……だから好きになったんだもん」

　少し照れくさそうに言う最後の一言に、俺は三度目の赤面──そのまま言葉に詰まる。

　最近、かなり積極的になったみやびも俺の様を見てさすがに恥ずかしくなったのか、彼女もまた頬を染めて無言となってしまった。

　そのまま俺たちは走り続け──

　やがて外壁の角が近づいて来た。

　角の先には校門や駅が見える。

「そ、そういえば、もう怪け我がは大丈夫なんだよね？」

「ああ、もう大丈夫かな。本気で拳を振るっていいのはリハビリ終わってからって言われてるけど、体を動かすには支障無しだ」

　パンッと軽い音を立て、腕を叩たたいて答える。

「そっか。それじゃあ──あの角を曲がったところから校門まで競走しないかなって」

「それは別に構わないけど……」

　みやびには申し訳ないが、勝敗は目に見えて明らかだ。

　今、俺は結構な重さのウエイトを付けて走っているが、それでも《位階レベル》の差を完全に埋めるほどじゃない。

「あ、そうだね。それじゃあ何かハンデを貰もらってもいい？」

「ああ。それなら──俺はここでしばらく待って、みやびが角を曲がったら走り始めるってのはどうだ？」

「えっと……結構ハンデが大きい気がするけど大丈夫？」

　いいハンデだと笑いながら答えると、後悔しても知らないよ、とみやびも笑う。

「じゃあ先にスタートするね」

　話が纏まとまったところで俺たちは足をその場で止め──

「よーい……どんっ！」

　合図とともに、みやびが朝のさわやかな空気の中を全力で駆け出した。

　その姿が角に差し掛かったところで、俺もまた全力で後を追う。

　ハンデはいい感じに働き、なかなかみやびに追いつけない。

　最終的にゴールとなる校門へ先に着いたのは、俺だった。

「はぁっ……はぁっ……ゴ、ゴール……」

「お疲れ、みやび」

　ゴールしたみやびに声を掛けたところで──

「っっ!?」

　思わず吹き出しそうになる──というか、ちょっと吹き出した。

　それもそのはず、みやびは膝に手を突いた前まえ屈かがみの体勢。

　つまりはみやびの最も目立つ身体的特徴──爆という表現が用いられるであろうサイズの胸が、重力に引かれてゆっさゆっさと猛アピールをしているのだ。

　さすがメロン（※比喩的表現）だ。

　ともかく、目を離さなければと理性が叫びながらも、視線が固定されたかのように外せなかったのだが──

「ハンデがあるからもう少しいい勝負になるかなって思ったけど、かなり差がついちゃったね」

「っ！　ま、まあ、これまで走ってきた距離の差があるからな、はははは……」

　みやびが苦笑しながら顔を上げたところで、弾はじかれるようにして背中を向ける。

　幸いにも先刻までの視線の向きは気付かれていないようだったが、俺の心臓はどきどきと鼓動が速く打っていた──

　が、みやびが告げた次の句で、心臓は別の理由で大きく脈打つ。

「そっか。まだまだ走り込みが足りないんだね」

　どくん──

　足りない。

　何気なく口にされた言葉は、俺の心をざわつかせる。

「もっともっと走り込んで、透とお流るくんに追いつけるように頑張らないとかな」

　新しい目標を見つけたとばかりに、みやびが明るく言い──

　俺は対照的に、無言となって考え込んでしまう。

「どうかしたの、透流くん？」

　押し黙った俺に気づき、みやびが首を傾かしげる。

「え？　あ、ああ。そろそろ朝食だなと思ったら腹が鳴りそうで……」

　笑いながら誤ご魔ま化かすと、みやびは得心がいったとばかりに頷うなずいた。

「ふふっ、そうだね。わたしも鳴りそうかも。そろそろ戻ってごはんにしようか？」

「そうだな。このままだと腹と背中がくっつきそうだしな」

　腹に手を当てて答える俺に、みやびはくすくすと笑った。

「あ……。そうだ。さっきのもっと走り込みをって話だけど、無理だけはしないようにな」

「うん、そうだね。心配してくれてありがとう、透とお流るくん」

　水分補給をしつつ、俺たちは寮へと戻っていく。

　途中、見上げた空はとても晴れ渡っていた。

　けれど──

　俺の心の内は正反対に、薄暗い思いで包まれていた。




　昊こう陵りよう学がく園えんにおいて一般学科は重要とは言い難がたく、必要最低限の履修時間が設けられているといった扱いだ。

　加えてもともと勉強が好きじゃない俺としては、この時間帯は非常に退屈と言える。

　ぼんやりと考え事をするのも、以前からのことだが──

（足りない、か……）

　今は早朝に──いや、ここ数日で俺の心の中を大きく占めるキーワードへと、思いを巡めぐらせていた。

　榊さかきとの闘いを経て、わかったこと。

　俺には《力》が足りない──

　あまりにも分かりやすく、厳しい現実だ。

　人を超えた《力》を手にしたというのに、それでもあいつの足下にも及ばない。

　だが──それだけじゃない。

　足りないのは《力》だけじゃないと、俺は感じていた。

　思考がそちらへ向くと、まるで霧の中に佇たたずんでいるかのような錯覚を起こす。

　それは《力》の差のような、わかりやすい壁とはまた違う。

　どこへ向かって進めばいいのか、明確な目標が見えないのだ。

　わかっていながら、わかっていない──そんな思考の迷路に嵌はまったまま、時間はただただ過ぎていく……。




　昼休みに入り、今日は橘たちばなの提案もあって外で食事を摂とるという話になった。

　気温が高く日ひ射ざしが強くなった頃から外での昼食は避けていたこともあり、随分と久しぶりに感じてその旨を呟つぶやくと──

「ふふっ、確かにな。これからは気温も少しずつ下がっていくことだし、しばらくはこうして外で食べる回数が多くなりそうだ」

　バスケットを手にした橘が反応したことで、そのまま会話へと移行する。

「外でのメシって美う味まいもんな。さすがに夏場は暑くて勘弁だったけど」

　もっとも、外でメシを食うと決めた今日もそこそこ暑くはあるのだが。

「……ただ暑いだけならいいけど、日本の夏は蒸すのよね」

「イギリスはカラっとしてるんだっけか」

　手で扇あおぎつつ話に加わってきたリーリスに尋たずねると、頷うなずきが返ってくる。

　そのままそれぞれの出身地の暑さについて話しつつ、歩を進めていると──

「はい、せんせー。あーん♡」

「……あ、あーん」

　木こ陰かげで、吉き備び津つにシューマイを食べさせて貰もらっている月つき見みを発見した。

「！　なな、なんだコラ!?　見せ物じゃねーぞ!!」

　足を止めて二人を見る俺たちに気づくと、月見は顔を赤くして怒鳴る。

「いやー、随分と仲良くなったもんだと思っただけで……」

「別にんなこたねえっつーの！　これはあれだ、どうしてもっつーから──」

「そーなの、せんせー？　もしかしてごはんに誘ったのって、迷惑になってた？」

　しゅんとした様子の吉備津に真意を問われ、月見は「うっ……」と言葉に詰まる。

「そ、そんなこたーねーぞ、モモ！　今のは言葉のあやっつーか、メシ食わせてもらうっつー姿を見られたから思わずだな！　だから迷惑なんかじゃ──」

　慌てて必死にフォローする月見なんて、初めて見た気がするぞ。

「それじゃあ、わたし先生と一緒にいてもいいの？」

　じーっと月見を見つめたまま、選択肢が無い質問をする吉備津。

「う…………お、おう……好きにしろ……」

「わーい♪」

「ぶわぁっ、抱きつくなっつーの！　《異能イレギユラー》と愉快なハーレムどもが見てるだろーが!!」

「……僕と筋肉バカもハーレムの一員扱いとでも言うのか、このバカ兎うさぎは……」

　喜びを露あらわにした吉備津に抱きつかれる月見を見て、トラが心底嫌そうに呟つぶやいた。

　……俺も嫌だ。

　ハーレム発言については、相手をするから調子に乗ると分かってるのでスルー決定。

「ラブラブねぇ……」

　二人──というか吉備津──の様子を見ながら、リーリスが呆あきれたように呟く。

「うん。せんせーのことだーいすき♡」

　吉備津はにぱーっと笑みを浮かべ──

「あと、九ここの重えくんのことも好きかなー」

「「「っっっ!?」」」

　その場に立ち会ったほとんどのやつが、目を見開くようなことを言った。

「モ、モモちゃん。それって、その……お、男の子として……？」

　まさかの方向から砲撃が放たれ、動揺しつつも発言の意味を確認するのはみやびだ。

「うん、そうだよー。わたしとせんせーを助けに来てくれた九ここの重えくん、すごくかっこよかったからー」

「「「っっっ!?」」」

　いともあっさり頷うなずかれ、場に再び衝撃が走る。

「へえ、意外なところからのライバルが登場ってわけね」

「ま、まさかモモちゃんもライバルだなんて……」

　俺を巡めぐるライバルとして互いに認め合っているリーリスとみやびが、それぞれ心情を口にすると──吉き備び津つは少し考え込んだ後に次のように述べた。

「あー……わたしはせんせーが一番好きだから、九重くんは二番目かなー。だから九重くんも、わたしのことは二号さんって感じで好きになってくれればそれでいいやー」

「くはっ、そりゃいいや。それならアタシもモモと一緒に可愛かわいがって貰もらうとすっか。体力が自慢なんだから、毎晩ハードでも余裕だろ？　よろしく頼むぜ、ハーレム野郎♪」

　標的が俺に移ったのをいいことに、月つき見みがろくでもない合いの手を入れてくる。

「まま、毎晩、体力自慢、ハーレム……ここ、九重の不ふ埒らち者────っ!!」

「誤解だ────っ!!」




　しばし後、橘たちばなの誤解を解いて戻ると、みんなは──月見と吉備津も加わって──木こ陰かげにシートを広げていた。

　俺たちも空いたスペースに座ると、持ってきたバスケットから弁当が取り出される。

　以前と同様、ビュッフェから各人の好みのメニューを詰め込んだものだ。

「先に行っておくが、肉だけではなく野菜も必ず摂とるのだぞ、九重」

「わかってるって……」

　苦笑いをしつつ答えるも、「本当だろうな？」と眉をひそめられたのは、我ながら信用がないものだと思う。

　……自業自得ではあるが。

　まあ毎度毎度同じことで注意されるのもどうかと思い、今日は肉肉野菜肉野菜のペースで行くか──と箸を手に取ったところで、再び橘が声を掛けてくる。

「待ちたまえ、九重。キミのためにメニューを厳選して取り分けておいたものがあるから、まずはこちらから食べるといい」

　と言われて弁当箱を突き出された。

「くはっ、尻に敷かれてんな、《異能イレギユラー》」

「っっ!?　なな、何を言い出すのですか、先生!?」

　にやにやと笑う月つき見みに、橘たちばなが大きく声をあげる。

「あら、巴ともえも透とお流るのことを好きってわけ？」「とと、巴ちゃんまでライバルだなんて……」

「そのようなことがあるかっ!!　私と九ここの重えは良き友であり、腕を競い高め合う仲間だ!!」

「知ってるわよ、そんなこと」「そ、そっか、よかった……」

　再び叫ぶ橘に、リーリスとみやびはそれぞれの反応を見せる。

「って、みやび。あんた本気で信じてたわけ？」

「だ、だって透流くんと巴ちゃんって仲がいいから、もしかしてって……あはは……」

「何度でも言うが、私は九重とは良き友人であり、腕を高め合う仲間だ。それ以上でもそれ以下でもないのだから、妙な誤解をしないでくれないか、みやび……」

《絆双刃デユオ》の少女に、橘がため息混じりに苦言を呈す。

（さて、と……）

　気を取り直し、俺は手渡された弁当箱に多少憂鬱気味に目を向ける。

　野菜ばかりが詰め込まれたこの箱を空にしない限り、肉にはありつけないからだ──と思っていたのだが。

「に、肉が……ある!?」

　もちろん野菜も入ってはいるのだが、肉野菜炒いため、アスパラベーコン巻き、ピーマンの肉詰め（これはちょっと嬉うれしくない）といったおかずを見て、俺は驚きの声をあげた。

「ふふっ、バランス良くというのは、何も野菜ばかりを食べろと言っているわけではないのだぞ、九重」

　肉もバランス良く入れたのだから、それ以上に食べたい場合はまず手渡された弁当箱を空にするように、と付け加えられる。

　そう口にした橘を見て、「旦那を気遣う愛妻弁当みてーだな」と月見が呟つぶやいたおかげで木こ漏もれ日びの下は再び騒がしさに包まれた。

　だが──

　喧けん騒そうの中で、無言のまま俯うつむき気味の人物がいた。

「ユリエ、また夏バテか？」

「……少し、そうかもしれません」

　一応、みんなの手前なので夏バテなのかと尋たずねるも、本当は違うのではないかと思う。

　深ふか傷でを負った俺に狼ろう狽ばいして何も出来なかったというあの日の出来事──

　ユリエはそのことで、自らをいまだに責め続けている。

　目前で死に至る父親と重ねてしまったのだから、俺としては適切な行動が取れなくても仕方のないことだと思うのだが……。

「食欲が湧かないのはわかるけど、それでも少しくらいは食べた方がいいぞ」

「ヤー。そうですね」

「……ふん。だとしたら、トマトでも食べておくといい。酸さん味みもあって食欲を増進してくれるし、疲労回復効果も高い」

　俺たちの会話を聞いていたトラが、箸を動かす手を止めて助言をしてくれる。

　さらにその発言を耳にし、みやびが継ぐようにして話し掛けてきた。

「それだったら、このカプレーゼなんてどうかな？」

　言いながら、ユリエへとカプレーゼの入った箱を差し出してくる。

　トマトの赤、バジルの緑、モッツァレラチーズの白の組み合わせがとても美う味まそうだ。

「では頂きます」

「じゃあ俺も──」

「……九ここの重え、キミはまず自分の手元を空にしてからだ」

　箸を伸ばしたところで、しっかりと制止の声が飛んでくる。

　その間にユリエはカプレーゼを一つ口にし──

「美お味いしいです」

　と言って、注意しなければ分からないレベル──たぶん俺しか気付かない──で僅わずかに口角を上げた。

「ふふっ。よかったね、巴ともえちゃん」

　ユリエの感想に、何な故ぜか橘たちばなへと話を振るみやび。

「実はね。トマトもバジルも巴ちゃんが作ったんだよ」

「あら、そんなことしてたわけ、巴」

「ふふっ。実はしばらく前から敷地内の一部を借りていてね」

　聞けば学校側に許可を取って、趣味の菜園を行っていたらしい。

「……もしかして、しばらく前にバケツを持って外に出て行ったのは──」

「ご名答だよ、ユリエ」

「！　ああ、あのジャージで買い物に行こうとしたときのことか！」

「私は買い物ではないと言っただろうっ!!」

　しばらく前の俺の──そして橘の誕生会を行った日の日中のことを思い出したところで、即座にツッコミが入る。

「しかし、橘にそういう趣味があったとはなぁ……」

「ふむ、意外だと？」

「いや、あまりにも似合い過ぎてて、すげーしっくりくる気が」

　好きな人には申し訳ないが、家庭菜園やら将棋やらは俺たちの年代の趣味とは随分かけ離れていると思う。

　だがそれも、橘が好んでいると聞くと妙に納得が出来る。

「……なんだか失礼なことを考えていないか、九重？」

「まだ考えてないぞ」

　そう、まだ。

　そんな俺たちのやりとりに、みやびやリーリスが笑う。

　明るい雰囲気に包まれた昼食の場──

　けれどもその中で、表面上は明るく取り繕うも、銀色の少女だけは変わらず沈んだままだった。




　消灯時間を過ぎ、ベッドに入ろうとしたときだった。

「……トール。いいですか？」

「ん？　ああ、もう怪け我がは治ったから構わないぞ」

　言いながら、ユリエが横になれるスペースを作る。

　榊さかきの一件があって以降、ずっとそれぞれのベッドで寝ていたからなんだか久しぶりだ。

（いや、それが普通なんだけど……）

　などと思っていると──

「ナイ。お話ししたいことがありまして……」

　首を横に振られ、俺は自身の勘違いに顔が熱くなる。

「……ですが、宜よろしいのでしたら失礼して──」

　と言って、空いたスペースに寝転がるユリエ。

「えっと……電気、消すからな」

「ヤー」

　寝転がったままじっと俺を見つめていたユリエが頷うなずいたので、部屋の電気を消す。

　途端、明るかった室内は真っ暗になり、俺もごろんと寝転がった。

「「…………」」

　暗闇の中、互いに口を閉ざしたまま沈黙の時が流れる。

　やがて俺が、電気を点つけていたときよりもややトーンを落として話し掛けた。

「……久しぶりだよな、こうやって一緒に寝るのは」

「ヤー。とても久しぶりです」

　話したいこととやらを促してもよかったのだが、あえて別の話題からだ。

「あのな、ユリエ。気にするなっていうのは難しいことかもしれないけど……だけど、変な遠慮なんてしないでいいんだぞ？」

　と、そこまで言って、今の言い方は違うと心の内で否定する。

「遠慮なんてしないで欲しい。……この前、本音を隠そうとしたばかりの俺が言うのもどうかと思うけどな」

　苦笑しつつ、暗闇の中でユリエの頭を撫なでる。

「寂しいときや辛つらいときは本音を言ってくれ。そのときは俺が──」

　ユリエを抱きしめるから──と言いそうになり、さすがにそれは恥ずかし過ぎると考え直す。

「お、俺も──一緒に寝るくらいなら、いくらでも出来るしさ」

「……いくらでも、ですか？」

「…………さ、寂しいときはな」

　週二回でも大変なのに、危うく自らより状況を悪化（？）させるところだった。

「ありがとうございます、トール」

　ぎしりとベッドが軋きしむ。

　ユリエはこちらへ体を向け、俺の胸元に頭をそっとくっつけてくる。

「俺たちは《絆双刃デユオ》だからな」

　銀色の髪シルバーブロンドを指で梳すきながら、見えないと分かっていて俺は笑みをむけた。

　絹糸のような触り心地が、梳いていて気持ちいいなと思いつつ──

「……話ってのは？」

　俺は本題へと入ることにした。

「実はトールにお聞きしたいことがありまして……」

「俺に？」

　てっきり先日の件だとばかり思っていたので、少し意外に思いつつ訊きき返すと──

「何が足りないのですか？」

「え……？」

　予想外の言葉に、どきりと心臓が跳ねる。

「退院してからというもの、トールがそう呟つぶやいているのを幾度も耳にしました」

「そうか……」

　ぼんやりとしていたとき、我知らず口走っていたようだ。

「すべてを話すというのは、難しいと私もわかっています。トールの目的に関わることであれば、特に……。ですから、話せるのであればで構いません」

「……もしかして、心配させちまってたのか？」

　ユリエはしばし口を閉ざした後、何も言わずに頷うなずく。

「ごめんな。隠そうってつもりじゃなかったんだけど……。ただ、自分でもまだ考えがまとまらなくてさ」

　もしまとまっていたとして、それを自分から話すかと言ったら首を横に振るのだろうが。

「あいつとの──榊さかきとの闘いについて、振り返って考えててさ。幾つか気になることがあって、それと一緒にわかったことがあるんだ。それがユリエが聞いた、足りないってことだ」

「……《力》、ですか？」

「それもある。けど、それだけじゃない」

「と言うと……？」

「何かが、足りないんだ」

　俺の言葉を聞き、「何かが……」と反はん芻すうするユリエ。

「わかったって言った後に、あやふやなことを言うのはおかしいって思うんだけどな」

　そう、何かが足りない。

《力》ではなく他の何かが、決定的に。

　それが無ければ、たとえ榊さかきに匹敵する《力》を得ても──俺は勝てない。

　何かが何なのかわからずとも、不思議と確信があった。

　それがここ数日、俺を悩ませていたのだ。

「そうでしたか……」

　ややあって、ユリエが呟つぶやくように言う。

「心配させてごめんな」

「ナイ。こちらこそ無理に話させてしまってすみません」

「無理にってわけじゃないから、気にしないでいいって」

　訊きかれたからとはいえ、それでも話したくなければ話さなかっただろう。

　ユリエが相手だとしても、だ。

　もっとも、そうやって本音を隠した挙げ句、醜態を晒さらしてしまったのが退院直後の話なのだが。

「えっと……気に掛けてくれてありがとな、ユリエ」

　感謝の意を込め、再び頭を撫なでると──

「トールのことを、いつも見ていますので。……トール？」

　ユリエの発言にどきりと心臓が大きく脈打ち、頭を撫でている手がびくりと反応してしまった。

　銀色の少女は、そういう意味で口にしたんじゃないというのに。

「わ、悪い。くしゃみが出そうになって……」

「そうでしたか」

　誤ご魔ま化かせたのか、誤魔化されてくれたのかはわからずとも、納得したような返事にほっとする。

「他に何か話はあるか？」

「ナイ。先ほどの質問だけです」

「そうか。じゃあ、そろそろ寝ようぜ。明日も訓練が待ってることだしな」

「ヤー。おやすみなさい、トール」

　暗闇の中で──と言ってもだいぶ目が慣れたが──ユリエが頷うなずく様を見て、俺は目を閉じた。

　やがて睡魔が襲ってきて、俺は眠りにつく。

　その直前──

「……《力》と……何か……」

　小さく、ユリエが呟つぶやく声がした。










　翌日──土曜日は朝からどんよりとした空模様だった。

　午後からは雨という予報が出ていて、週明けまで続くらしい。

　土曜ということで今日は半日授業で終了し、この後は明日の夜まで自由時間となる。

　体を休める、部屋でゆっくり休む、学外へ遊びに出掛ける──

　校則を破らなければ、何をしようと自由だ。

　そして──その時間を、自らの訓練に充あてるのもまた自由だ。

　昼食を終えてしばしの休憩をとった後、走り込みをしようと寮を出ると──

「あ、透とお流るくん」

「よっ、出掛けるのか？」

　私服に着替えたみやび、橘たちばな、吉き備び津つの三人と顔を合わせる。

「うん、透流くんはトレーニング？」

「ああ。遅れていた分を取り戻さないといけないからな」

「ふむ……。それは構わぬが、無理はしないようにな、九ここの重え。今日も暑いのだから、水分補給はしっかりとするんだぞ」

「わかってるって。……ところで、ユリエは一緒じゃないのか？」

「ユリエちゃん？　ううん、誘ったけど用事があるからって……」

　昼食後、ユリエは少し出掛けてきますと言って部屋から出て行った。

　てっきり、みやびたちのところへ行ったものだとばかり思っていたが……。

　リーリスと一緒というのはまず無いだろうし、他の女子とでも遊びに行ったのだろうか。

　それとも、今は一人で過ごしたいのだろうか。

　俺が深ふか傷でを負った際に、自分は何も出来なかったと落ち込んでいた銀色の少女──

　気にしなくていいと言いはしたものの、本人は納得していないことは見てとれる。

　こればかりは、自分自身で何かしらの決着をつけるしかないのかもしれない。

「それじゃ、俺はそろそろ行くよ。また後でな」

「うん。頑張ってね、透流くん」

　三人に見送られ、俺は一足先に寮の外へと出て行く。

　外に出ると空は曇っていて、夕刻からは天気予報通りに雨になるのだろうなと思わせた。

　途中、もしかしたらと思って時計塔に立ち寄るも、そこに銀色の少女の姿は無かった。




　海風が吹く外壁に沿った道を、緩かん急きゆうを繰り返して走り込む。

　外周は敷地内より幾分涼しくあるのだが、それでもトレーニングを続けるうちに汗が滝のように流れてくる。

　十周を走り終えたところで、用意しておいたスポーツドリンクを飲む余裕も無く道路上で仰あお向むけに転がった。

（自分で思ってる以上に焦ってるみたいだな……）

　橘たちばなから無理はしないようにと言われたばかりだったが、気がつけばペースが上がっていることがしばしばあった。

　榊さかきとの《力》の差を痛感したことが、無意識にペースへ影響したのだろう。

（無理をし過ぎないようにしないと……）

　過負荷オーバーワークになると、回り道となってしまう。

　二年前に痛いほど思い知った経験だ。

　だから、過負荷の一歩手前まで無理をする──

　自分の限界を見極め、己を鍛え上げるしかない。

　修練を積み重ね、次の《位階レベル》に耐える心と体を作り上げていく。

　けれど──

　それだけで、足りるのだろうか。

　俺は一日でも早く、強くならないといけないというのに。




　仰向けになったままの顔に、ぽつり、ぽつりと冷たいものが当たる。

　予報されていたとおり、雨が降ってきたのだ。

（トレーニングルームに行くか）

　そう決めると体を起こし、喉を潤してから校門を潜って敷地内へ。

　中途半端な時間帯のせいか、寮へと続く道には人影は無かった。

　唯一人、銀色の髪シルバーブロンドを持った少女を除いて。

「ユリエ……」

　どこかへ行っていた銀色の少女が、今はまるで道を塞ぐかのように中央に佇たたずんでいた。

　まるで、俺を待ち受けていたかのように。

　違う──

　ユリエは待っていた。

　不思議と確信があった。

「お待ちしていました、トール」

　ユリエの言葉が、確信を裏付ける。

「……どうかしたのか？」

　俺の問いには答えず、ユリエは真剣な眼まな差ざしを俺に向けている。

　深紅の瞳ルビーアイがただただ俺を見つめ──無言のままに時が流れる中で、雨粒が小雨へと変わっていく。

　言葉が出ない──否いな、出せない。

　ピンと糸が張り詰めたような緊張感漂う空気が、俺に言葉を発することを許さなかった。

「トール」

　ユリエが静かに口を開く。

「強く、なりたいですか？」

「ユリエ……？」

　唐突な質問に、戸惑いながら彼女の名を口にする。

「答えてください」

「……強くなりたいに決まってる」

　ユリエはどうしてこんな質問をするんだろうか。

　俺がユリエと同じく、《復讐者アヴエンジヤー》だと知っているはずなのに。

　復ふく讐しゆうを成し遂げるには、今の俺では強さが──《力》が足りないのだと、伝えたばかりではないか。

「一日でも早く復讐を成し遂げたい──そう思っていますか？」

「……ユリエ。さっきから何を当たり前のことばかり聞くんだ。そんなの当然に決まってるだろ」

　何かおかしい。

　嫌な予感がする。

　掻かきむしりたくなるような胸騒ぎがしてならない。

「そうですよね……。では──」

　僅わずかな沈黙の後──ユリエは、告げる。

「トール。あなたの刻いのちを──奪います」

「俺の……刻いのち……？」

　告げられた言葉の意味を理解出来ず、俺は呆ぼう然ぜんと呟つぶやくだけだ。

　そんな俺の呟きに答えることなく、ユリエは《力ある言葉》を発する。

「《焔牙ブレイズ》」

　銀色の少女を中心に、《魂》の《焔ほのお》が舞った。

　迷うことなく《焔ほのお》に手を伸ばしたユリエは──《双剣ダブル》を具現化させる。

《絆双刃デユオ》としてともに闘ってきた彼女は、己の《魂》を俺へと向けた。

「ユ、ユリエ、何を？　《焔牙ブレイズ》を勝手に具現化するのは禁止されてるだろ……？」

　この状況で何を言い出すのだと、第三者が居たら笑われただろう。

　けれどこのときの俺は、ユリエが取った突然の行動に対して混乱の極みに陥っていた。

「理事長から許可は得ています」

　静かにユリエは告げる。

　その発言が、さらなる混乱を招く。

（どういうことだ？　理事長が？　用事があるって言ってたけど、もしかして許可を取りに行ってたってことか？）

　よしんば出たとして、ユリエが答えてくれたかどうかは怪しいところだが。

　ゆらりと動きを見せ、僅わずかに前傾姿勢となったユリエは──

「行きます」

　開始を告げるとともに地を蹴った。

「──っ!!」

　速さはユリエの最大の武器だ。

　幾多の訓練において対たい峙じした際、それは身に染みるほどに感じたことだが──













　実戦ではさらに速かった。

　瞬く間もなく間合いに詰め寄ったユリエが、水平に剣を振る。

　迷いも躊躇ためらいもない一撃。

　模擬戦のように寸止めすることもなく、確実に仕留めにきた攻撃──

　反射的に飛とび退のいて躱かわそうとするも、躱しきれない。

　一文字に服が斬り裂かれ、チリッという痛みが胸元を走る。

　直後、後ろへ下がった俺を追うようにして、もう一本の《片刃剣セイバー》の切っ先が迫る。

「くっ……！」

　身を捻ひねるも、刃先が僅わずかに肩を捉える。

「やめてくれ、ユリエ！　どうしてこんなことをするんだ!?」

「……抗あらがってください。闘ってください。すべてが終わったときに必ず理由を話します」

　肩に手を当てながら叫ぶも、俺が望む答えは返ってこない。

　それどころか、攻撃はより一層激しくなる一方だ。

　息をつく間も無く襲ってくる《双剣ダブル》は、一撃一撃が訓練のときとは段違いの鋭さだ。

（俺の刻いのちってどういう意味なんだ!?　どうして俺たちが闘わなくちゃならない!?）

　迷いは動きに出る。

　回避が僅かに遅れ、避よけ損なって脇腹へ突きを喰くらってしまう。

　ダメージは大したものでは無かったがバランスを崩してしまい、倒れないよう足を踏みしめようとしたとき──

　雨で濡ぬれた足下が滑る。

（しまっ──）

　その隙を逃さず、《片刃剣》が迫る。

「くっ……《焔牙ブレイズ》!!」

　ギキィッ!!　金属が、《魂》がぶつかり合う音が響く。

　ぎりぎりのところで、振り下ろされた剣を《楯たて》で受け止め──

　俺は覚悟を決める。

「ユリエ……。俺にはどうしてキミがこんなことをするのかわからない。知りたければ抗えと、闘えとキミは言う。だから──俺はその望みに応える!!」

　力で剣を押し返し、次いで今度はこちらから踏み込む。

　確かにユリエの速さは驚異だが、至近距離クロスレンジとなれば話は変わる。

　この距離ならば、剣よりも拳の方が速い。

　右ストレート、左フック、右ミドル──

　最初の一撃は避けられ、続く二撃はガードされる。

　僅かに距離が開いたところでユリエの反撃──

　左の斬り上げを《楯たて》で受け、直後の右横薙なぎを大きく後ろへ飛んで躱かわし、息を吐く。

（さすがに《双剣ダブル》は厄介だな……）

　斬撃主体の武器ということで、二本の連携を防ぎきることは難しい。

（だとしたら、守勢に回る前に攻め続けるのみだ！）

　再び懐ふところへ潜り込むため、一気に踏み込む。

　もちろん、ユリエはそれを予想していた。

　左の突き、右の袈け裟さ斬り、そして──前蹴り。

《双剣》へ強く意識を向けていたため、中央を突く蹴りがまともに入る。

　だが──

「ぐっ……おぉおおおおおっっ!!」

　腹部に入った蹴りを、そのまま体全体で押し返す。

　ユリエがバランスを崩した様を見て取ると、細かいパンチを放って体勢を整わせないようにし──

　ダメージを与えるのではなく、ガードさせるための手しゆ刀とうを放つ。

「──っ!!」

　ガードした瞬間、ユリエも俺の意図を察して表情を変えた。

　俺の指が、自身の袖に引っかけられたことに気付いて。

　小指一本だけだったが、それで十分だった。

　力を込めて袖を巻き込み、強く引き──

　ユリエの体が宙に浮いた。

　投げて、芝生に叩たたきつける──はずだった。

　ユリエは投げられながら身を捻ひねり、足から着地する。

　身を低くした体勢に、俺はローキックを放つも──

　タンッ。

　ユリエはローを躱すと同時に大きく後方へ飛び上がる。

（躱すことを意識し過ぎたな、ユリエ！）

　今の攻撃が当たらないことは予想済みだ。

　だからこそ、次の動きに移るのが速かった。

　ぎちりと拳を強く固め、弓を引くかのように構えを取りながら地を蹴る。

（これで決まりだ!!）

　ユリエの着地に合わせて雷神の一撃ミヨルニールを放ち、決着をつける。

　無論当てる気はないが、衝撃波で吹き飛ばせばユリエも実質的な負けだと認めざるを得ないだろう。

　けれど──

　俺が地を蹴ったと同時、銀色の少女は呟つぶやいていた。

《力ある言葉》を。

「疾風はやての如く──《天翔颯ヴインドイエールズ》」

　刹那の後、ユリエが空を蹴る。

　突然角度を変え、俺に向かってくるユリエ。

（しまった……!!）

　ガードを上げ、振るわれた《片刃剣セイバー》を《楯たて》で防ぐも、今度は俺がバランスを崩す。

　ユリエは着地したかと思うと再び空中に飛び上がり、すぐさま空を蹴る。

　およそ人には有り得ない動きで、一瞬にして俺の死角へと移動するユリエ。

　これこそが、銀色の少女が持つ《力》──《天翔颯》だ。

　瞬間的にユリエのみが触れることの出来る力場を作り出し、蹴る。

　ユリエから説明を受けた際はシンプルな能力だと思ったが、真価はその先にあった。

　加速アクセラレート──

　力場を連続で蹴り続けることにより、ユリエの速さが増していくのだ。

　連続使用に制限はあるものの、変幻自在の動きを──しかも加速していくユリエを捉えるのは非常に厄介だ。

　銀色の少女が、疾風を思わせる銀狼と化す。

　上下左右前後すべての方向から、ユリエの斬撃が襲い掛かってきた。

　刃が幾度も俺の体を捉える。

（強い……！）

　模擬戦など比較にならない。

《天翔颯》を使っているからということだけじゃない。

　何よりも違うのは、その気迫だ。

『あなたの刻いのちを──奪います』

　あの言葉は偽りなきものだと、一撃一撃が雄弁に語っていた。

　決着は──ついた。

「……チェックメイトです、トール」

　倒れ伏した俺の上で馬乗りになり、ユリエが闘いの終わりを告げる。

　逆手に剣を持ち、そのまま深紅の瞳ルビーアイがじっと俺を見つめる。

　ユリエは動かない。

　俺もまた、動かない。

　まるで俺たち二人の刻ときだけが、止まったかのようだった。

（刻とき……刻いのち、か……）

　熱くなった血肉を冷やすかのごとく、冷たい雨が俺たちを濡ぬらす中で、問い掛ける。

「どうして……俺たちは闘わなくちゃならなかったんだ？」

「トールが目を覚ましたら、お話しします」

「……わかった」

　最後に見た銀色の少女は、酷ひどく申し訳なさそうだった。

　迷いを持ちながらも決断をした──

　そんな表情を浮かべながら、ユリエは剣を俺の心臓へと突き立てた。










　意識を取り戻したのは、それから丸一日が過ぎてのことだ。

「う……く……ここ、は……」

　ぼやけた視界に映ったのは、見慣れた天板だった。

　どうやら俺は、自分のベッドへと寝かされているらしい。

「目が覚めましたか、トール」

　まだ頭に霧がかかったままの俺に、《絆双刃デユオ》の少女が声を掛けてくる。

「あ、ああ……。俺は……そうか、ユリエに……」

　ゆっくりと記憶が戻ってくる。

　銀色の少女との闘いが、彼女に敗北した記憶が。

「どれくらい時間が経たったんだ？」

「ほぼ丸一日です」

「そうか……」

《焔牙ブレイズ》によって意識を失った場合、《魂》にどれ程のダメージを受けたかによって目覚めるまでの時間が変わる。

　通常の武器であれば確実に死に至る一撃──心臓を貫かれたダメージの回復には、それだけの時間が必要だったということか。

「「…………」」

　俺が考え込んでいるからか、ユリエもまた口をつぐみ、静かに時間が過ぎていく。

　外からは、微かすかに雨の音が聞こえてきていた。

「……お腹なかは空いていませんか？」

「そういえば……」

　言われて意識すると途端に空腹感が襲ってきて、ぐぅ～っと恥ずかしいくらいに大きな悲鳴を胃があげる。

「何か用意してきます」

　背を向け、銀色の髪シルバーブロンドを揺らしてユリエが部屋を出て行く。

　パタンとドアが閉じられると、あとは静寂のみが残るばかりだった。

（ユリエは……どうしてあんなことを……）

　彼女の意図が分からない。

　どんな理由があって、ユリエは俺との闘いを求めたのだろうか。




「……ごちそうさま」

　ユリエが貰もらってきたサンドイッチを食べ終え、アップルティーで喉を潤す。

　少々物足りなくはあったが、夕食の時間までを考えると妥当な量なのかもしれない。

「ユリエ──」

　カチャリとカップを置く音が小さく響き、俺は続きを口にする。

「聞かせて貰えるんだよな？」

　対面に座り、視線を落としたままにユリエは僅わずかに間を置いて話し始めた。

「……あの日、私は何も出来ませんでした。トールに死が迫っているというのに、手が震えて……」

「それは──」

　お父さんの死という心傷トラウマが甦よみがえったのだとユリエは言っていた。

　それは、仕方のないことだと思う。

　責めるようなことじゃない。

「私は、私が許せません……。ですが──」

　銀色の少女が唇を噛かむ。

「トールの身に、もう一度同じことが起きたとして……そのときも、私は何も出来ないかもしれません。私が何も出来ないことで、トールは──」

　ユリエは長い沈黙の後、その先の言葉を苦しげに告げる。

「死んでしまうかもしれません……」

　心傷というものは厄介だ。

　克服することが出来ないケースは多々ある。

　深い傷痕であればこそ、余計に。

　しかも今回は心傷をさらに抉えぐる形となってしまったのだから、次は大丈夫などと軽々しく言えるはずもないことは、痛いほどによくわかる。

　だが──

「俺との闘いを望んだ理由と、どう繋つながるんだ？」

「……私が闘う前に、闘いの最中に口にした言葉を覚えていますか？」

　質問に質問が返ってきて、俺は頷うなずく。

『一日でも早く復ふく讐しゆうを成し遂げたい──そう思っていますか？』

『あなたの刻いのちを──奪います』

　頷うなずきを見て、ユリエは呟つぶやくように語る。

「トールは言っていました。足りない、と……。《力》だけではなく、何かが足りないのだと……」

　そのこととユリエの心傷トラウマ、そして昨日の闘いとがどう繋つながるのか。

　俺はただ黙って、言葉に耳を傾ける。

「次にトールがあの人と──サカキと闘うときにも、私は手を出すことが出来ません。たとえトールがどれ程不利になろうと、敗北しようとも、手を出してはならない闘いなのだと……私は思っています」

　その結果、再び同じ状況となることをユリエは恐れている。

「ですが──そこに至るまででしたら、多少なりともトールの《力》になることが出来ます」

「もしかして……」

　意図を察して呟きを漏らすと、ユリエはこくりと頷き肯定を示す。

「トールが次にサカキとの闘いへ臨むまでに、出来うる限り高みへ」

《焔牙ブレイズ》によって倒された場合、《魂》に受けたダメージが回復するまで時間が──刻いのちが奪われることとなる。

　一日でも早く強くなりたいというのであれば、決して負けてはならない。

　限定的ではあるが、死の淵ふちに立たされたときに《魂》がより高みに至るという理事長の理念に近いものがある。

（だから理事長は《焔牙》の使用許可を出したのか……）

　闘いの最中では深く考える余裕が無かったが、理由を聞いて納得がいく。

　そんな俺に、ユリエは申し訳なさそうに上目を向けてくる。

「すみません、トール……。いろいろと考えはしたのですが、私にはこんなことしか思いつきませんでした」

　再び俺が榊さかきと闘うときも、自分は手出ししてはならない──

　俺が再び死の淵に立たされたときも、今回同様に何も出来ないかもしれない──

　それらへ如い何かに対処するかの答えが、俺と闘うことだった。

　そして銀色の少女は、宣言する。

「トール。私は今後も、あなたと闘い続けます。あなたの刻を奪い続けます。許してくださいなどとは言いません。これは私の我わが侭ままによる身勝手な選択ですので」

　俺に剣を突き立てたときと同様、ユリエは申し訳なさそうに、けれどはっきりと意志を込めて俺を見つめてくる。

　己の心を痛め、それでも俺の刻いのちを奪うことを躊躇ためらわず、より高みへ押し上げるため──

　一日でも早く強くなりたい俺に、敗ければ一日という刻ときを奪うという。

　乱暴で、無む茶ちや苦く茶ちやな行動だと言ってしまえばそれまでだ。

　だが──

「俺は……強くなる──次こそ榊さかきを倒すために強くなる。絶対にだ」

　ユリエの出した結論に、俺は笑みで答える。

「俺は──弱い。だから強くなりたい。ならなくちゃいけない。そのために、俺はユリエと闘う。ユリエがもう嫌だと言ってもな。……これは俺の我わが侭ままによる身勝手な選択ってやつだ」

「あ……」

　深紅の瞳ルビーアイが丸くなり──次いで、細くなる。

「ありがとうございます、トール。それと──」

　俺の気遣いはきちんと伝わり、銀色の少女は小さく笑みながら言う。

「私たちはお互いに我が侭ですね」

　こうして、我が侭な俺たちは今後も闘うことを誓い合う。

　わかっているものを──《力》を埋めながら前に進むことを。

　足りないものは、それだけじゃない。

　何かが、足りない──

　けれどそれが何なのか、わからない。

　それでも《絆双刃デユオ》の少女とともに歩む先で、いつか答えが見つかることを信じて。




　足りないものが何なのか──

　今はまだわからない。





　　　　　　◇






　夜空に星が瞬くその下で、少女はゆっくりと自らの得物を構えた。

　少女の髪の色は黄金。

　夜という刻の中で、太陽を思わせる少女リーリス＝ブリストルは秘密裏に学園の外──海上へと出ていた。

　彼女が乗るモーターボートは海上に停泊し、ゆらゆらと波に揺れている。

　潮風に髪をなびかせながら甲板に立つリーリスは、《銃ライフル》を構えたままじっと鋭い眼まな差ざしを湾岸へ向けていた。

　蒼玉の瞳サフアイアブルーの先──湾岸には小さな光が輝き、揺れている。

　距離にして二キロはあろう光へと、リーリスは銃口を定め──

　引き金を引いた。

　ズダァン……!!　乾いた音が響き、放たれた銃弾は夜闇を貫く。

　直後、光が消えたことを確認し、黄金の少女は口角を上げる。

「完璧パーフエクトね。……と言っても、ようやくってところだけど」

　視界の悪い深夜、揺れるボート上から湾岸に設置した的を狙い撃つ。

　それも千発連続ヒットという、常識外れの条件を自らに課して。

《超えし者イクシード》であり、天性の才ありし彼女ですら、それは容易たやすいことではなかった。

　クラスメイトの誰もが──透とお流るや巴ともえなど親しい間柄の人物ですら──知らない黄金の少女の姿が、ここにある。

　天性の才に溺れず、自身をより高めようと腕を磨く姿が。

（さすがに、いつまでも水をあけられてるわけにはいかないものね）

　未来の伴侶と自らが決めた少年のことを思い浮かべ、リーリスは小さく笑った。

「頃合いってところかしら」

「お嬢様……」

　主に対し、ボートを運転していた執事姿の少女が暗い表情を浮かべる。

　黄金の少女が何を行おうとしているのかを、理解しているが故に。

「サラ。イギリスに連絡して、あれの手配を」

　自分が何を言おうと、主は歩みを止めることはない。

　痛いほどにわかっている事実に、サラは複雑な心境を抱えながらも了承の旨を伝えた。

　だが、リーリスから伝えられた用件はそれで終わりではなかった。

「それと──」

　執事の少女は、主が告げた次の句に顔を強こわ張ばらせる。

「ドクターグラナリーとの面会の手はずを整えて貰もらえるかしら」

「…………本当に宜よろしいのですか？」

「構わないわ。打てる手は打っておくべきだもの」

「承知しました」

　容易なことではない──が、主の命は絶対だ。

　絶対ではあるが、その命がリーリスにとって大きなリスクを孕はらんでいることを、サラは理解している。

　機関の知るところとなれば、彼女一人の問題ではない。

　たとえリーリスが《特別エクセプシヨン》であろうとも。

　黄金の少女が口にした名は、《黎明の星紋ルキフル》の研究に深く関わる人物でありながら幽閉中の身であり──《装鋼の技師エクイプメント・スミス》と呼ばれた老人へと内通していた、裏切り者なのだから。






■第三章『あたしが護まもってあげるわ』









　銀の閃せん光こうが、瞬く間もなく懐ふところへと飛び込んでくる。

　姿勢を低くし、剣の間合いへと潜り込んだユリエが斜めに斬り上げてきた。

「くっ……!!」

　斬り上げてきたのは、俺から見て右下から──つまり、左腕に備えた《楯たて》で最も防ぎづらい角度からだ。

　咄とつ嗟さに体を捻ひねり、何とかガードを間に合わせる。

　ガギィッ!!　激しい衝撃と衝突音──次いで跳ね上げられる左腕。

「チェックメイトです、トール……!!」

　斬り上げた側とは別の手が、残った剣を突き出す。

（躱かわせない……!!）

　刹那の間に判断した俺は──

　躱すことを諦めた。

　腹部に鋭い切っ先がめり込んだかと思うと、刃の中程までが埋まる。

「がっ、ぐぅっ……!!」

《魂》へのダメージ、その衝撃に大きく息が漏れる。

　だが、まだ終わりじゃない。

「……っ!?」

　ユリエの顔に驚きが走るのと、俺が口角を上げるのはほぼ同時だった。

　俺が全身の筋肉を締めたことで、剣を引き抜くことが出来ないのだ。

　それも、弓きゆう射しやの如く拳を引くという構えを取りながらに。

　雷神の一撃ミヨルニールの原理は、溜ためる力と放つ力を拮きつ抗こうさせることにある。

　弓を引くかのような構えこそが拮抗のときで、その間は全身の筋肉が尋常じゃない力で締められる形となる。

　肉を斬らせて骨を断つ。

　雷神の一撃の特性を使い、俺はまさにその言葉を実践した。

「せやぁああああっっ!!」

　銀色の少女は避よけられぬと咄嗟に判断し、腕を交差して突き出された拳を防ごうとする。

　女の子のか細い腕──それが《超えし者イクシード》であろうと、雷神の一撃の威力はその程度で防ぎきることなど出来るはずもない。

　だからこそ拳をすんでのところで止めるも、付随して発生する衝撃波がユリエの小柄な体を吹き飛ばした。

「大丈夫か、ユリエ」

「これで二勝一敗ですね」

　俺の手を借りて立ち上がると、ユリエは自らの敗北を認めた。

　あの雨の日の闘いから今日で二週間──

　三戦目にして、俺はようやく勝利を手にすることが出来た。

「ですが、最後のあれは頂けません。あの状況で雷神の一撃ミヨルニールを放つ選択をしたのは流石さすがですが、私の武器が《焔牙ブレイズ》でなければ命を落としていたかもしれません」

「う……」

「とはいえ、負けは負けです。おめでとうございます、トール」

「ありがとな、ユリエ。また来週もよろしく頼む」

「ヤー。……次は負けません」

　俺の刻いのちを奪う──そこに躊躇ためらいはあれど、決して手を緩めるつもりはないという意志を示される。

「まあ、ほとんど引き分けみたいなものだったけどな」

　最後の一撃によって《魂》へ受けたダメージは大きく、気を抜けば意識を失いそうだ。

（いくら《焔牙》では命を落とさないとはいえ、今後は相打ち狙いはやめないとだな……）

　と考え込んでいたところで、ユリエが眉根を寄せている様に気付く。

「ユリエ？　…………っ、もしかして最後ので怪け我がを!?」

「ナイ、そうではありません。トールが負けた場合は刻ときを失うというのに、私が負けた場合は何もペナルティが無いというのは不公平に思えまして」

「いや、ユリエは俺のために闘ってくれてるわけで、別に負けたからってペナルティとか気にしなくても……」

　が、銀色の少女は首を横に振る。

「私もトールと同じリスクを背負うことにします」

「俺と同じ？」

「今から丸一日何もせず、過ごすことにします」

　こくりと頷うなずき、宣言する銀色の少女。

「何もしないって──メシは？」

「食べません」

「いや、それじゃ体を悪くするだろ」

「毎日ならともかく、週末に一日食べないくらいなら大丈夫です」

「大丈夫って言われても、心配だからやめてくれ……」

　俺の困った表情を見て、同じくユリエも困った表情を浮かべる。

「体に悪くなさそうなリスクにしてくれると、俺としては嬉うれしい──って言うか、そうしてくれ」

「わかりました……」

　口元に手を当て、真剣な表情でユリエは悩む。

「決めました」

「いや、俺に内容を話してからな？」

「ヤー。ですがこれならトールも納得がいくかと」

　自信満々のようで、ユリエはぐっと両手を握りつつ案を口にする。

「今日一日、トールとのお話しを禁止します」

　……妙に可愛かわいいらしいリスクだった。

　その後、夜を迎えてみんなと食事を摂とっているときのこと──

「ユリエ、醤しよう油ゆ取ってくれないか」

　こくこく。

　ユリエは頷うなずき、醤油を手渡してくれる。

「ありがとな。あ、ユリエも使うか？」

　ふるふる。

　ユリエは首を振り、必要無いとの意志を見せる。

「……えっと──喉でも痛くしたの、ユリエちゃん？」

「ナイ。特に問題ありません」

「そ、そっか。それならいいんだけど……」

　俺とユリエの間で不自然な会話が交わされ、みやびにツッコまれる。

　……まあ、俺がみやびの立場でもツッコんだだろう。

　やがて食事が終わり、みんなと三十分ほど雑談をしたところで俺は席を立つ。

「さて、と……そろそろトレーニングルームへ行ってくるかな。ユリエも行くか？」

　こくこく。

　頷いて、ユリエは俺の後をついて来る。

　そんな俺たちを、いったい何があったのかとみやびは目を丸くして見ていた。

　……まあ、気持ちはわかる。




　それから二時間ほど体を動かしユリエとともに部屋へ戻ってくると、何な故ぜか俺のベッドの上のタオルケットが不自然に盛り上がっていた。

　怪し過ぎると思って観察すると、タオルケットの端から耳がにょっきり飛び出ている。

　……うさぎの耳が。

「人のベッドで何をしてるんだ、月つき見み──っ!!」

　バサァッとタオルケットを剥はぎ取とりつつ叫び──

　吹き出した。

「ぶふぅっ!?　はっ、ははっ、裸ぁ──っ!?」

　肌色率ＭＡＸの腹黒うさぎは、潤んだ瞳をこちらに向けて言う。

「九ここの重えくん……優しくしてね……」

「バカなことを言ってないで服を着ろ────っ!!」

　慌てて肌色部分へ目掛け、剥はぎ取とったタオルケットを投げつけた。

「ってなわけでだ」

　ベッド端にどっかと座り、月つき見みは話し始めようとする。

「服を着ろ」

「着てるだろ」

「タオルケットを羽織っただけのどこが着衣だって言うんだ!!」

「いいから話をさせろよ」

「させないのはあんただろうが!!」

　怒鳴り散らすも、聞く耳持たずとばかりに月見は余よ所そ見みをしながら足を組み直す。

　性格はあれだがプロポーションはかなりのものを持っているだけあって、思わず視線が動いてしまう。

　が、その反応を見逃すほど月見は甘くなかった──と言うか、狙ってやったのだろう。













「ほれほれ♪　気になるか？　気になるよなぁー？」

　明らかにからかうことを目的として再び足を組み直し、そこから更に組み直され、俺は目のやりどころに困ってしまう。

「……何かご用でしたら、早く言って下さい」

　そんな俺を庇かばうようにし、ユリエは怒りの気配を漂わせて間に立つ。

「くはっ、わかったわかった。ちょっとしたジョークじゃねーか。そんなこえーツラすんなっての」

　月つき見みは足を組むのをやめ、不敵な笑みを浮かべながら告げた。

「アタシはおめーらへのメッセンジャーさ。……理事長のお嬢ちゃんからのな」

「「……っ!!」」

　俺とユリエは同時に息を呑のむ。

《魔女デアボリカ》の試練が行われるのだと、即座に悟ったからだ。










　翌朝早く、俺たちは指定された時間に理事長室へと足を運んでいた。

　理事長室の分厚い扉をノックすると、三み國くに先生が中から開けてくれる。

　室内に月見の姿は無く、この場にいるのは俺とユリエ、理事長と三國先生の四人だ。

「ご機嫌よう、《異能イレギユラー》九ここの重え透とお流る。そして《醒なる者エル・アウエイク》ユリエ＝シグトゥーナ」

　大きな机を間に挟み、俺は昊こう陵りよう学がく園えんを支配する小さな少女を──《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》九十九つくも朔さく夜やの顔を睨にらむように立つ。

「ここのところ、随分と熱心に手合わせをしていると耳にしましたわ。怪け我がの影響も無く何よりといったところですわね」

「……ええ、おかげさまで。今さらだけど、《焔牙ブレイズ》の使用許可を出してくれたことを感謝しますよ」

「互いに利するところの大きい求めですもの。許可を出さぬ理由こそありませんわ」

　限定的ではあるも、死──刻ときを奪われまいとせん俺の闘い。

　窮地において生き残ろうとする意志が、《魂》をより高みに至らせる可能性を持つ。

　それこそが《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へ──

《魂》の《力》を極めた先に在ある、《終ついの領域》へ至る道へと繋つながると理事長は考えているからこそ、ユリエの申し出に許可を出したのだろう。

「さて、それでは本題に入りましょう」

「試練、か……。あんたは俺たちにどんなことを課そうって言うんですか？」

「無論、命を削るであろう何事かを、ですわ」

　そう言ってくすくすと小馬鹿にするような笑いをする少女に、少しばかり苛いら立だつ。

「璃り兎とと闘ったように、《高位階ハイレベル》の《超えし者イクシード》と手合わせを──ということも考えはしたのですけれど、それでは芸がないと言うもの……。ですので貴方あなたたちには、特殊任務に赴おもむいてもらうことにしましたの」

「……前にやった、護陵衛士エトナルクの研修みたいなことか？」

「違いますわ。今回はあるホテルの内偵を行って頂こうと思っていますのよ。……とはいえ、この話は役者が揃ってからとしましょう」

（揃そろう？　どういう意味だ？）

　俺が疑問を口にするよりも早く扉がノックされ、二人の女子が入って来た。

「はぁ……。日曜だっていうのに呼び出さないでよね、朔さく夜や……」

　早朝のためか、酷ひどくだるそうなリーリス、そして──

「失礼します。……おや、キミたちも呼ばれていたのか」

　俺たちの姿に、僅わずかに驚きを見せたのは橘たちばなだった。

「ど、どうして橘が……!?」

　理事長の目的や裏の顔を知っているリーリスなら、この場に呼ばれるのは理解出来る。

　だが橘は、試練とは無関係となる人間のはずだ。

　以前のように護陵衛士の研修ならわかるが、今回は《魔女デアボリカ》の試練という形で呼び出されているのに、どうして彼女が呼び出されたのだろうかと驚くと──

「どうしてと言われても、キミたちと同じく特殊任務ということで呼ばれたのだが？」

「なっ……!?」

　約束が違う──

　理事長へ振り返るとその言葉が飛び出しかけ、喉元でぎりぎり止まる。

「ご心配するのも無理はありませんわ、九ここの重え透とお流る。先ほどお伝えしたとおり、此こ度たびの任務は危険を伴う可能性が高くありますからね。ですが──と、二人が来たのですから、申し訳ありませんけれど最初からお話をさせて頂きますわ」

　平然と嘘うそを口にすると、黒衣の少女は任務について話し始める。

「九重透流、以下三名に命じます。貴方達には近いうちに、特殊任務に赴いて貰もらいますわ。任務の内容は──内偵調査と陽動になります」

「内偵調査に陽動ね。どういった任務なのかしら？　ついでに、プロである護陵衛士を差し置いてこのメンバーが選ばれた理由も、教えて貰えると嬉うれしいんだけど」

　俺の心情を察してくれたのだろう。

　リーリスは言外で、橘が招集された理由を理事長に問う。

「内偵先は、山梨県のとあるホテルとなりますわ。そちらはある非合法組織が背景にあり、近いうちに催し物を行うとの情報が入って来ましたの。その名は──《狂売会オークシヨン》」




《狂売会オークシヨン》──

　それは《６６６ザ・ビースト》と呼ばれる秘密結社による、競売会とのことだった。

　背景が背景だけに売りに出される品は特殊な物で、闇社会に流れた品々が集まるらしい。

　国側としては、そういった犯罪行為が自国で行われることに何かしら対策を取りたいのだが、多くの国の大物が競売会に参加するために政治的な事情で手出しをし辛づらいとのこと。

　そのため内偵を送り込み──状況次第では摘発まで持って行ければと思っているそうだ。

　俺たちの任務は違法取引の証拠を発見すること。

　発見したら、近隣に配した護陵衛士エトナルクが突入、及び制圧を行うために騒ぎを起こすというものだった。

　ホテルに入った後は自分たちで判断して動かなければならず、なかなかに難度の高い任務だと聞いているだけでも思う。




「ドーン機関にこの話が来たのは、《６６６》がただの犯罪組織ではないことに理由がありますの。それは──彼らの中には、人非ざる者が存在するからですのよ」

「人……非あらざる者!?」

「《獣ゾア》──彼らは自らをそう称しているそうです。獣の力を身に秘めた人に非ざる者であると、彼らと対たい峙じした護陵衛士が報告を上げてきています」

　三み國くに先生の補足に、リーリスが肩を竦すくめる。

「つまり、化け物と闘やり合う可能性があるってことね」

「だからこそ、《超えし者イクシード》に話が回ってきたってことか。だけど──」

「護陵衛士ではなく、学生の貴方あなた達に赴おもむいて貰もらう理由は、一言で言えば顔が知られているか否いなか、ということですの」

　前述の通り、ドーン機関──及び護陵衛士はこれまでに幾度か、《６６６》と相対しているそうだ。

　そのため、ある程度──どこまでかは不明だが──は向こうが衛士の情報を得ていると推測し、非正規である学生の俺たちに白羽の矢が立ったらしい。

「経験不足の学生とはいえ、《Ⅳレベル４》の貴方達ならば信を置けると思っての選出ですの」

「……橘たちばなは、それにリーリスもまだ《Ⅲレベル３》ですよ。そんな化け物と闘うことになるかもしれない任務に参加させるのは──」

「護陵衛士の資格は、この学園の卒業──つまり、《Ⅲ》以上の者ということですわよ」

「っ……!!」

　痛いところを突かれ、俺は言葉を失う。

　だが、今回の任務は《魔女デアボリカ》の試練でもある。

　そこに覚悟の無い者を──橘たちばなを巻き込もうとしていることは、契約違反以外のなにものでもない。

　ギリッと歯を軋きしませ、理事長を睨にらむ。

「ですが──」

　普段ならば愉たのしそうに俺を見返すであろう《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》は、特に感情を浮かべることなく言葉を続けた。

「先ほど私自身が言ったように、貴方あなた達は学生です。故に、無理をする必要はありませんし、強要するつもりもありませんわ。任務は主に《Ⅳレベル４》である貴方が行い、他三人にはサポートに入って頂くつもりですのよ」

　橘を巻き込みはしない、と黒衣の少女は言っている。

　俺一人で任務を遂行出来るのならば、という前提条件を付けて。

「……《Ⅳ》ということでしたら私もですが」

　俺と同じく言葉に含まれた意味を察した銀色の少女が、ここで口を開いた。

「残念ながら貴女はその容姿からして、内偵には向いていませんの。ですから此こ度たびの任務では、貴女はリーリス＝ブリストルと行動を共にして頂きますわ」

「あたしとこの子が……？」

「貴女はドーン機関の《三頭首ケルベロス》が一つ、ブリストル家の娘。それほどの人物であれば、《６６６ザ・ビースト》が存在を知らぬはずがありませんわ。その点を最大限に利用し、貴女にはユリエ＝シグトゥーナとともに衆目を引きつける役をお願いしたく思いますの」

「……確かに二人が揃そろって行動をすれば、人目を引かないはずはありませんが──私はどのような形でサポートに入ればいいのでしょうか？」

　唯一、現時点で役どころが不明となっている橘が、自身のことを問う。

「橘巴ともえ。貴女には九ここの重え透とお流ると行動を共にして頂きますわ。そうですわね──夫婦としてということにでもしましょうか」

「ふ……」「ふう……」「ふ……」

　まず俺、次いで橘、最後にリーリスが呟つぶやき──

「「「えぇえええええええっっ!?」」」

　直後、三つの驚きの声が重なった。










　翌週、任務に向かう俺たちは朝から出立することとなった。

　直接内偵先へ向かうのではなく、一旦新幹線で名古屋方面へ向かい、そこで服や髪型等のコーディネートをした上で用意された車で移動という流れとなる。

「それではトール、気をつけてください」

「ああ、ユリエもな」

「ふん、今回は僕が居ないのだから、十分に注意しておくんだな」

　素性を隠さず──ユリエはブリストル家の使用人としてだが──に《狂売会オークシヨン》へ参加するために現時点から別行動となるユリエとリーリス、そして任務には不参加のみやびとトラの四人が駅まで見送りに来てくれた。

「透とお流るも巴ともえもこれは任務なんだから、間違ってものめり込まないよう注意しなさいよ」

「いいなぁ、巴ちゃん。透流くんの婚約者かぁ……」

　リーリスの忠告に、みやびがため息をつく。

　結局、俺と橘たちばなは夫婦としてではなく恋人同士──それも将来を誓い合った婚約者という形で内偵先へ潜り込むこととなったのだ。

「心配無用。私と九ここの重えは良き友人なのだからな」

「その一線も、男女が一晩一緒の部屋で過ごすとなれば簡単に越えるかもしれないでしょ」

　そう、《狂売会》は二日間に渡って開催されるため、内偵調査次第ではあるが一晩をともに過ごすこととなっているのだ。

「いいなぁ、巴ちゃん。透流くんとホテルで一晩一緒に過ごすのかぁ……」

　その一言だけ切り取って聞いたら、知らない人は絶対に誤解しそうだ。

　……少なくとも俺は誤解する。

「わたしも《Ⅲレベル３》になれば、透流くんの婚約者役が出来るのかな？　……うん、きっと出来るよね。頑張らないと……！」

　みやびは自己完結して気合いを入れているが、そもそも今回と同じような任務が今後あるかどうかは当然の如く不明だ。

（まあ、あえてツッコむ必要は無い、か……？）

　動機が俺にあるのは複雑──悪い意味ではないにせよ──だが、せっかく気合いを入れてるところへ水を差す理由も無いだろう。……多分。

「さて、そろそろ時間だ。行くとしようか、九重」

「ああ。それじゃあ行ってくる」

　みんなに告げ、俺たちは改札を抜けようとし──

「あっ……！」

　みやびが声をあげ、足を止める。

「と、透流くん……。これを……」

　言いながら、みやびはポケットから何かを取り出した。

　お守りだ。

「先週、出掛けたときに買ってきたの。透流くん、いつも怪け我がをして帰ってくるから……だから、無事に帰ってきますようにって」

「みやび……」

　いつもという部分に苦笑が漏れるも、俺を案じてくれる気持ちは嬉うれしい。

「って、旅行安全？」

「う、うん……。旅行中の安全と、無事に帰宅出来ますようにって」

　旅行じゃなくて任務だけど、と今度はみやびが苦笑いをした後──

「行ってらっしゃい、透とお流るくん。無事に帰ってきてね」

　俺にお守りを渡そうとして、再び「あっ」と声をあげる。

　そして──

「…………」

　お守りに、キスをした。

「はい、透流くん」

「あ……あ、ああ。その……ありがとな」

　顔を真っ赤にしながら差し出してくるみやびに、俺もものすごく照れくささを感じながら受け取る。

「くっ、やるわね、みやび……。今度あたしも、何か用意しないと……」

「ふんっ。好意で用意したものと、対抗意識で用意したものとでは重みが違うということもわからないとは浅はかだな」

「……言ってくれるじゃない」

　何な故ぜかリーリスとトラの場外戦が始まり、俺は慌てて仲裁へと入る羽目になった。




「ところで九ここの重え。一つ今から行っておきたいことがあるのだが……」

　新幹線で移動中、橘たちばなが任務についての提案をしてくる。

「今回の任務で、キミと私は偽名を名乗ることになるわけだが、そのことで少々な」

　橘の言うとおり、俺たちは身分を偽ってホテルへと入り込む手はずになっている。

　万が一にでも身元がバレないようにという、基本中の基本だ。

「思うのだが、今の内から名前で呼び合うようにしておくのはどうだろうか」

「あ、確かにな」

　実は今回の任務において、偽名を使うのは苗みよう字じだけとなっている。

　理由としては、名前で呼び合った方が婚約者という近しい存在だと思わせやすい、ということ──そして呼び合う名前だけでも本名の方が、混乱しないで済むだろうという配慮によってだ。

　ただし俺と橘は普段から互いに苗字で呼び合っているから、その配慮もなんだか微妙なものとなってしまったわけだが。

　ともかく、俺は橘たちばなの案に賛成する。

　ホテルに入る前から名前で呼び合っていれば、思わずいつもの調子で苗みよう字じを呼んでしまう可能性もかなり抑えられると思ったからだ。

「えっと……じゃあ、巴ともえって呼べばいいのか」

「うむ。私もキミのことは透とお流ると呼ぶとしよう。間違えて普段の呼び方をしないよう注意するのだぞ」

「ははっ、わかってるって。じゃあ改めて今回はよろしく頼むぜ、巴」

　こちらこそと返すと、橘は苦笑する。

「どうかしたのか？」

「ふふっ。キミに名前で呼ばれるというのは、なんだか妙な気分なのでな」

「入学してからずっと苗字で呼び合ってきたもんな」

　任務とはいえ、突然呼び方が変われば違和感があって当然だろう。

「まあ、慣れれば気にならなくなるかもな。実家の方では名前で呼ばれてたんだろ？」

　ここで言う実家とは、橘流の道場を指してのことだ。

　彼女の家筋が一門を率いるとはいえ、区別をするために名前で呼ばれていたのではと訊きいてみると──

「確かにそのとおりだが……ど、同世代の男子に名で呼ばれるのは初めてのことでな。なんというか、少々むず痒がゆい感じが──そ、そこで笑うな、九ここの重え！」

「名前」

「う……。そ、そこで笑うな、透流」

　僅わずかに口先を尖とがらせ、橘は改めて苦情を口にする。

「悪い悪い、なんか意外でさ。巴はそういうのを気にしない性格だと思ってたからな」

「わ、私もそう思っていたのだが……」

　意外なところで自分を発見したということか。

「まあ、ホテルに着く夕方までには慣れておいてくれよ、巴」

「わ、わかっている」

　ちょっぴり憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべる橘に、俺は意識的に名前を呼んで慣れさせておこうと思うのだった。

「……巴」

「な、なんだ、透流？」

「いや、呼んだだけ」

「用が無いなら無闇に呼ばないでもらいたいのだが……」

「少しでも慣れてもらった方がいいと思ってさ」

「それはそうだが……」

　納得出来ないが、するしかない。

　そんな表情を浮かべながら、橘たちばなはため息をつく。

「巴ともえ」

「な、なんだ？」

「いや、呼んだだけ」

「……キミが妙に楽しそうに見えるのは私の気のせいか？」

　少しばかり──と言ったら怒られそうなので黙っておく。

　その後、同じやり取りを三回ほど繰り返したところで、いい加減にしたまえと怒られてしまったのだった。




「あと十分ほどで到着します」

　ドーン機関から派遣された運転手から声を掛けられ、俺と橘の間で緊張が走る。

　夕刻──

　俺と橘は車上の人となっていた。

　黒塗りの如い何かにも高そうな車はシートの座り心地が良く、そのことに逆に居心地の悪さを感じていたのも初めのうちだけで、数時間も乗っているうちに気にならなくなった。

　服装や髪型をコーディネートして普段とは大きく雰囲気が変わった俺たちは、任務中に必要となる可能性が高いハンドサインについて最終確認を行っていた。

　もっとも、確認を行うのは授業をぼんやりと聞いていた俺のためで、橘自身は完璧に覚えているのだが。

「もうすぐ到着です。九ここの重えくん、橘くん、任務は重要ですが決して無理はしないように」

「はい、ありがとうございます」

「それと──こちらを九十九つくも様よりお預かりしています」

　運転しながらも、運転手が小さな箱を俺たちへと差し出して来た。

　受け取って開けると、中には一対の指輪が。

（そういえば、任務に必要だからって指のサイズを測ったっけ）

　すっかり記憶の彼方かなたに忘却していたが、婚約者なら付けているのが普通だろう。

　サイズの大きい指輪を手に取り、左手の薬指に嵌はめる。

　そして残った小さい指輪を橘へ。

「…………」

「どうしたんだ、巴？」

「い、いや、なんでもない……」

　見るからになんでもないことはないといった表情を見せ、橘は指輪を手に取った──が、嵌めることなくじっと指輪を見つめている。

「本物かどうか気になるのか？」

　ぶふっと吹き出したのは、何な故ぜか運転手だった。

「ほ、本物ですよ……」

　肩と声を震わせ、運転手が教えてくれる。

「だとさ。落とさないように注意しないとな」

「う、うむ。そうだな……」

　頷うなずくと、橘たちばなはようやく指輪を嵌はめようとしたところで──

　ガタンッと車が揺れ、指輪が俺の足下へと転がる。

「何してるんだって」

　苦笑しながら拾い、橘の手を取る。

「っ！　ここ、九ここの重え……!?」

「透とお流る」

「あ……。と、透流、その、手は……」

「動かすなよ？　また落としてシートの下にでも転がったら、見つけるの大変だぞ」

「うう、うむ……」

　車の振動のせいか、少し震える手をしっかりと支え──

　左手の薬指に、宝石のついた指輪を嵌める。

「…………」

「さっきからどうしたんだ？　緊張するのはわかるけど……」

　間もなく到着するホテルは、完全に《６６６ザ・ビースト》という組織の支配下にある。

《獣ゾア》と呼ばれる化け物を擁する組織への内偵は、どれ程の危険が待ち受けているかわからない。

「巴ともえ。何があってもお前を護まもるから、安心してくれ。この《魂》にかけて、絶対にだ」

　胸に拳を当てて宣言すると──

「「っ……!!」」

　運転手もろとも、何故か橘が吹き出した。

「そ、そうではない！　確かに任務に対する緊張は少なからずあるが──私が気になったのは、キミとこのようなことが続いたことについてだっ」

「このようなって？」

「……こ、恋人同士でするようなことがだ。先の、誕生会のときもあっただろう……」

　言われてみれば、そんなこともあったなと思い出す。

　あのときはケーキに立てたロウソクの火を一緒に吹き消して、その後にケーキカットまでしたんだったよな。

　それもハート型という、結婚式にでも使われそうなケーキを。

　そして今回は任務上、恋人同士という設定で──

　まるっきり意識していなかったが、さっきは俺が橘たちばなに指輪を嵌はめてやったりもして……。

「……………………」

　なんだか急に恥ずかしくなってきたぞ。

「へ、変なこと言い出すなよ……」

「へ、変とはどういう意味だ、ここの──透とお流る！　私がキミの恋人役では不服とでも言うのか!?」

「誰もそんなこと言ってないだろ。橘はすげー綺き麗れいだし、気が合うと思ってるし、不服なんて──肉を食わせてくれないことくらいかなと……」

「き、きれっ……ととと突然何を言い出すのだ！　そのような不ふ埒らちなことを言い出して、み、みやびやリーリスに申し訳ないと思わないのか、キミは!!」

　後半の呟つぶやきとほぼ同時、橘は顔を真っ赤にして叫び出す。

「今のは客観的な──いや俺の主観でもあるんだけど、とにかく事実を述べただけで……だ、だいたい不服かどうかを最初に言い出したのは巴ともえの方──」

「二人ともお静かに。到着しましたので、気持ちを切り替えて任務に臨んで下さい」

「「あ……」」

　運転手に諭されて前を向くと、湖こ畔はんに佇たたずむホテルが迫っていた。

　近隣に建物は無く、ホテルの周囲は高い壁で覆おおわれている。

　その壁を背に、等間隔で黒いスーツに身を包んだ男たちが立っている様は、これからここで何かがありますと宣言しているとしか思えなかった。

　ごくりと喉が鳴る。

　今夜、そして明晩と二日間に渡って《狂売会オークシヨン》が行われる会場を前にし、俺たちの表情は自然と強こわ張ばっていた。

　ほどなくして車はホテルのロビー前で止められ、運転手が外に出てドアを開けてくれる。

「巴、手を」

「……う、うむ」

　先に車外へ出ると、後から降りてくる橘へと手を差し出す。

　橘は緊張した面持ちで俺の手を取り、車を降りる。

　手を重ねたまま振り返りつつ周囲を確認すると、従業員以外の姿が多く目に入った。

《狂売会》に参加するであろう他の客もだが、それ以上に目に入るのはさっき外で見た黒服の男たちだ。

　視界に映っただけでも相当数が見て取れ、当然のことではあるが警備はかなり厳重だとわかる。

　ホテルに入ると、そこは豪ごう奢しやという言葉がそのまま当てはまる内装で、思わず気後れしそうになっていたところに──

「……お客様。本日より二日間は特別な催しが行われるため、招待状をお持ちの方のみとさせて頂いております。大変失礼ではありますが、招待状はお持ちでしょうか？」

「え、ええ。こちらでいいですね？」

　入口傍そばに立っていたホテルマンに呼び止められ、俺は懐ふところから招待状を取り出した。

　無論、本物である──はずだ。

　どういった人物かは聞かされなかったが、今回の任務の協力者が用意した本物とのことだが──それと緊張をしないこととは別問題だ。

「…………失礼しました。フロントへご案内致します」

　しばし沈黙してからの一言に、俺は──おそらく橘たちばなも、胸を撫なで下おろす。

　ほどなくして案内されたフロントでキーを受け取り、宿泊する部屋へ向かおうとしたとき──

　ホテルの中に見覚えのある顔が入って来たことに気付く。

　シックなワンピースを着た黄金色の髪イエロートパーズを持つ外国人の少女──リーリスだ。

　その後ろには、変装ということで可愛かわいらしいメイド姿をしたユリエがついてくる。

　髪をまとめたその姿は普段目にする彼女とは大きく印象が変わり、なんだか別人のように思えた。

「お客様。本日より二日間は──」

　リーリスを出迎えたホテルマンは、俺たちのときと一言一句同じ内容で話し掛ける。

「招待状？　持ってないわ」

　今回の任務において、リーリスに招待状は用意されなかった。

　突然、対立する組織の重要人物が現れる──

　そのインパクトを重視してのことだ。

　ただしリーリスの顔や名前についての情報は、ホテルマン程度の立場では知らなかったようで──

「招待状をお持ちでないのでしたら、申し訳ありませんが──」

　と断りの言葉を口にする。

「リーリス＝ブリストルが来た。支配人にそう伝えて貰もらえるかしら」

　だが黄金の少女は最後までホテルマンの言葉を聞かず、自分の用件を簡潔に言う。

「で、ですが……」

「二度は言わないわ」

　気け圧おされたホテルマンは、困惑した表情でフロントへとやってくる。

　二人のやり取りは、俺も含めてロビーに居た多くの人から注目の的となっていた。

　内容についてもだが、それ以上にリーリス＝ブリストルという美少女は、ただそこに居るだけでも人目を捉えて離さない魅力を持っているからだろう。

　また、眩まばゆい太陽を思わせる彼女とは真逆の、神秘的な雰囲気を湛たたえた銀色の髪シルバーブロンドを持つメイドの少女を連れていることも、注目をより促していたと言えよう。

　俺もまた、二人の姿に目を向けていたために注意散漫となってしまい、おかげで人にぶつかってしまう。

　ドンと肩がぶつかったことで我に返って慌てて謝罪すると、相手は「気にせんでええで」とあっさり許してくれた。

　再びリーリスたちへ視線を向けると、おそらくは支配人と思われる人物と何か話しをしている姿が見えた。




《狂売会オークシヨン》は夜──ダンスパーティーの後に開催される。

　そのダンスパーティー開始時刻までまだあるということで、俺たちはしばらく部屋で時間を潰すことにした。

　部屋に入ると、俺はベッドへと倒れ込む。

　まだ内部へ入り込むという第一関門を突破しただけだが、自分で思っている以上に緊張をしているようだ。

「ふふっ。気持ちはわからないでもないが、服にしわが付くぞ、九ここの重え」

「あ、そうだな……と、この任務が終わるまでは、お互い名前で呼び合うままにしておこうぜ。いま俺のことを九重って呼んでただろ」

「ふむ、確かに……。どうやら気を抜いてしまったのはお互い様ということだな」

「それともう一つ、これは任務とは関係無い話だけど──」

　橘たちばなが頷うなずく様を見ながら、設置された冷蔵庫の中からジュースを取り出しつつ次の話題へ。

「さっきの話だけど──不服じゃないからな」

　それは車での話についてだ。

「先ほどの話、とは？」

「く、車での話な。俺は不服に思わないって言ってるんだよ──巴ともえが恋人だってことが」

「…………」

　橘はどんな表情を浮かべたのかはわからない。

　本人に面と向かって言うのはさすがに気恥ずかしく、背中を向けてグラスにジュースを注ぎながら口にしたためだ。

「お世辞抜きで巴は綺き麗れいだと思うし、気も合うし、その上ものすごく強くて尊敬してる。これで不満を持つ方がおかしいだろ」

　肉の件についてはとりあえず置いておこう。

（……あれ？）

　何な故ぜかまったく反応がない。

　まさか居ないとか寝てるとかってオチじゃないよな、と思いつつ振り返ると──

　橘たちばなは首まで真っ赤にし、目を丸くしていた。

「「…………」」

　普段なら不ふ埒らち者とか叫んで走り去るであろう少女は、赤面したままじっと俺を見る。

　俺もまた、予想外の反応にどうしたらいいものかと視線を返したまま動けない。

「ほ、本気で言っているのか、九ここの重え……？」

「だからお世辞抜きって言っただろ。あと、透とお流るだからな」

「う、うむ、そうだったな……。だが……こ、恋人として、というのも……？」

「？　ああ。恋人っていう妙な形だけど、サポート役が巴ともえだってことに不服はない」

「は？」

「そういうことだから、頼りにしてるからよろしくな」

「…………」

　返事がない。

「巴？」

「っっ!!　そっ、そそっ、そうだな！　はははっ、そうだな、サポート役として頼りにしてくれるか、ははははっ！」

　呼び掛けると、弾はじかれたかのように突然声をあげて笑い出す橘。

「うむうむっ、私がサポートをするのだ。泥船にでも乗ったつもりでドンと行こうではないか、はははははっ！」

　沈むぞ。

　急にテンションが上がった──それもなんだか妙な方向に──橘に少しばかりの不安を覚えている中、パーティーの開始時刻が迫って来た。

　俺たちはそれぞれパーティー用の衣装に着替えるために、一旦分かれ──

　さほど間を置かず、燕えん尾び服ふくに着替えて待ち合わせ場所へ。

　橘の姿はまだ無く、壁に背を預けて会場へと向かう人を観察する。

　人種年齢性別は様々ではあるものの、本来なら俺のような学生は一生接する機会の無いであろう、所謂いわゆる上流階級に属する人たちを。

（……いや、リーリスはそっち側か。ヘリとか持ってるし）

　なんとなく忘れがちだが、トラもそうだ。

　普通の家は運転手なんて居ない。

　華やかなドレスをまとった美女、穏やかで人の良さそうな紳士、厚化粧をして真っ赤なルージュが悪目立ちした老婆、太い指に宝石のついた指輪を幾つも嵌はめた小太りの男──

　様々な人物が会場内へと入っていく。

　彼らは皆、《６６６ザ・ビースト》に少なからず縁故を持つ者だ。

（《６６６》か……）

　世界中の様々な地域で暗躍する、裏社会最大の勢力──秘密結社《６６６》。

　その発端は数百年前に遡るとされ、ドーン機関ですら全貌を把握出来ていない巨大組織。

　悪事や犯罪はもちろんのこと、必要とあらば一国すら操り歴史に介入をしてきたのだと、三み國くに先生から聞かされた。

（まさかそんな組織の催し物に、内偵調査をさせられるとはな……）

《魔女デアボリカ》の試練──

　一筋縄ではいかないとわかっていたことだが、こういった形で危険の前に立たされるとは思ってもいなかったことだ。

　とはいえ、屈するわけにはいかない。

　たとえ化け物が待ち受けていようとも、俺は任務を終えて必ず学園に戻ってやる。

　ユリエとリーリス、そして橘たちばなとともに。

「さっきの兄あんちゃんやんけ。わいや、ロビーでぶつかった。覚えてへん？」

　突然、俺の思考を遮るかのように関西弁（？）の男から話し掛けられた。

　さっきロビーでぶつかった若い男で、年齢は俺とさほど変わらないように見える。

「こんなとこでどないしたん？　会場入らんの？」

「あ、いえ……連れ──パートナーを待っているもので……」

「あー、あのべっぴんさんな。まあ気持ちはわからんでもないけど、堪忍したってやるんが男の甲か斐いし性ようっちゅーもんやで」

「は？　気持ちって……？」

　馴なれ馴なれしく俺の肩に肘を置き、まくし立てるように言う男に問う。

「さっきから怖い顔してるやん。着替えんのが長くてイライラしてるんやろーけど、女っちゅーのは準備に時間掛かるもんやで」

　怖い顔と言われ、内心でぎくりとする。

（緊張が表情に出ていたのか……）

「兄あんちゃん？」

「あ……。そ、そうですね。確かに貴方あなたの言う通りだ。ははは……」

　話を合わせつつ、苦笑いをしたとき──

「透とお流る」

　着替えを終えた橘が姿を見せた。

「っと、お邪魔したらあかんな。わいは先に入っとるさかい、気が向いたら声掛けてやー」

　意外と気が利きくのか、男はへらへら笑いながらパーティー会場へと入っていった。

　その背を見送りながら、俺は心の内で感謝を述べる。

　笑うという行為は、たとえ表面上であろうとリラックス効果をもたらす。

　さっきまで緊張によって体が硬くなっていたが、彼との会話中に笑ったおかげで少しばかり肩の力が抜けたのだ。

「今のは……？」

「ん、ロビーでぶつかった人だ。声を掛けられて、改めて謝罪された。それより──」

　手早く説明すると、俺はドレスアップした橘たちばなの姿をまじまじと見る。

「…………」

「な、何か言いたまえっ」

　見た後に、そのまま無言となったおかげで怒られてしまった。

「い、いや、その──綺き麗れいだなって……」

　黒髪の橘とは対照的な白色の華やかなドレスは楚そ々そとした雰囲気を漂わせ、容姿と相まってとてもよく似合っている。

「…………ま、またそれか。キキ、キミはボキャブルラっ……ボキャブラリーというものが少々足りないのではなないの、かっ？」

　途中で舌を噛かんだのはちょっと痛そうだ。

「えーっと……普段は凛り々りしいって感じだけど、今はぜんぜん別の印象を受けるな。その真っ白なドレスが──そうだな、ウェディングドレスっぽいせいか、清楚なお嬢様って感じがする」

「ウェッ!?」

「あ、でもドレスのおかげってわけじゃないぜ。アップにした髪型もよく似合ってるし、もともと巴ともえは美人だからな──って、言っててなんだか恥ずかしくなってきたんで、さすがにここらで勘弁してくれ」

　最後は苦笑いになってしまったが、橘の要望には応えられただろうか。

　反応はどうだろうかと目を向けると──

　橘は上気した顔を、少し俯うつむき加減にしていた。

「ほほ、褒め過ぎだ、透とお流る……」

「わ、悪い……」

　と謝るものの、照れた姿の橘は普段と違ってちょっと可愛かわいいと思う。

（もしかして橘って、褒められ慣れてないのかもな）

　武門の跡取りとして厳しく育てられたという経緯を考えれば、無い話じゃない。

「っと、いつまでもここで話してたら逆に目立つかもしれないし、そろそろ行こうぜ」

「うむ。そうだな。……で、では腕を」

　婚約者という親密な関係をさりげなく周囲にアピールした方がいいだろうと、話し合って決めた行為だ。

　頷うなずいて腕を出すと、橘たちばなはそっと手を絡めた。

　この、そっとというのがポイントだ。

　何しろ橘はスタイルがいい。

　ストレートに言えば、みやびほどじゃないにしても、リーリスとタメを張るほど胸が大きい。

　腕をしっかりと組めば、こちらとしてはいろいろ意識してしまったはずだ。

　が、橘はそっと手を絡めただけ。

　内心で安あん堵どしながら、俺は橘とともにパーティー会場へと入っていった。

　中に入ると大きくスペースが空けられていて、会場内に流れる優雅な曲に合わせて何組かの人たちがダンスを踊っている。

　壁際にはテーブル席があり、軽食が摂とれるようだ。

　その近くにはメイドが並び、時折テーブルの上に料理を運んだり、空いたグラスを片付けたりしている。

　彼女らの着ている服に中途半端な統一性があるのは、主催側の用意したメイドと来場者の連れてきたメイドがそれぞれいるためだろう。

「えーっと、やっぱ踊った方がいいのか？」

「踊らずに食事を摂っている者も多く居るようだ。このまま踊らずにいた方がボロが出ずにいいかもしれぬな」

　事前情報でダンスパーティーも行われると聞いていたため、ダンスの練習もそれなりにしてはきた。

　だがそれも所詮は付け焼き刃。

　橘の言うとおり、踊らずに済むならそれに越したことはないだろう。

「わかった。じゃあこのままで」

　と返事をしたそのとき、会場内にざわめきが起きた。

　直後、まるで波が引くかのようにそのざわめきが消えていく。

　ダンス中だった人たちですら踊ることを止やめ、何事かと視線を会場入口へ向け──言葉を失う。

　俺はかつて、似たようなことが起きた状況を知っている。

　大きく違う点は二つ。

　一つは音がすべて消えたわけじゃなく、誰もが声を発しない中でただただダンス用の曲が流れ続けている。

　もう一つは、対象となる人物だ。

　少女の髪は銀色ではなく、黄金色だった。

　赤く派手なドレスに身を包み、銀色の髪シルバーブロンドのメイドを連れ、衆目を集めるその少女こそは、リーリス＝ブリストル。

《狂売会オークシヨン》の主催となる《６６６ザ・ビースト》にとっては敵対組織と言っていい存在、ドーン機関の《三頭首ケルベロス》が血族の少女は今、会場中の注目を一身に受けていた。

　素性を知る者、知らぬ者──どちらであろうと皆が皆、華やかに着飾った黄金の少女に心を奪われ視線を向ける。

　だが、二人に臆した様子はまったくない。

　おそらくリーリスはこういった場に慣れているのだろう。

　いつものように笑みを浮かべ、余裕があるのだと見るからにわかる。

　後ろに控えるユリエは物珍しいのか、辺りを見回していた。

　人の視線は気にならずとも、豪ごう華か絢けん爛らんな会場は気になるのだろう。

　そんな銀色の少女にリーリスが何事かを告げると、ユリエは頷うなずいて壁際のメイド群に交じった。

　そしてリーリスは一礼し、会場内へと踏み入り歩を進め始める。

　情熱的な色のドレスはリーリスの黄金色の髪イエロートパーズと見事にマッチし、これ以上ないくらいに派手で人目を引く。

　かといって決して品がないわけではなく、むしろ優雅な足運びや周囲への礼といった作法など端々から彼女が一流の教育を受けているのだと伝わってくる。

　美しさと気高さを合わせ持つ大輪の華──

　そんな彼女の一挙手一投足に会場の目は釘くぎ付づけで、俺もまたその内の一人だった。

（さすがは本物のお嬢様、か……。俺たちのような付け焼き刃とは大違いだな……）

　そんなことを思いながら、俺は人だかりに囲まれたリーリスを見ていた。

　やがてその中の一人とリーリスはダンスを踊り始め、俺と橘たちばなはテーブル席について軽食を口にしながら会場内の様子を観察していた。

　それから何曲くらい流れただろうか。

　数人とのダンスで踊り疲れたのか、それとも喉を潤すためか、リーリスはダンスをやめてテーブル席の方へとやってくる。

　無論、俺たちは素知らぬフリをし、リーリスもこちらに視線を向けることなく通り過ぎる──通り過ぎようとした。

「あっ……！」

　俺たちのすぐ傍そばで、リーリスが躓つまずく。

「っ……！」

　刹那、反射的に椅子を蹴り、手を伸ばす。

　リーリスの肩へと触れて引き寄せ──俺は彼女を抱だき抱かかえた。

（よかった──って、あ……）

　ここで初めて、しまったと思う。

　俺は極力目立たないようにしなければならないというのに、衆目を集めることが役目のリーリスに接触してしまうなんて、本末転倒もいいとこだ。

「ありがとうございます。危うくお恥ずかしい姿を、皆様に見せるところでしたわ」

　俺がどうすべきかと脳内をフル回転させていると、黄金の少女は普段と違って丁寧な言葉遣いで礼を言ってくる。

「い、いえ……。お怪け我がが無くて何よりです」

　支えつつ立たせると、リーリスはドレスの端を摘みながら頭を下げる。

　ちょっとしたトラブルはあったが、リーリスが立ち去ればすぐに周囲の視線は彼女一人に戻るだろう。

　だが──

「もし、少々よろしいでしょうか？」

「え？」

　すぐに立ち去るとばかり思っていた黄金の少女はその場に留とどまり、あまつさえ俺に話し掛けてくる。

「私、リーリス＝ブリストルと申します。お名前をお聞きしてもよろしいでしょうか？」

「お、大おお滝たき透とお流るといいます」

　初対面の体ていで名乗るリーリスに、俺は動揺しつつ名乗り返す。

　傍はたから見れば、緊張しての応対に思われたかもしれない。

　俺が名乗ると、リーリスはにこりと魅惑的な笑みを浮かべて告げる。

「大滝様。先ほどはありがとうございました。宜よろしければ、私と踊っては頂けませんでしょうか？　勿もち論ろん、パートナーの方にお許しを頂ければの話ですけれど」

「え……？」

　言うまでもなく、それはダンスの申し込みだ。

（いいのか……？）

　さすがに判断が難しく、橘たちばなの顔を見る。

「……構わぬよ。無論、キミがそちらの美び姫きに心を奪われぬと、改めて指輪に誓いを立ててくれるのならばな」

　ここで断るよりも、誘いに乗った方がいいと判断したのだろう。

　橘は静かに笑うと、許可する旨を口にした。

「ああ、勿論だよ。……これで構わないか、巴ともえ？」

　頷うなずくと、俺は薬指に嵌はめた指輪に口づけをして確認を取るのだが──

（うわぁああああああ、死にたいぃいいいいいいい!!）

　演技とはいえ自身の取った行為へ、もんどり打ってから転がりたい気持ちでいっぱいに。

「ふふっ、快くご了承をして下さりありがとうございます。ですがご安心下さい。私には将来を誓い合った殿方が居りますので」

（……誰がいつ誓い合ったんだ、誰が）

　ぱちりとウインクをするリーリスに、内心でツッコミをする俺。

　一礼してからリーリスの手を取るとダンス用の広場へと歩み出て、彼女の細い腰に手を回し、曲に合わせて踊り出した。

「もしかして、さっきコケたのはこのためだったのか？」

「そうよ。せっかくのダンスパーティーなのに、巴ともえだけが透とお流ると踊るなんてずるいもの」

　小声で確認を取ると、リーリスは笑みを浮かべたまま肯定を返してくる。

「あのな……。俺たちはメシだけで、踊るつもりはなかったっての」

「あら、そうだったの。でもカップルが踊らずに食べるだけってのも結構目立つから、後で踊っておいた方がいいわよ」

　そういうものなのかと思いつつ、わかったと頷うなずく。

「ところで透流。念のために言っておくけど、変な誤解をしないでよ？」

「誤解？」

「さっきから何人かと踊ってるでしょ、あたし。本当は透流以外となんて踊りたくないけど、任務だから仕方無くってこと」

　誤解も何も、特に気にしてなかった──と言ったら怒られるだろう。

「ねえ透流。今日のあたしってどうかしら？」

「え？　ああ……えっと──そのドレス、よく似合ってるな」

　唐突に聞かれたため、ベタな感想を口にする俺。

「それだけ？　いつもと違う髪型にしてるのよ？　ただドレスが似合ってるってだけじゃなくて、もっと他の感想は無いわけ？」

「え、えーっと──大人っぽくて、変な意味じゃなく色っぽいと思う。大人の色香って言うのか？　……あ、大人って二回言ってどうするんだ、俺」

　髪型のおかげで普段はみることのないうなじが、より色っぽさを強調していると思う。

「ふふっ、七十五点ってとこかしら♪」

　とりあえず及第点は貰もらえたらしいと、リーリスの反応から見て取れる。

「さて、それじゃあしばらくの間はダンスを楽しみましょ、透流」

「楽しむって……難しいことを言わないでくれよ。こっちは緊張してて、それどころじゃないっての」

「任務の？　それともあたしと踊ることが照れくさくて？」

　逡しゆん巡じゆんした後、「……任務」と俺は答えた。

「もうっ。もう少しレディーを喜ばせる発言をしても、罰は当たらないわよ」

　他者からは見えない程度に頬ほおを膨らませ、リーリスが不満をアピールしてくる。

「それじゃあ、あたしがリラックスできる魔法を掛けてあげるわね」

「魔法？」

「透とお流るがピンチのとき、あたしが護まもってあげるわ」

　ぱちりとウインクをするリーリスに、思わず頬が緩む。

「そうか。じゃあ、頼りにさせて貰もらうかな」

「ふふっ、任せなさいって♪　さあ、ダンスを楽しむわよ」

「ああ、そうだな。……ただ、ミスするだろうからそれは勘弁してくれよ」

「ミスなんて気にしないで、体を好きに動かせばいいわ。よっぽど怪しい動きさえしなければ、あたしがついていくから」

　妙な物言いに、思わず吹き出してしまう。

「変ならわかるけど、怪しいってなんだよ」

「気にしないでって、二度も言わせないでよね。ともかく、今はダンスを楽しみましょう、旦那様♡」

　楽しそうに笑顔を向けながら、リーリスは言った。

　俺はアドバイスに従い、動きやすいように足を運ぶ。

　正直、かなり滅め茶ちや苦く茶ちやだったと思うけど、リーリスは優雅さを失わず、心底楽しそうにダンスを踊る。

　くるりくるりと互いの位置を入れ替えながら、俺たちは踊り続けた。

　敵地と言えるような場所だというのに、この後に危険の伴う任務が待ち受けているというのに──俺はそれらを忘れ、黄金の少女の言葉通りにダンスを楽しんだ。




　やがて曲が終わり黄金の少女と別れると、今度はリーリスに言われたとおり恋人役である橘たちばなとダンスを踊ることにする。

　最初は戸惑っていた橘も、踊り始めてしばらくした頃には動きとともに表情から硬さが消え、ダンスを楽しんでいたようだった。





　　　　　　◇






　三み島しまレイジ──

《６６６ザ・ビースト》の構成員である彼は憤慨した。

《狂売会オークシヨン》の出品物を目にしてしまったからである。

　子供だった。

　西洋系の少年少女と日本人の少女の計三人は麗レイ奴ドと呼ばれ、どの子供も見目麗しい。

　三人は《狂売会オークシヨン》の二日目に出品されるため、連れてこられていた。

　囚とらわれの身という一点を除けば、扱いそのものは悪くない。

　監視の目はあれど食事はしっかりと出されているし、抵抗さえしなければ暴力を振るわれることもない。

　常に監視付きではあるが、他の客と同じタイプの部屋を与えられている。

　すべては商品価値を落とさないためだ。

　三人は人でありながら、商品だった。

　帰りたい、助けて、ママ──

　それぞれの呟つぶやく声を耳にした瞬間、レイジは駆け出した。

　目指す場所は十三階の支配人室だ。

　本来ならばホテルの支配人と秘書が使うこの部屋も、今は《狂売会》のために来訪した組織の大物をもてなすために使われている。

「……《獣ゾア》が何用だ……中に入ることは……許さない……」

　支配人室に入ろうとしたレイジを、スキンヘッドの黒服が止める。

「オレぁボスに言いてぇことがあるんだよ!!」

「……認めない……」

「っせえテメーは黙ってろ！　ボス、オレの話を聞いてくれ!!　ガキを解放してやってくれよ！　人間を売り買いするなんてクソみてーなことはやめ──がはっ!!」

　分厚い扉を数度叩たたいたところで襟を後ろに引かれ、レイジは壁に叩きつけられる。

「邪魔するならテメーからぶっ倒す!!」

　レイジが怒りを露あらわにしてスキンヘッドを睨ねめ付つけたそのとき──

　扉が内側から開かれた。

「《獣》が俺に何用だ」

　扉の奥から姿を見せた男は、本来レイジが会話することなど許されない相手である。

　それもそのはず、男は《６６６ザ・ビースト》という組織の支配階級《圜冥主コキユートス》の筆頭なのだ。

　名はメドラウト──《第四圜ジユデツカ》の称号を持つ男だ。

「た、頼む！　いや、お願いします！　ガキを！　ガキどもを──」

「いいだろう」

　メドラウトは静かに頷うなずく。

「マ、マジ──いや、本当か!?」

「構わん」

　予想だにしなかった返答に、レイジの表情が驚きと喜びでいっぱいになる。

　──が、それも束つかの間まのことだった。

「……ただし、お前が俺に取り替わればの話だ」

「ど、どういう意味だ……？」

「組織のやり方に不満があるのなら、《力》を示し、頂点に立てと言っている。《力》無き者には誰一人従わん──それが《６６６ザ・ビースト》だ」

「……じゃあ、どうしたらいいんだよ」

　レイジの問いに、《第四圜ジユデツカ》の称号を持つ男は不敵な笑みを浮かべる。

「俺を倒せばいい」

　シンプルな答えにレイジはしばし目を見開いた後──

「だったら、お望みどおりにしてやらぁ!!」

　意志を固め、メドラウトへと殴り掛かった。

　だが、拳がメドラウトに届く範囲へ入るよりも早く、スキンヘッドの男が間に立ち塞がり、レイジの喉元を掴つかむ。

「──っ!!　ごっ、がふっ!?」

　めきめきと首に食い込んでくる指を外そうとレイジは暴れるも、まるで外れそうにない。

「て……め……はな、せ……」

　腕力には相当な自信があるレイジだが、男のそれは格が違った。

　そのまま五秒も放っておけば喉は潰れただろう。

「そこまでにしておけ」

　レイジを助けたのは、他ならぬメドラウトだった。

　首領の命令に、スキンヘッドの男は指から力を抜く。

　咳せき込こみながら膝を突くレイジへと、支配階級《圜冥主コキユートス》の筆頭は語る。

「組織に、世界に唾を吐くなど誰にでも出来る。だが──変革させることが出来るのは、

《力》を持つ者だけだ。変革を望むなら《力》を得ろ。《力》を示せ。さすれば《６６６》は、いずれお前の望む《力》となるだろう」

　言葉は楔くさびとなり──

　やがて楔は呪いとなる。






■第四章『キミは──大バカだ』









　パーティーが始まってから、二時間近くが過ぎた。

　俺と橘たちばなは腹八分目に食事を摂とり終えて雑談を、リーリスは幾人かと踊った後は数人に囲まれて話に花を咲かせていたのだが──

　唯一、ユリエだけは壁際で待機のままだった。

　時折、彼女を気にして話し掛ける来客の姿もあったが、適当にあしらっているようだ。

　それぞれの役目といえばそれまでだが、申し訳ないという気持ちになってしまう。

　やがてダンスパーティーは終わりを告げ、しばし時間を置いてから別のホールで《狂売会オークシヨン》を開催する旨のアナウンスがされる。

　すぐさま始まらない理由は、女性客の化粧直しを考慮してのことだろう。

　ほどなくして、着替えてきた橘とともに俺は《狂売会》のホールへと移動する。

　中は小さめではあるものの映画館を思わせるような形状で、舞台へ向かって客席が段々になっていた。

　座る場所は自由とのことで適当に──とはいえ、何かあったらすぐに動けるよう非常口に近い端の席へと腰を下ろす。

（ユリエとリーリスは……）

　そっと周囲を見回すと、それとわかる黄金色の髪イエロートパーズが目に入るも、隣に銀色の少女が座っている様子はない。

（……そういえば、ホールの入口脇でメイドさんが並んでたっけ）

　おそらく、この中に通されたのは招待客だけなのだろう。

（大丈夫だとは思うけど……）

　自分よりも強い少女のことを心配するというのも妙な話だが、ユリエは素性を偽装して参加した俺たちとは違う。

　これまで《６６６ザ・ビースト》と幾度も事を構えたことのあるドーン機関の関係者──しかもリーリスとは違って、彼女付きのメイドとして来ている。

《三頭首ケルベロス》の血族ならともかく、お付きのメイドが消息を絶ったとしても機関側としては動く理由にはならないだろう。

　たとえ《醒なる者エル・アウエイク》であろうとも、今はただのメイドの少女なのだから。

「どうした、透とお流る。そろそろ始まるようだぞ」

「あ、ああ……」

　腰を浮かせたところで呼び止められてしまう。

　トイレに行ってくると誤ご魔ま化かそうとするも、口にする前に照明が僅わずかに落ちた。

　どうやら始まるようだ。

　ここで動けば不用意に目立つことになるかもしれないと、再び腰を下ろして明るい照明のままの舞台上へ視線を向ける。

　袖から身なりのいい──ついでに言えば恰かつ幅ぷくのいい男が舞台中央に歩み出ると、客席へ向かって左右正面と三回頭を下げた。

「今こ宵よいは我らが《６６６ザ・ビースト》の主催する《狂売会オークシヨン》へご来場頂きありがとうございます。本来ならば、オーナーである私がご挨あい拶さつの時間を頂戴したいのですが──本日に限っては、私などより皆様にお顔を見せるに相応ふさわしい御お方かたがご来訪されておりますため、短くはありますが此これにてご挨拶を終わらせて頂きます」

（より相応しい……？）

　俺の疑問は、来場者の疑問でもあった。

　だが、オーナーと入れ替わりに舞台に姿を見せた人物──二メートルを越える外国人の男性を目にした途端、そこかしこからどよめきが起きる。

「メ、メドラウト様」「あれが《第四圜ジユデツカ》の──」「このような場所に来られるとは……」

（大物登場ってところか……？）

　どういった人物なのかと周囲の反応に耳を傾けていると、《６６６》の支配階級とやらの筆頭──一言で言えば、組織のボスだと判明する。

（大物の中の大物じゃないか……!?　だけどそんな大物がどうして……？）

　けれどその疑問も、周囲の声に耳を傾けているうちにある程度理解することが出来る。

《狂売会》の参加者は、多かれ少なかれ《６６６》へと関わりを持っている。

　手に入れたい物に金を出すのは当然だろうが、同時に組織へ自分の存在をアピールする場でもあるということだ。

　その上、今はメドラウトという首領が会場で見ている。

　この《狂売会》は、より深く組織と繋つながりたい者にとって、これ以上ないアピール会場ということだ。

（しかし、あの男……。組織のボスがこんな場所に姿を見せるなんて、いくらなんでも軽率過ぎやしないか？）

　よほど厳重な警備が敷かれたのか、そういうパフォーマンスを好むタイプなのか、もしくは──

（相当自分の腕に自信があるか……）

　警備やパフォーマンスについてはわからないが、立ち姿からだけでも自負心の強さが伝わってくる。

（タイミングがいいのか悪いのかわからないな……）

　いくら主催側とはいえ、まさか《６６６》の頂点に立つ人物などという大物が姿を見せるとは思いも寄らなかった。

　あまりにも想定外の大物が姿を見せたことで、俺は《狂売会オークシヨン》後に控える内偵をこのまま遂行していいものかと迷う。

　それほどの大物が来ているのであれば、警備も相応に厳しいものとなっているだろう。

　となれば内偵に失敗する可能性も比例して高まる。

　緊張しながら舞台上から目を離さずにいると、メドラウトという男は両手を上げ、どよめきを制した。

　年齢は四十くらいか。

　精気が満みち溢あふれた巨きよ躯く、漲みなぎる自負心、纏まとう雰囲気──

　人の目を引きつけてやまない圧倒的な存在感を持つあの男こそが、《６６６ザ・ビースト》の支配者なのだと心底納得が出来る。

　しんと静まり返った中、男はニッと笑みを浮かべた。

「メドラウトだ。今こ宵よいは《狂売会》へ来てくれたことを感謝する。より多くの者が、望みの物を手に出来るよう祈っている。……存分に欲望を満たせ。それにより、我らもまた欲望を満たさせてもらおう」

　言い終えると《６６６》の頂点に立つ男は、ある一点──リーリスへと視線を向けた。

「ブリストルが黄金の姫よ。我らが《狂売会》を楽しんでいってくれ。無論、気が向けば祖父への土産でも持ち帰るがいい」

　メドラウトの言葉に反応したのは、ドーン機関と《６６６》の関係を知る者たちだ。

　対立した組織の重要人物をもてなすことは勿もち論ろん、機関へ戻るまでの安全を保証すると暗に公言したことでメドラウトという男の懐ふところの広さを感じ取ることができる。

　もし自身の言葉を違えれば、世界各地に勢力圏を持つ組織の長としての信頼失墜と同義になるから、リーリスの安全は必ずや保証されるだろう。

「では──皆も楽しんでいってくれ」

　そう締めると、《第四圜ジユデツカ》メドラウトは舞台を降り──リーリスの隣の席へと座った。










「あの男メドラウトには圧倒されたな……」

《狂売会》初日を終え、部屋に戻ってくるなり大きなため息とともに橘たちばなが言う。

　同感だと答えつつ、俺はベッドの端に腰を下ろした。

「あのような男と談笑をしていたのだから、リーリスの心胆は相当なものだな」

　何を話していたかは聞こえなかったが、黄金の少女が時折笑顔を見せていた姿は俺たちの席からでも見えた。

「ホント、大物中の大物が予定外に出て来たってのにな……」

　俺がリーリスの立場だったら、動揺しすぎて怪しまれ、内偵調査がバレそうな気が。

「けど、《狂売会オークシヨン》の方はちょっと拍子抜けだったな。なんか、普通って言うか……」

　稀き少しような宝石や美術品などを競って落札する様は、何か特別なことがあったわけじゃない。

　競売というと、大声を張り上げて落札争いをするといった程度のイメージだったが、それに比べるとひどく落ち着いた感じで終始進んで行っていた。

「……どうだろうな。幾つかは明らかに違法と言える物──盗品が出ていたのだからな」

「そうなのか？　そんなこと言ってなかったけど……」

「通常の競売ならともかく、今回は裏社会での催しだ。わざわざ盗品などと公言はしないだろう」

　言われてみればそのとおりか、と思う。

　裏社会の競売で出品されているのだから、盗品であったとしても誰も気にしないというわけだ。

「しかし、よく気がついたな」

「強くなるために、空いた時間が出来ると鍛錬に充あてるキミのスタイルは好ましく思うが、もう少し新聞やニュースに──インターネットでも構わないから、目を向けた方がいい」

「ははっ、そうだな」

　頭を掻かきながら頷うなずくと、橘たちばなは何かに気がついたようで、はっと目を見開く。

「べ、別にキミのスタイルがというわけであって、キ、キミ個人に対して何か特別な想おもいを持っているわけではないからな？」

　自分の言葉に妙なフォローをした彼女だが、言いたいことはわかる。

　俺たちは互いに良き友人として、高みを目指す同志として、ときにはライバルとして認め合っているのであり、恋慕とは違う意味での好意を抱いだいている。

　だからこそ、友達感覚の距離感（物理的な意味）で接して来られて非常に困るといったことも起こるのだが。

「大丈夫だって。良き友人なんだろ、俺は」

「う、うむ……。わかって貰もらえているのなら、それでいい」

　と言って、こほんと咳せき払ばらいをする橘の頬ほおは少しばかり朱に染まっていた。

「話を戻すけど、明日の《狂売会》はもっと希レ少アな品を用意してあるって言ってたよな。どんなものを出してくるつもりなんだろうな？」

「わからぬ──が、二日目であり最終日でもある明日の方が、メインになることは確かだろう。その出品物を調査し、隠しようのない違法品を発見したら任務を次の段階に移行させねばな……」

　ここで橘は、初めて表情に不安の様相を浮かべた。

《狂売会オークシヨン》に《６６６ザ・ビースト》の首領であるメドラウトという男が現れた際、俺が思ったことと同様の心配をしているのだろう。

「まあ、やるしかないさ。むしろあいつに警備が集中して、他が薄くなって楽な任務になるかもな」

　笑いながら言うも、そんなことがあるはずないと自分でもわかっている。

　橘たちばなも合わせて笑うが、わかっていてのことだろう。

「気をつけたまえ、透とお流る」

　笑顔を消し、真剣な眼まな差ざしで言う橘へ、俺もまた真剣な眼差しで返して頷うなずいた。

　ほどなくして動きやすい服に着替えると、俺は浴室から天井裏へと身を移す。

　薄暗く埃ほこりっぽい天井裏は少しカビ臭い。

　俺は携帯ペンライトで先を照らしながら、調査を開始した。

（さて、と……。上層階へ行くには確か──）

　理事長から手渡された、協力者からの提供という館内見取り図──監視カメラの配置付き──と建築図面を脳裏に描き、移動を始める。

　配水管や配線、ダクトなどが通った天井裏は、常に這って進まなければならないくらいの空間だ。

　防災の関係上で炎や煙を遮断する構造のため、どこまででも行けるわけじゃないが、事前に図面でシミュレートしておいたおかげで、多少苦労する程度で先へ進むことが出来た。

（理事長様様ってところだな……）

　図面を手に入れられるという立場からすると、協力者はホテルの関係者なのだろう。

　そんな人物と渡りがついている理事長に、心ばかりの感謝をする。

　もっとも、俺にこの調査を命じた張本人に感謝するのは妙な気分ではあったが。




　調査を開始して──というよりも、移動を開始してから四十分ほどが過ぎた。

　今のところ成果は無い。

　天板一枚を挟んだ下に、誰か──内外のそこかしこで見た《６６６》の警備担当の黒服たちがいるかもしれないと考えると、相当慎重に移動せざるを得なかったためだ。

（もうすぐ広間か……）

　このホテルには、《狂売会》やパーティーの行われた地下の会場とはまた別に、高層階にも広間がある。

　地下ほど広くないため、《狂売会》の舞台とならなかったのだろうが──

　ホテルの館内図を見た限り、おそらくそこに様々な出品物が集められているはずだ。

　他にも何なんヶか所しよか保管専用の場所はあったが、出品物すべてを置くにはある程度以上の広さが必要だろうと目星をつけていた。

　俺の役目は、あきらかに違法な品が数多くあることを確認すること。

　確認をしたら、外への連絡を兼ねた騒ぎを起こすことの二点だ。

　騒ぎは事前に靴へ仕込んでおいた爆薬を使うことで起こすことになっている。

　そして爆発が起きた際、たまたま偶然近くで演習を行っていた護陵衛士エトナルク隊が突入してくる手はずとなっている。

　爆発を起こした後、俺たちは現場の状況に逐次対応しつつ脱出するよう命じられた。

《６６６ザ・ビースト》に属するやつらに発見される可能性が高く、護陵衛士隊の突入があるまでは自分たちの身は自分たちで護まもらなければならない。

　そういった危険の大きい任務から無事に生きて戻ることこそが、今回用意された《魔女デアボリカ》の試練というわけだ。

　となれば、必然的に《６６６》の関係者とかち合う可能性は高まる。

（見てろよ。あんたの思いどおりの──理想の結果を出してやるからな……！）

　黒衣の少女の姿を思い浮かべながら、先へ進もうとしたそのときだった。

「くそがぁっ!!」

　ガァンッ!!

　突如、天井裏まで響いてきた苛いら立だちの声と、金属製の何かがぶつかるような音。

　気付かれたか──と一瞬思うも、続く言葉ですぐに違うとわかる。

「静かにしろ。うるさくて敵わん」

「うるせーはこっちのセリフだ！　だいたいテメーはどうしてそう冷静なんだよ!?　あのガキどもを見たくせに！　麗レイ奴ドだぁ!?　結局ただの奴隷じゃねーか!!」

　奴隷──

　その単語を耳にした瞬間、どきりとする。

（いったい何を話してるんだ……？）

　情報収集も任務のうち──何より、これは聞いておかなければならないことだと告げる勘に従い、息を殺したまま耳を傾ける。

「いい加減にしろ。可哀かわい想そうだからと解放しようとでも言うのか。……お前を救ってくれた組織を裏切って」

「うっ……そ、それは……」

「そんなに納得がいかないならメドラウト様の言うとおり──」

「わかってらぁ！　オレは組織を変えてやる！　《力》を示し続けてな!!」

（《狂売会オークシヨン》で人身売買をする気か……!?）

　天板一枚を挟んで聞こえてくる会話の内容は、そうとしか思えない。

　黒服たちの話が本当なら、絶対に阻止しなければと、任務に対する気持ちがより引き締まる。

（それにしても──）

　悪事、犯罪を厭いとわない裏社会の人間の中にも、人身売買という行為に嫌悪感を示す者もいるのかと思うと妙な気持ちになる。

　憤りを露あらわにする男は、まだ染まっていないだけかもしれない。

　それでも、誰も彼もが悪事を行うことに抵抗がないわけではないのだと、心の片隅に留とどめておくことにして広間へと向かう。

　目的となる高層階の広間は、二階分の高さを持つ場所だった。

　照明が落とされて薄暗いことから、警備は扉を挟んだ外にのみ配置しているようだ。

　天井裏から広間へと降り立つと、生き物の気配を感じる。

　ただしそれは子供じゃなく、別の生き物だったのだが。

　しかもそいつは俺が気付くよりも早くこちらの存在に気づき、唸うなり声ごえをあげ始める。

　強固な檻おりに囚とらわれているそいつは、白い毛並みを持つ獣──ホワイトタイガーだ。

（こんなのまで……）

　俺の記憶が確かなら、絶滅危惧種に指定されていたはずだ。

　動物は他にも数匹居て、おそらくはそのどれもが相当な希少種なのだろう。

　それらは俺の侵入に警戒心を抱いだき、鳴き声を上げ始める。

　幸いにも外の黒服たちは動物が鳴き吠ほえることを気にしていないようで、扉が開かれる様子はない。

（俺でもわかるくらい違法な物ばかりだな……）

　広間の中に置かれた競売用の様々な品を見ながら、戻ったら橘たちばなと相談をして早い段階で作戦決行をしようと俺は考える。

（子供はどこにいるんだ……？）

　動物の鳴き声が重なる中で、耳を澄ませてみたそのとき──

「子供を探してるなら別の階だぜ」

　突如、背後から何者かの声がした。

「っ!!」

　心臓を掴つかまれたかのような思いで振り返り──

　男の姿を視界に収める。

　振り返った俺の視線は、斜め上へと向けられていた。

　一・五メートル近くの高さに積み上げられた競売品には布が掛けられ──

　声の主はその上に座し、俺を見下ろしていた。

（いつからそこへ……？　さっきは誰も居なかったはずだ……！）

　そいつは口元をマフラーで隠しているため、顔はよくわからない。

　ただ、何者かだなんてこの場においては関係なかった。

「誰だと聞いている……！」

　構えを取りながら、再度問うと──そいつの目元が笑ったように見えた。

「……そんなに大声を出していいのか？」

「っっ!!」

　反射的に口元を抑えると、男は笑った。

「ははは、なんてな。心配しなくて大丈夫だぜ。どんなに怒鳴ろうと、外には聞こえてないからな」

（聞こえてない……？）

　男の言葉は、本当だった。

　一向に扉が開く様子はないからだ。

　俺の声は扉の外へ確実に届いたであろうというのに。

「……どういうことだ」

　構えは取ったまま、警戒を怠らずに問う。

　男の真意がわからず、敵か味方かすらわからないからだ。

「ちょっとした手品マジツクってやつさ」

「ふざけるな……!!」

　大丈夫だと言われはしたが、声量を落とした声でふざけた答えに怒りを向ける。

「面白くなかったか。ちょっとした言葉遊びってやつだったんだけどよ」

　肩を竦すくめながら、男は軽い調子で言う。

（ん……？）

　ふと何かが引っかかった。

「それと、さっきも言ったように怒鳴っても大丈夫だから、無理に声を抑えなくてもいいんだぜ」

　俺が意識的に声量を落としたことを指摘する男──

　その声が、記憶の中のものと一致する。

「……もしかしてあんた、あのエセ関西弁の人か？」

「なっ!?　どうしてわかった!?」

　目を大きく見開く謎の男に、俺はその理由をストレートに言う。

「声がそのままだ」

「っく、しまった……。って、待て待て！　口調は変えてあっただろうが!?」

「変えてたも何も、あんな嘘うそくさい喋しやべり方かたが関西弁だなんて言ったら、関西の人に怒られるぞ……」

　昊こう陵りよう学がく園えんは全国から生徒が集まっている。

　当然、中には関西出身のやつも居るわけで、日々の雑談の内でそれぞれの方言を耳にしていたため、イントネーションなども含めどことなく嘘うそくささを感じていたのだ。

「ちっ、くだらない演技をするんじゃなかったぜ……」

　舌打ちし、「またあいつに叱られるな……」と男がぼやく様を見ながら考える。

（それにしても、こいつはいったい何者なんだ？）

　今の時点ではほとんど情報が無い以上、結論は出せない。

　出せないが──

「一応訊きくけど、あんたは《６６６ザ・ビースト》の関係者じゃないんだよな……？」

　なんとなくだが、敵じゃないような気がして質問する。

　そもそも関係者だったら、外の連中も呼ばれて囲まれているはずだ。

「……敵じゃないと答えたとして、お前はあっさり俺を信じるのか？　油断させるための嘘を言ってるかもしれないんだぜ？」

「っ!?　そ、それは……」

　逆に返ってきた問いについて逡しゆん巡じゆんし──

「信じる。……本当に敵なら、俺に声なんて掛けずに襲い掛かってきただろ」

　やはり自分の勘に従うことにした。

　もし襲い掛かられていたら、俺は声を上げることも出来ずに仕留められていただろう。

　よしんば倒されずとも、深ふか傷でを負っていた可能性は十分にある。

　それに手て品じなのネタはいまだわからないが、突然声を掛けられた俺がどういった反応をしようとも、外に音が漏れないようにしていたことも理由の一つに挙げられる。

「ぜんぶ罠わなだって可能性は考えないのかよ、まったく……。けど、おもしれぇな、お前」

　言葉どおり、どこか楽しんでいる口調で言いながら男は言葉を続ける。

「まあ、少なくとも俺は敵じゃない。……それだけは言っておくぜ、《異能イレギユラー》」

「なっ……!?　どうしてその呼び名を──」

　今度は俺が驚く番だった。

　学園の関係者以外、知るはずのない俺の異名。

　それを知っているということは、こいつはドーン機関に縁ある人間なのだろうか。

　だが、最後まで問うよりも早く、男は手で俺を制した。

「とりあえず場所を移そうぜ。もうすぐマジックが時間切れになるからよ」

　男は立ち上がり、この広間へ忍び込んだ天井の穴を指す。

　聞きたいことは山ほどあるが、今はこの男の言うとおりにするべきなのだろうと勘が告げていた。

「……わかった。だけど一つだけ聞かせてくれ。あんた──名は？」

「俺か？　俺の名は──」

　窓から射さし込こむ月の光を浴びながら、謎の男は名乗りを上げた。

「《煌闇の災核ダークレイ・デイザスター》──ユーゴ。顔を合わせるのは初めてでも、この名を知らないとは言わせないぜ」

　男の口元は、いまだにマフラーで隠されている。

　ただ、不思議と皮肉めいた笑みを浮かべているとわかった。

　僅わずかに間を置き、俺はユーゴと名乗った男に向かって告げる。

「…………悪いが知らないぞ」

「なにいっ!?」










「……それで──」

　ちらりと、橘たちばなはユーゴへ視線を向けて続きを口にする。

「この素性の知れぬ怪しさ満載の男を連れて、戻って来たということか」

「どこが怪しいんだ」

「すべてだ」

　男──と言っても、実年齢は俺たちの一つ二つ上だろうか。

　マフラーのおかげで表情はいまいちわかりづらいが、雰囲気的に今のこの状況を楽しんでいるような節がある。

「……お前の彼女、口が悪いぞ」

「わ、私は透とお流るの彼女ではない!!　今は任務上、そういった立場を演じているだけだ!!」

　ユーゴは半眼を俺に向けたまま、橘を指す。

「だそうだが？」

「巴ともえの言うとおりだ。あんたが怪しさ満載って部分も含めてな」

　俺も同じ立場だったらそう思うだろうなと呟つぶやくと、ユーゴは改めて俺たちの顔を見る。

「俺の名はユーゴ。《６６６ザ・ビースト》とは数百年以上にわたって敵対してきた組織──《聖庁ホーリー》に所属する《聖騎士》だ」

　橘と俺は互いの顔を見る。

　どう反応したらいい？　と互いに視線で尋たずね合う。

「待て待て。お前らの言いたいことはわかる。突然、ン百年とか騎士とか言い出したら、胡う散さん臭くさ過ぎるにも程があるからな」

　うんうんとユーゴのセルフツッコミに頷うなずく俺たち。

「だが、事実だ。まあ信じる信じないはお前らの好きにしていい」

「じゃあとりあえず信じておくけど、ユーゴはどうして《狂売会オークシヨン》に潜り込んだんだ？　やっぱり組織同士で敵対してるからなのか？」

　とりあえずかよ……と呟つぶやくと、ユーゴは首を振った。

「今回の件は俺個人の意志によるものだ。ちょっと人捜しってやつをしてるんだが、そいつが《狂売会オークシヨン》に現れるって情報を手に入れて、こうして乗り込んできたのさ」

　どんな相手を捜してるのかは気になるが、この場で訊きくことでもないだろう。

「次の質問だけど──」

　これ以上訊くのは踏み込み過ぎと考え、俺は次に問うべき事柄へ思考を移す。

「どうして俺のことを──《異能イレギユラー》って呼び名を知っていたんだ？」

「《魔女デアボリカ》とちょっとした知り合いなのさ」

　どういった知り合いなのかまでは語られずとも、理事長と知ち己きであればいろいろこちらの事情を知っている点については納得出来る。

　だが、納得出来たのは俺だけだ。

「……《魔女》、とは？」

　理事長の本性を知らない橘たちばなが、疑問点を口にした。

「お前らの理事長の裏での通り名だ。《黎明の星紋ルキフル》を世に創り出した男、《操焔の魔博ブレイズ・イノベイター》──九十九つくも月げつ心しんを継ぐ者としてな」

　幸いにもユーゴの説明はそれだけで終わり、橘もそれ以上深く訊くことはなかった。

「跡継ぎ、か……」

　代わりに、橘は誰に向けるでもなく呟く。

　橘流の跡継ぎである自分と重ねたといったところだろうか。

「ま、今回の情報源はあの《魔女》からだったんでね。情報料代わりに、可能な範囲でお前らのサポートをするってことになってるのさ」

「そうだったのか……」

　協力者というのはホテルの関係者じゃなく、ユーゴのことだったらしい。

《魔女》の試練として俺を危険地帯に送り込んだ理事長が、任務遂行がしやすくなるように人を雇うというのも何だか妙な話ではあるが。

「じゃあ次だ。さっきの広間で、どうやって声を外に漏らさないようにしたんだ？　先に言っておくけど、手品マジツクなんて誤ご魔ま化かしは無しだからな」

「ちょっとしたマジックってやつさ。……ただし手て品じなじゃなくて、魔術の方だけどな」

　再び俺と橘が顔を見合わせる。

（騎士なのに魔術？）

　口には出さずとも、同じ疑問を持っていると通じ合う。

「……お前ら、裏社会の常識をホントに何も知らないのな」

「俺たちはまだ学生だから、護陵衛士エトナルクになってから関わるようなことはほとんど教わってないんだ」

　護陵衛士エトナルクや、その任務について関わることを学ぶのは、クラス全員が卒業資格を得た三年生からの話だ。

　確かに俺たちは既に《Ⅲレベル３》で卒業資格を得ているが、知識という点についてはほとんど持ち合わせていないも同然なのだ。

「ま、論より証拠だな。ちょっとばかり、世界の真実ってやつを見せてやるか」

　そう言うなり、ユーゴはワイングラスを手に窓際まで移動する。

「よく聞いてろよ」

　言い終えるや、グラスを手離す。

　割れる──そう思ったとおりの現実が目の前で起こる。

　ただし、僅わずかな音すら立てずに。

　驚きに目を見開く俺たちへ、ユーゴは説明をし始めた。

「これが出会ったときに使った、風の精霊を使役した魔術さ。便利なんだが、長時間使ってると《６６６ザ・ビースト》の魔術セキュリティに引っかかるんでね」

「……ああ、だから時間切れって言ったのか」

　そういうことだ、と頷うなずきながらユーゴは言った。

「さて、それじゃあそろそろ俺の質問タイムでいいか？」

「その前に、囚とらわれてるっていう子供たちの場所を教えてくれ。他の階に居るってさっき言ってたよな？」

　俺の質問に、何な故ぜかユーゴは無言となり──

　しばし後、首を振った。

「……断る」

「どうしてだ!?」

「冗談を言うようなときではないだろう、ユーゴ。キミは我々に協力してくれるという話ではなかったのか？」

　俺だけじゃなく、橘たちばなも不快感をあらわにして問い掛ける。

「待て待て。お前らの子供を助けたいって気持ちは俺だってわかる──けど、いま教えたら、この後すぐに騒ぎを起こすつもりだろ？」

「当然だ。橘にはその子たちを護まもってもらって、俺は予定通りに動く」

「だよな。だったら答えは変わらずノーだ」

「……我々が納得行く理由はあるのだろうな？」

　ユーゴに詰め寄ろうとした俺を制し、橘は再び問い掛けた。

「納得か……。たぶん行かないと思うがな」

「人捜しの件か？」

「そういうことだ」

　肩を竦すくめて言うユーゴの姿に、俺はカッとなって胸ぐらを掴つかむ。

「人捜しと人助けと、どっちが大事だと思ってるんだ……！」

「……俺が──」

　俺の言葉に、ユーゴがこれまでどこか漂わせていた不真面目な雰囲気が消える。

「俺が信じる正義は、俺のこの選択を絶対に許さないだろう……。だが、それでも俺は僅わずかな可能性があるなら賭けたい……！　頼む、賭けさせてくれ！　このままじゃ同じようなことが繰り返される！　何度でも、いつまでも!!」

　この男にも譲れない何かがあるんだろう──俺に譲れない目的があるように。

　俺は今、手の届く子供を護まもりたい。

　同時に、ユーゴの思いも護りたい──そう思った。

　だから俺は、胸ぐらから手を離す。

「巴ともえ……」

「うむ。ユーゴの目的とやらも考慮に入れて、明日の作戦について話し合おう」

「お前ら……」

　驚きを浮かべた後、ユーゴは俺たちに小さく頭を下げた。




　その後、二十分ほどして明日の動きがまとまった。

　決行時刻はユーゴの目的を考慮して、《狂売会オークシヨン》の開始時刻より五分後。

　それだけあれば、ユーゴの捜している人物が《狂売会》へ来ているかどうかがわかるとのことからだ。

　ユリエと橘たちばなは事前に合流し、子供たちの部屋へ。

　騒ぎが起こった後は即座に見張りを倒し、子供たちを保護することが二人の役目になる。

　リーリスは変わらず《狂売会》へ。

　彼女が何か動きを見せると、《６６６ザ・ビースト》に警戒される度合いが高まる可能性を考慮してのことだ。

　また、ユリエたちに決行時刻を伝えるのは橘の役目となる。

　食事を摂とるために必ず訪れるレストランのある階──

　その階のトイレに暗号を残すことになっているのは、事前の取り決め通りだ。

　俺は予定通りに騒ぎを起こすということで特に変わりはなく、話はまとまる。

「さてと。作戦決定ってことで、俺は部屋に戻るとするぜ」

　ユーゴは捜している相手が見つからなかった場合、《聖騎士》としての役目──《６６６》の首領であるメドラウトを倒すとのことだった。

　また、念のためということで決行時までの接触は避けようと決めたため、実質的にユーゴとの話は今が最後となる。

「お互い、成功を祈って」

　ユーゴに向かって、ぐっと握った拳を突き出す。

「……ったく、暑苦しいな。お前は──けど、ある意味おもしれぇ」

　皮肉げな笑みを浮かべつつも、ユーゴは拳を上げてコツンとぶつけてくる。

「じゃあ頑張れよ、お二人さん」

　背を向け、部屋を去ろうとし──

「っと、そうだ。一つ、サポートをしてやるか」

　何かを思いついたらしく、踵きびすを返す。

「使わないで済むのが一番いいんだけどな」

「どういうことだ、ユーゴ？」

　俺の疑問など聞こえなかったかのように、ユーゴは再び皮肉めいた笑みを見せ──

　俺を指しながら言った。

「親に感謝しろよ。……その名を付けてくれたことにな」

　バチッと弾はじけるような音が響き──ユーゴの指先に、黒い光が生まれた。










　湯上がりで頬ほおの火ほ照てった女の子を見るのは、何だかどきどきとする。

　普段、ともに生活をしているユリエならば随分と慣れたが、他の女の子が相手となると当然それは別の話だ。

　たとえその相手と、互いに良き友人だと思っていても。

　風呂上がりの橘たちばなは寝巻き用の浴衣に袖を通し、普段の凛り々りしさとは違った色っぽさを醸し出している。

（まさに日本美人って感じだな……）

　湯に浸つかってリラックスしたせいか、作戦決行前夜の緊張はどこかへ行ってしまい、俺は僅わずかに朱が差した友人の横顔に見み惚とれながらに思う。

　そんな橘と、任務とはいえ今夜は二人きりで過ごすのかと改めて思うと、何かが起こるわけでもないというのに緊張してきて──

　ふと気付く。

（一緒？）

　視線が動く。

　寝る場所へ。

　ベッドは一つ、枕は二つ。

（いやいやいや、いくらなんでもまずいだろそれは!!）

　これまでユリエとは幾度となく一緒に寝たことはあるが、橘たちばなが相手となれば話は別だ。

　恋人役とはいえ、一緒のベッドで寝る必要はまったくない。

（イスで寝よう、そうしよう）

　というかそれしかない。

「透とお流る。そろそろ休むとしよう。明日は頑張って貰もらわねばならぬのだからな」

「あ、ああ。そうだな」

「……何をしているのだ、キミは？」

　今日はもう寝ようという流れになったのに、ベッドから離れて窓際のイスに腰を下ろした俺へ疑問符を浮かべる橘。

「いや、さすがにな……」

　ベッドへ視線を送り、察してくれと伝える。

「…………」

　沈黙──一秒、二秒、三びょ……。

「っっっ!!」

　あ、気付いた。

「わわわ、わたっ、わたっ、とお、るっ、ベ、ベッド、ひと──つ!?」

　大変パニックに陥っておられるようだ。

「……わかってる。だから俺はこっちで寝るから」

「っ！　そ、それはダメだ！　そのような場所で眠り、明日に疲れを残してはならぬ!!」

「じゃあ床で──」

「言ごん語ご道どう断だんだっ!!　キミはベッドで休み、英気を養いたまえ！　私がイスで寝る!!」

　橘らしいと言えば、橘らしい発言だ。

　だが俺としては、断固その案を受け入れるわけにはいかない。

「……それこそ言語道断だっての。女の子をイスや床で寝かせて、自分だけベッドで休めるわけないだろ」

「こ、このような状況で、女扱いをしないでもらいたい……！」

　任務──それも、子供を助け出さなければならないと考えれば、橘の言ってることも当然だ。

　だけどそれでも──

「ダメだ。どうしても巴ともえが床やイスで寝るって言うなら、俺もそうする。そうじゃないと、明日の決行に気分が悪いまま臨まなくちゃならなくなるからな」

「き、気分などと言っている場合か……」

　そうは言うも、精神的なものが影響することについての重要さを橘はよくわかっている。

　だからこそ、これ以上は強く言いい辛づらいのだろう。

「まあ安心してくれよ。こう見えても──」

　固い床で寝るのは慣れている。

　昊こう陵りよう学がく園えんに入学する前──王おう城ぎさんと別れてから雷神の一撃ミヨルニールを習得するまでの間、俺は長期に渡って山に籠もったことがあった。

　その間は寝袋にテントと、決して寝心地のいいものじゃなかったのだ。

　それと比べれば、柔らかい絨じゆう毯たんの上は断然マシと言える。

　──それらを掻かい摘つまんで伝えようとしたのだが。

「で、では……私がベッドで寝れば、キミもベッドで寝るのだな？」

「……………………はい？」

　赤面しつつ出された案に、俺は間抜けな返事をしてしまった。




「……と、透とお流る。端に寄り過ぎると落ちるぞ」

「そ、そうだな……」

　ギシッとベッドを揺らし、端っこから少しだけ中央に体を動かす。

　消灯してベッドに入ったまではよかった──本当はこの時点でよくないんだが──ものの、俺たちは互いに緊張してなかなか寝付けなかった。

　どきどきと、普段よりもあきらかに鼓動が速い。

「と、巴ともえ。早く寝ないと明日に支障が出るぞ……」

「そ、それは透流も同じだろう」

　授業があるわけじゃないから、多少夜更かししても大丈夫と言えば大丈夫なのだが。

　と言っても、この動どう悸きが治まらない以上は寝られそうにない。

「なあ、巴。その……し、しばらく話に付き合って貰もらっていいか？」

「う、うむ。構わないが……」

　一緒のベッドで寝ていることを、意識しているからよくない気がする。

　何か適当に話をしていれば、そのうち眠気も出てくるだろう。

「えーっと……」

　振る話題についてしばし悩み、一番の共通点──学校のことについて話すことにした。

　訓練のことや授業のこと、互いの《絆双刃デユオ》についての話やクラスメイトとの日常、ときには武術の話題で会話が弾はずむ。

　いつの間にか動悸は治まっていて、少しずつ眠気がやってきた。

「……ふふっ。眠いのなら、無理に話さずとも眠って構わないぞ」

「ははっ、そうだな。じゃあそうさせてもらうか」

　小さなあくびを聞かれ、橘たちばなが静かに笑う。

　明日は相当な危険が待ち受けているはずだ。

　そうとわかっていてリラックス出来ているのは、橘たちばなとの雑談のおかげだろう。

（あ……）

　ユーゴの件や一緒に寝るといったことでドタバタしていたため、明日の件で橘に言っておかなければならないことを忘れていたのを思い出す。

「……もう少しだけいいか、巴ともえ」

　橘から肯定の返事が来て、俺は言わなければならないことを言う。

「ごめんな、巴」

「……なぜ謝るのだ」

「何があっても巴を護まもるとか偉そうに言ったくせに、明日はそれが出来そうにないからな」

　騒ぎを起こすために動く俺と、子供を助けに行くユリエと橘は別行動となる。

　行動を開始してしばらくしたら合流するという流れになってはいるが、それまではどう足あ掻がこうと俺が彼女を護ることは出来ない。

「き、気持ちはありがたいが、私だって《Ⅲレベル３》の《超えし者イクシード》だ。それにユリエとも一緒なのだから、心配せずとも大丈夫だ」

　本心を言えば、今でも危険な状況に関わって欲しくない。

　本来なら混乱に乗じて脱出するか、来客に紛まぎれ込んで巻き込まれた体ていを装うかして、踏み込んできた護陵衛士エトナルクに上う手まく合流してもらうはずだった。

　けれどユリエ一人では子供を護りきれない状況が起こり得る可能性を考えると、橘に頼らざるを得なかったのだ。

　ただし橘は子供を護ることを最優先とし、《６６６ザ・ビースト》のやつらと闘うのはユリエに任せると約束してもらった。

　橘を危険から僅わずかでも遠ざけたかった理由は、この任務に対する認識の違いによるものだ。

　橘は今回の内偵調査を、危険がある特殊任務だと認識している。

　だが──

　この任務は《Ⅳレベル４》の俺に用意された《魔女デアボリカ》の試練だということを、俺は知っている。

　たとえ橘が《Ⅲ》であろうとも、相当な危険があると思っていい。

　むしろ《Ⅲ》では太刀打ちできない危険すら起こり得る、と思ったほうがいいだろう。

　けれども、そのことは伝えられない──伝えてはいけない。

　伝えれば、橘を巻き込んでしまう。

「俺は巴に──ユリエにも、もちろんリーリスにだって危険な目にあって欲しくない。それなのに俺はバカだから、みんなの力を借りる以外の方法が思いつかなくて、だから──」

「バカどころの騒ぎではない。キミは──大バカだ」

　俺の言葉を遮ったのは、少し怒ったような声。

　それだけじゃない。

　服の背をぎゅっと掴つかまれたかと思うと、橘たちばなは俺に身を寄せてきた。

「と、巴ともえ……？」

　背中に感じる体温と、鼻腔をくすぐる香りに、胸の鼓動が速まる。

「本当に大バカだよ、キミは……。どうしていつも自分一人で抱えようとするのだ……」

　服を握る橘の手に、力が入る。

「先ほど、私たちに危険な目にあって欲しくないと言ったな……。自分もそう思われているのだと、何な故ぜ忘れてしまうのだ」

「あ……」

　橘の言葉から、出掛けにお守りを渡してくれたみやびの姿が脳裏に浮かぶ。

　静かな室内で、怒ったような──けれどどこか哀かなしそうな橘の声だけが響く。

「皆、同じ気持ちだ。誰にも傷ついて欲しくない。だからこそ、自分に出来ることをやるのだ。大切な友のために、愛する者のために、家族のために護まもりたい……それは誰もが持つ当たり前のことなのだと、決して忘れないでくれ」

　暗闇の中で、少女の言葉は俺の心を揺さぶる。

　当たり前のこと──

　その一言が胸に突き刺さる。













　それは大切なことだ。

　かつて俺は、護まもりたいという想おもいによって命を救われたのだから。

　誰よりも護ってやりたかった、大切な人によって。

「一人では、出来ることに限界がある。だから頼ってくれ。力ではキミに及ばずとも、私にだって出来ることはあるのだから。皆で無事に帰るためにもな」

「……そう、だな……巴ともえの言うとおりだ……。みんなで帰らないと、ダメだよな……」

「透とお流る……」

「いろいろとありがとな、巴」

　頷うなずく様が背中越しに伝わってくる。

「巴、明日の子供の救出はユリエとお前に任せる。ただ──」

「ただ？」

「合流した後については、俺が巴を護るって気持ちは変わらない」

「……ふぅ。頑固だな、キミは」

　僅わずかに間を置き、少し呆あきれたような、それでもどこか楽しそうな口調で返事が来る。

「わかったよ。そのときは頼りにさせてもらうとしよう。ただし、必ずキミも一緒に帰ることを忘れないと約束してくれ」

「ああ、約束する。……ところで──」

　肩越しに、橘たちばなへ顔を向けて俺は続きを言う。

「そ、そろそろ離れて貰もらってもいいか……？」

「っっ!!　すす、すまない、突然このような真ま似ねを……!!　わ、忘れてくれ！　無論、約束は忘れないでくれ!!」

　飛とび退のくように離れると、橘はベッドの端まで転がって背を向けた。

　光がないからわからないが、橘の性格からして耳まで真っ赤になっている気がする。

　俺はしばしその背中を見つめ──そっと告げた。

「明日は頼りにしてるぜ、巴」

「う、うむ……！」

　返ってきた声は、嬉うれしそうなものだった。





　　　　　　◇






《狂売会オークシヨン》初日が終わり、用意されたスウィートルームに戻ったリーリスは湯船に浸つかり疲れを取っていた。

（まったく……。とんでもないのが出て来たわね）

　注目を集めることが役目とはいえ、まさか《圜冥主コキユートス》筆頭の《第四圜ジユデツカ》が出てくるとは、あまりにも想定外だった。

　しかも《狂売会オークシヨン》の間中、ずっとメドラウトと談笑をしていたという状況に、さすがのリーリスも精神的な疲労で体が重い。

「ふぅ……。さっぱりしたわ」

　一時間以上は浸つかり、ようやくリラックス出来たリーリスが部屋に戻ってくると──

　ユリエがベッドの上で、ちょこんと正座をしながらテレビを見ていた。

　来客の使用人に用意された部屋もあったのだが、ベッドルームが複数あるということと、何より透とお流るたちが何か動きを見せた際に対応しやすいようにと、同じ部屋に泊まることに決めたのだ。

　リーリスに背中を向ける形でテレビを観みているユリエ──

　彼女が、いまだにメイド服を着たままということにリーリスは気付く。

「まだそれを着てるわけ？」

「──っ!?」

　ビクゥッ！　リーリスが声を掛けた瞬間、ユリエは正座のポーズのまま五センチほど飛び上がった。

「……いきなり声を掛けないでください」

「悪かったわね。で、着替えないわけ？」

「……着替えます」

　と言って着替え始めるも、ユリエはちらちらとテレビへ視線を送る。

　リーリスは銀色の少女が何を観ていたのかと気になり、同じくテレビへ視線を送る。

　ホラー映画だった。

　殺人鬼によって次々と人が殺されていくといった内容で、何となくリーリスも着替え終わったユリエの隣で最後まで観てしまう。

　結構面白かった、というのがリーリスの感想だ。

「観み終わったんだし、そろそろお風呂に入ったら？」

「ヤー。そのつもりです」

　任務の内容的からしてあなたの方が大変でしたので、と透流を巡めぐって鞘さや当あてをしあう仲とは思えないユリエの発言で、リーリスが先に湯を頂いたのだ。

（透流が居ないと、そんなに噛かみついてくるわけでもないのよね）

　と考えていたところで、リーリスはふと気がついた。

　脱衣所に入る手前で、ユリエが表情を強こわ張ばらせて足を止めていることに。

　どうかしたのかと声を掛けようとし、先刻のホラー映画でシャワー中に襲われるといったシーンがあったことを黄金の少女は思い出す。

「もしかして怖いの？」

「……ナイ。そんなことありません」

　そうは言いつつも、ユリエはその場に留とどまる。

「あなたはお風呂に入らないのですか？」

「さっき入ったじゃない……。だいたい、なんであたしがあんたと一緒に入らなくちゃいけないのよ」

「メイドですので、背中を流すべきかと思いまして」

「だったらあたしが入った時点でそうしなさいって話でしょ……」

　そんなこんなで、しばしの問答を経てからユリエはようやく風呂へと入った。

（ホラー映画が怖いって、案外可愛かわいいところあるじゃない）

　今日と明日だけの側そば仕えの少女について思いながら、黄金の少女はくすくすと笑った。

　翌朝リーリスが目を覚ますと、隣の部屋で寝ていたはずのユリエの姿があり、彼女は苦笑しながらその小さな肩を揺すぶって起こしたのだった。






■第五章『効いてない、だと……？』









　二日目の夜、《狂売会オークシヨン》の開始から五分後──

　爆発音とともに、ホテルが揺れた。

　直後、耳障りな非常ベルの音が鳴り響く。

（怪け我が人にんは無し、と……）

　壁に大きく開いた風穴から下を覗のぞき込み破片が落ちた辺りに誰も居ないことを確認して安あん堵どする。

　爆破前にも誰も居ないことは確認したが、予期せぬ事故というものは多々起きるからだ。

（さてと、早くユリエたちに合流しないとな）

　俺が居るのは五階のユーゴが使っていた客室で、ユリエたちは十階に囚とらわれている子供たちを保護しているはずだ。

　合流してから屋上へ向かい、そこから脱出するという手はずとなっている。

　まずはユリエたちと合流しなければと、風穴から離れようとしたそのとき──

　バタァンッ!!　激しい音を立てて部屋のドアが開かれ、二人の黒服が銃を手に室内へ駆け込んで来た。

　ダダァンッダァンッダァンッ!!　男たちは俺の姿を目に留めるなり、問答無用で発砲してくる。

（ったく、俺が普通の客だったらどうするんだっての!!）

　心中で毒づきながら、咆さ吼けぶ。

「牙を断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　飛来した銃弾は、俺が作り出した結界の前には無力だ。

　鉛玉が絨じゆう毯たんに落ちる様を目にして黒服たちは驚き、一瞬の隙が出来たその瞬間に俺は懐ふところに潜り込んでボディブローを叩たたき込こんだ。

「きさっ──」

　壁に叩きつけられた相方の姿に、もう一人の男が怒りを口にしようとするも、俺の掌しよう底ていが顎を打ち抜く方が早い。

（まあ、少なくともこの服装じゃ客には見えないか）

　先刻吐いた自身の中の毒づきに、これまた心の中でオチをつける俺。

　今は調査用の動きやすい服で、ホテルの来客なら絶対に着そうにないものだからだ。

（よし、急ごう!!）

　部屋を飛び出し、ユリエたちの下へ──

　その思いは一秒と持たず俺の足を止めた。

「バカな……!?」

　ボディブローで廊下の壁に叩きつけた男が、ゆっくりと立ち上がったために。

　同時に、背後で顎を打ち抜いた男が、頭を振りながら片膝をついて起き上がる。

　手加減したとはいえ、常人ならどちらも立ち上がることなど不可能なダメージだ。

　そう、常人なら。

「ただ者じゃあないな、貴様……」

　俺を睨にらみ付け、ボディブローを喰くらった男が口を開く──口端が裂けながら。

　それだけじゃなく、同時に着ていた服が内側から破れて皮膚が露出していく。

　ただしその皮膚は、鱗うろこのような何かに覆おおわれていた。

　目の前で、人が人に非あらざる者へと変わっていく。

　黒服の姿が完全に人間じゃなくなるまで要した時間は、一秒くらいだろうか。

　口が裂け、長い舌がちろちろと見える姿はどことなくトカゲ──蜥蜴リザードのように見える。

「《獣ゾア》……」

　理事長から聞かされた言葉が、無意識の内に口を突く。

「ほう、その名を知っているとはな」

　姿とともに声帯も変化したらしく、蜥蜴リザードの《獣》はどこかから響くような声質で言葉を発する。

「てめぇ、よくもやってくれたな……！」

　怒声を放つのは、脳しんとうを起こしたはずの男だ。

　蜥蜴リザードと同様に、既にその姿は人じゃない。

　両手には巨大な爪、尖とがった鼻にずんぐりした体型と、こいつはモグラ──土竜モールだろうか。

　どちらにも共通して言えるのは、動物のような特徴を持ちはしているものの、それはあくまで外観の印象に過ぎない。

　あえて言うなら、動物をモチーフとした全身鎧よろいを着ているといったところか。

（昔見た特撮番組に、こんな感じのやつらが出て来たっけか……）

　直後、二人──もしくは二匹は、咆ほう吼こうをあげながら襲い掛かってきた。

　人の姿をしていたときと比べ、あきらかに速さが違う。

　蜥蜴リザードの噛かみつきを避よけ、土竜モールの爪を《楯たて》で防ぐ。

　重い一撃は、速さと同様に人のものじゃない。

（強い！　けど──強過ぎはしない!!）

　尻尾を振るう蜥蜴リザードの二撃目をかい潜り、全力で肘を叩たたき込こむ。

　メキリ……!!　肋ろつ骨こつの折れる嫌な音が鈍く響く。

「ご、ぶぅっ……」

　だらだらと唾液を零こぼしながら崩れる蜥蜴リザード。

　だが攻撃を放ったことで動きの止まった俺を狙い、土竜モールが両の爪を突き込んでくる。

「さっせるかぁ!!」

　爪が俺を貫く──そう確信していたであろう土竜モールへと、カウンターで雷鳴の疾吼ルングニールを放つ。

　一瞬で十を超える拳を体に叩き込まれ、土竜モールは吹き飛んで壁に上半身をめり込ませ、奇妙なオブジェと化した。

「ふぅ……」

　蜥蜴リザードも土竜モールも今度は起き上がってくる様子はなく、俺はひと息つく。

（人非あらざる者──《獣ゾア》、か……）

　力と速さだけで見れば、《Ⅲレベル３》の《超えし者イクシード》に匹敵するクラスだったと思う。

　こんなやつらがホテル内にあとどれ程いるのかはわからないが、急いでユリエたちと合流した方がよさそうだ。

　廊下から大量の慌ただしい足音が近づいてくる中、俺は天井裏へと移動して部屋を離れた。




　十階に移動し、ユリエと橘たちばなの二人と合流したのは爆破からしばらくしてのことだった。

「トール……！」

　そこには数人の《獣》と構成員を倒したメイド姿の銀色の少女が立っており、その近くで橘たちばなが子供を庇かばうように立っていた。

「ユリエ、橘!!　怪け我がは無いか！　子供の方は!?」

「大丈夫です、トール。誰も怪我をしていません」

　銀色の少女の返答に安あん堵どの息を吐くと、橘と子供たちの様子を窺うかがう。

　二人は西洋系の少年少女で、一人は日本人の女の子だった。

　麗レイ奴ドなどというふざけた呼び名が付けられていたように、どの子も容姿がとてもいい。

　内、西洋人の少年と日本人の女の子は、《獣ゾア》を目にした恐怖からか、大きな声をあげながら涙を流していた。

　唯一、泣いていない西洋系の女の子も、顔を青くしている。

　橘はその子に向かってたどたどしい英語──彼女は英語が苦手なのだ──で、仲間と合流したから脱出するといった旨を伝えているようだ。

「そちらの首尾はどうでしたか？」

「予定通りに大暴れした後、客室の天井をぶち抜いてから非常階段を使って来た。多少だけど混乱はさせられたと思う。それと外から騒ぎが聞こえた」

「護陵衛士エトナルクの突入が始まったということですね。では私たちは首尾どおりに──」

　屋上に出て、そこからユリエの《天翔颯ヴインドイエールズ》で脱出する──それが俺たちの作戦だ。

　ホテルの高さは四十メートルを超えるも、《天翔颯》なら怪我無く地上へ降り立つことが出来る。

　俺たちという荷物を抱えてるので距離は稼げないだろうが、それでもホテルの敷地外には出られるはずだ。

　後は近隣に設営された作戦行動本陣まで子供たちを連れていけば、任務は完了となる。

《獣》を相手にする護陵衛士たちが多少心配だが、今回の作戦には《Ⅳレベル４》の《超えし者イクシード》が数人参加しているらしいし、俺も子供たちを本陣で保護して貰もらったらすぐさまホテルに戻って来るつもりだ。

　だが──そのための第一歩から、俺たちは足を止めることとなる。

　黒服の男が一人、現れたからだ。

（武器を手にしてないってことは、《獣》か……？）

　男は俺たちに、そして子供たちの姿に気付いた様子を見せるも、特に騒ぐような素そ振ぶりもなく近付いて来る。

「ったく、ガキどもの様子を見に来たら、まさかこの騒ぎを起こしたやつがいるとはな。それも女までいるとはな……」

　どこかで聞き覚えのある声だと思うも、すぐに昨晩聞いたものだと思い出す。

《６６６ザ・ビースト》の構成員でありながら、人身売買に憤っていたあの男だ。

（闘やり辛づらいな……）

　思い出さなければよかったと思っていると、男は妙なことを言い出した。

「行けよ」

「は？」

　自身の背後に向かって親指を差す男に、こんな場だというのに目を丸くしてしまう。

「ただし男は通行止めだ」

　どうやら俺以外は通してくれるつもりのようだ。

「いいのか、そんなことして？」

「いいわけねーだろうが。《力》を示し続けて変革しなくちゃならねーってのに。……けど、気に入らねえことはやりたくねぇ。失点は別の形で取り戻してやるさ」

　悪事、犯罪を厭いとわない組織に属する者とは思えない一言だ。

（ホント、闘やり辛づらい相手だ……）

　とはいえ、行く手を塞いでいる以上は闘うしかない。

「ユリエ、橘たちばな。この子たちを連れて先に行ってくれ。すぐに追いかける」

「わかった。では我々は──」

「ナイ。その必要はありません」

　俺と橘の言葉に、ユリエが首を振る。

「すぐに終わりますので」

　ユリエは、そうですよねと言わんばかりに俺を見る。

《獣ゾア》程度に負けるはずがないとユリエは俺を信じている。

「ああ、そうだな。すぐに終わるさ」

　なればこそ、俺はその信頼に応えなければならない。

　俺は黒服へと向き直り、弓を放つかのように拳を引き絞る。

　そんな俺を見て、橘が面白いものを見たといった感じに笑う。

「ふふっ、さすがは《絆双刃デユオ》と言ったところか。大した信頼ぶりだよ」

「チッ、バカどもが……。どうやら野郎を潰さねーとわからねぇってか!!」

　対照的に黒服は吐き捨てるように言うと、変質を始めて巨きよ躯くとなっていく。

「灰色熊グリズリー──三み島しまレイジ……行くぜぇ!!」

　上げた名乗りのとおり、熊の特徴を持つ全身鎧よろいの化け物となった男は、丸太のように太い腕を振り上げて襲い掛かってきた。

「穿うち砕け──雷神の一撃ミヨルニール!!」

　灰色熊グリズリーが頭上に構えた腕を振り下ろし、俺は最強の一撃を放つ。

　決着は一瞬でついた。

　数百キロもの巨体は吹き飛び、そのまま壁にめり込んだ。

「つ、強い……強すぎる……」

　最後にそう呟つぶやき、灰色熊グリズリーを名乗った《獣ゾア》の巨きよ躯くからがくりと力が失われる。

　ユリエに向き直り、ぐっと親指を立てると、ユリエもぐっと親指を立てた。

　そんな俺たちを見て、橘たちばながくすりと笑う。

　と、そのときだった。

　エレベーターや階段を使い、《６６６ザ・ビースト》の構成員が集団で姿を現す。

　黒服たちの内幾人かが銃──それも拳銃だけじゃなくマシンガンを持ってるやつもいるのを見て、咄とつ嗟さに《絶刃圏イージスデイザイアー》を発動させる。

　その判断は正しく、結界を展開させた直後にホテル内は耳をつんざくような銃撃音で溢あふれた。

「くっ……！　ユリエ、橘、予定変更だ!!　先に行ってくれ、ここは俺が食い止める!!」

　結界を維持したまま黒服たちを見据え、ユリエや橘へと指示を出す。

「ですがトールを残していくわけには……！」

「湖があるから大丈夫だ！」

　ホテルは湖こ畔はんに面した立地ということもあり、危険は伴うがダイブして飛び込むという手が使える。

　四十メートルを超える高さではあるが、今の俺なら十分耐えられるだろう。

　ここで足を止め、三人で闘えば勝てるだろう──が、銃を乱射されれば子供たちに被害が出る可能性がある。

　けれど、その必要は無くなった。

　一瞬で状況が変化する出来事が起こったのだ。

　それも、まったく予想だにしない形で。

　タンッ──

　突如、《６６６》のやつらの頭上を越えるようにして、赤く派手な大輪の華が宙空に咲いた。

「なっ……!?」

　今、この場に居るはずのない人物の姿に目を見張る。

　真っ赤なドレスに身を包んだ黄金の少女が、空を舞いながら銃を構えていた。

　引き金が引かれる。

　回数は、マシンガンを手にした男たちと同数だ。

　直後、黒服たちが苦痛の声を上げ、ガシャガシャと床にマシンガンが散らばる。

　軽い音とともに着地した少女は、呻うめく男たちなどまるで気に掛けた様子もなく俺へと顔を向けた。

「はぁい♪　お待たせ、透とお流る♡」

　手にした拳銃──《焔牙ブレイズ》ではなく本物だ──をくるんと回し、ぱちりとウインクをして笑う少女は、紛まがうかたなくリーリス＝ブリストルだった。

「リ、リーリス、どうしてここに……!?」

　殺伐とした状況にまったく合っていない笑顔のリーリスへ、俺はどうしてここに居るのかと驚きを隠せないまま疑問を投げ掛ける。

　彼女は《狂売会オークシヨン》に参加して、《６６６ザ・ビースト》の目を引きつけているはずだというのに。

「どうしてって──未来の旦那様を心配するのは、当たり前のことじゃない」

「い、いや、そうじゃなくて……」

「下は大混乱で、あたしの役目はもう終わったも同然ってわけ」

　だからこの場に来たのだと、言外で告げる黄金の少女。

　とはいえ流石さすがに着替えている余裕まではなかったらしく、動きやすいようドレススカートを裂いてスリットのようにし、すらりと伸びた足を露出させている。

「透とお流る。ここはあたしが引き受けるから、その子たちを連れて予定通りに脱出して」

「引き受けるって……」

　俺は黒服たちへと目を向ける。

　さっきリーリスが撃たなかったやつらは、次々とその姿を変質させていた。

　優に十を超える《獣ゾア》は、今の俺でも多少手こずることは明白だ。

「グルァアアアアッッ!!」

　内一匹が飛び掛かってくる。

「ここは通さないわよ！」

　黄金の少女は迎え撃つように前に出て、攻撃を躱かわすと腹部へと突き込むように蹴りを入れ──たたらを踏んだところへ拳銃を撃つ。

　三度の銃声が響き、肩や太ももに命中した。

　だが、《獣》は膝を突くことなく、唸うなり声ごえを上げながら俺たちを睨にらむ。

「見た目以上に丈夫ってわけね」

　急所を避けて撃ち込んだとはいえ、大してダメージを受けたようには見えない《獣》に黄金の少女は肩を竦すくめた。

「こいつらかなりタフだから、拳銃だと動きを止めるにはちょっと力不足だと思う」

　急所に撃ち込めば話は別だろうが、それでは命を奪うことになってしまう。

　リーリスもその気が無いから、肩や足を狙って無力化しようとしたのだろうが……。

「リーリス。俺が前に出るから、《銃ライフル》でサポートを──」

「二度も言わせないで、透流。ここはあたしに任せて頂戴」

「無む茶ちやを言うな！　いくらリーリスとはいえ、こいつらは並大抵の──」

「……本当は、ね。ここへ来た理由がもう一つあるの」

　俺の言葉を遮り、黄金の少女はこちらに顔を向けることなく語り出す。

「あたし、朝からかなり苛いらついてたのよね。巴ともえが残した暗号で、子供が囚とらわれてるって情報を受け取ってから──ずっと」

　静かな声だった。

　けれどその声には、間違いなく怒りが秘められていた。

「《６６６こいつら》、気に入らないわ。子供の未来を奪おうってその魂胆が。だから──絶対に許さないわ……!!」

「それは俺も同じ思いだ。だけどこいつらは──」

「……三度目よ、透とお流る」

《獣ゾア》を見つめたまま、リーリスは普段と比べてかなり低めのトーンで告げる。

「ここはあたしだけで十分よ」

　静かに、彼女は言う。

　けれども、俺に口出しをさせない雰囲気があった。

　黄金の少女が発する気に、俺は圧おされる。

「《焔牙ブレイズ》」

《力ある言葉》に呼応し、《焔ほのお》が舞う。

「こ、これは──リーリス、お前……!?」

　リーリスを中心に吹き荒れる《焔》を目にし、俺は驚きを隠せない。

《焔》が──蒼あおかったために。

「……行って、透流。その子たちを日常に帰してあげて」

　背中を向けたまま、リーリスは俺に請う。

「……わかった。だけど絶対に無理するんじゃないぞ!!　ユリエ、橘たちばな、行くぞ!!」

　二人を促し、俺たちはそれぞれが子供を抱えて走り出した。

　階段を駆け上がり、途中で出くわした黒服や《獣》を倒し──

　屋上へ通じる扉を開く。

　その先に──二人の男が居た。

　残念ながら、どちらも敵であることは一目でわかる。

　一人はスキンヘッドの黒服、そしてもう一人は──

《圜冥主コキユートス》筆頭──《第四圜ジユデツカ》メドラウト。

　どうやら脱出しようとしていたようで、メドラウトとスキンヘッドは離陸準備の整ったヘリに乗り込もうとしていた。

「ほう、《聖騎士》が追いかけてくるには早いと思ったが、まさか《超えし者イクシード》までが潜り込んでいたとはな」

《焔牙》を見て、俺たちが何者なのかを即座に察したらしい。

「どうやら……騒ぎを起こした者のようです……上へ向かっていると……報告が……」

　無線での連絡を受けたのだろう。

　スキンヘッドの話を聞き、メドラウトは俺たちの顔を見回す。

「我々《６６６ザ・ビースト》に牙を剥むいたことを後悔させてやれ。下の奴らエトナルクどもにもな」

「……承知……しました……」

　主の命に頷うなずいた直後、スキンヘッドが宙へと大きく飛び上がった。

「みんな、離れろ!!」

　黒服の姿が、宙空で変質する。

　内側から服が裂け、これまで見たどの《獣ゾア》よりも分厚い鎧よろい皮膚が盛り上がる。

「オォオオオオオオッ!!」

　ほんの数秒前まではスキンヘッドだった男は化け物へと変わり、咆ほう吼こうとともに頭上で組んだ両手を振り下ろしてくる。

　轟ごう音おんとともに、ホテルが揺れた。

「なんて破壊力だ……」

　崩落し、階下が見えるほどの大穴を目にして俺は呟つぶやく。

《Ⅳレベル４》の俺でも、雷神の一撃ミヨルニールを使わなければこれほどの破壊は出来やしない。

　もうもうと石いし埃ぼこりが立ち込める中で、化け物は俺たちを睨ねめ付つける。

　その姿は、異様としか表現出来ない。

　体の大半は灰色がかった分厚い鎧皮膚が、顔──鼻のあった部分には角のようなものが現れている。

　それだけだったら、サイ──犀ライノセラスといった印象なのだが、体中のあちこちから白と黒のまだら模様をした毛がだらんと垂れ下がっていた。

（なんだ、あれ……？　しばらく前にどこかで見たような……）

　俺たちが見合う中、メドラウトを乗せたヘリが離陸する。

　だが、今の俺たちには少しずつ高度を増していくヘリに意識を向けている余裕は無い。

「……死……ね……」

　正体不明の《獣》は、その場から動かぬままに腕を振るう。

　無論、間合いは遠く拳が当たるような距離じゃない。だが空を貫き飛来するものがまだら模様の体毛が数本、まるで投なげ槍やりのごとく俺たち目掛けて襲い掛かってきた。

「くっ……!!」

　俺は《楯シールド》で受け止め、ユリエと橘たちばなは子供を抱えて飛とび退すさる。

　幸い誰も攻撃を喰くらわずに済むも、この状況はマズイ。

「……九ここの重え。ここは子供たちの退避を優先させるべきだ」

　橘も同じことを考えていたようだ。

　この《獣》を相手に、子供たちを護まもりながら闘うことは無理である、と。

　頷うなずいて返すと、橘たちばなはユリエに向かって告げる。

「ユリエ。ここは我々が食い止めるから、キミは子供たちを連れて本陣へ向かってくれ」

「……ヤー。出来る限り早く戻ります」

「そうして貰もらえると心強いぜ、ユリエ」

　状況を把握しているからこそ、ユリエも異を唱えない。

　今、何よりも重要なのは子供たちを危険から遠ざけることなのだから。

「……つまり、私では頼りないということか、九ここの重え？」

「い、いや、そういうわけじゃなくて──」

「薄々理解してはいたが、キミにとって私は護まもるべき対象であって、ユリエのように頼りになる者ではないのだろうな」

「た、橘！　それは──」

　昨晩の言葉が、妙な方向に取られていたのだと思って慌てるも──

「ふふっ、冗談だ。《絆双刃デユオ》として、キミに信頼されるユリエを少々羨ましく思ってね」

　橘が口角を上げる様に、がくりと力が抜ける。

　何もこんなときに冗談を言わなくても──

　とは思うが、こんなときに言えるからこそ頼もしくもある。

「悪かったよ。頼りにしてるってことでさっきの言葉は無しだ。ユリエが戻って来るまでに、あいつをぶっ倒そうぜ、橘！」

「承知した！」

　肩を並べる俺たちに背を向け、ユリエが駆け出す。

「トール、巴ともえ──ご武運を。あなたたちは、私がいいと言うまで目を閉じていてください」

　二人を両脇に抱え、一人を背負っているとは思えないほどに軽やかに駆け、ユリエは屋上から宙空へと飛び出す。

「……気でも……触れた……か……？　……む……」

　不気味な《獣ゾア》が、宙を駆けるユリエの姿を目にして僅わずかに驚きを見せる。

「……逃……さぬ……!!」

　瞬時に我に返り、腕を大きく振った。

　月夜を駆ける銀色の少女を貫かんと、六本の棘きよく槍そうが襲い掛かる。

　だが、その動きは十分に予想していた。

「させるかよ!!　《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　俺の意志により創り出された結界が、棘槍を弾はじく。

　悪意の《牙》は一本たりとも銀色の少女へ届くことはなく、ユリエは夜闇の中へと姿を消した。

「能力持ち……《高位階ハイレベル》は……久しぶりだ……楽しませてもらおう……」

「その口ぶり──《高位階ハイレベル》と闘ったことがあるようだが？」

　警戒を決して緩めず、橘たちばなが訊きく。

「二度……なかなかの腕だった……が、私には及ばない……上級ハイクラス──複数の《力》を宿す……《獣魔ヴイルゾア》には……!!」

「《獣魔》──複数の《力》、か……。どうりで下の者たちと違って、特徴が掴つかみづらいというわけだな。顔や体つきから考えるとサイ──犀ライノセラスなのだろうが……」

「棘とげのような体毛は、ヤマアラシ──豪猪ポーキユパインといったところだな」

　ようやく体毛のまだら模様を思い出し、元となった獣の特徴から答えを導き出す。

　そんな俺に橘は「よくわかったな、九ここの重え」と感心する。

　俺自身、こんな状況でユリエと一緒に観みている動物番組が役に立つとは、思いもしなかったが。

「さて、と。あちらさんも本気のようだし、化け物退治と行こうぜ、橘！」

「私はサポートに回りあの者を崩す！　キミはその隙を突いて雷神の一撃ミヨルニールで決めたまえ！」

　応えると同時、橘は《鉄チエ鎖イン》の先端についている雫しずく形の分銅をヒュンと回し──

「せぁっ!!」

　気合い一いつ閃せん、《獣魔》を名乗る化け物に放つ。

　ガォンッ!!　化け物は雫しずく銅どうを腕でガードし、金属同士がぶつかり合うような音が響く。

　俺は橘が雫銅を放ったと同時、化け物に向かって飛び込んでいた。

　振り回された重厚な拳が迎え撃ってくるも、頭を低くして躱かわす。

　風圧が後ろ髪を大きく揺らし、喰くらえば一撃で昏こん倒とう──いや、死に至る可能性は十分だ。

　攻撃を躱した先は俺の距離──接近戦シヨートレンジとなるや、太もも部分に上から下へと斜めに叩たたき折るようなローキックを打ち込むも──

「ぐっ……!!」

　鈍い音とともに、俺の表情が歪ゆがむ。

　見た目通り、腕だけじゃなく他の部分も相当に硬い。

　まるで岩でも蹴ったような感覚だ──

　そう感じたこの一瞬、俺の動きが止まる。

「九重っ!!」

　橘の叫びとほぼ同時にバックステップで化け物から離れ、寸前まで俺が立っていた場所に巨大な拳が振り抜かれる。

　僅わずかでも判断が遅ければやられていたかもしれない──が、無傷で回避とまではいかなかった。

　拳から僅かに遅れたタイミングで、繋つなぎ目めから生えた棘きよく槍そうが拳と同じコースを走る。

　間合いは拳より広く、そのために俺は避よけきれない。

　鋭い切っ先が肩を斬り裂き、鮮血が飛び散る。

「くっ、思った以上にリーチがあるな……！」

　ここで攻守が入れ替わる。

　拳を振り終わると同時に、化け物は棘きよく槍そうを放っていた。

《楯たて》で弾はじき落とすも、限界がある。

　一本躱かわしきれないと思った刹那の後、棘槍は《鉄チエ鎖イン》によって叩たたき落とされた。

「さすが橘たちばな、頼りになるぜ」

「怪け我がが無くて何よりだ、九ここの重え」

　一旦距離を取り、橘の隣へと肩を並べて言い──ふと気付く。

「そういえば、いつの間にかいつもの呼び方に戻ってるな」

「言われてみれば……。だが、この方がやはりしっくり来る」

「まったくだ。さて、第二ラウンドと行こうぜ、橘!!」

　叫ぶや否いなやまず俺が《獣魔ヴイルゾア》の右方向へ、僅わずかに遅れて橘が左方向へと駆ける。

　俺か、橘か──

　どちらに意識を向けるかと数瞬《獣魔》が迷ったそのとき──

　曲線を描き、雫しずく銅どうが誰も居ない方向から化け物の頭部へと叩きつけられた。

　鎧よろいのような分厚い皮膚は、さしたるダメージなぞ通さない。

　けれど僅かでも集中を途切れさせれば、俺たちが間合いを詰めるには十分だ。

　近寄らせまいとする棘槍を躱しつつ、腹部へ拳を叩き込む。

　先ほどのローと同様に、岩を叩いたような感触。

（くそっ、柔らかい部分は無いのかよ!?）

　殴った俺の拳の方が痺しびれる。

　そこへ再び拳と棘槍の二段攻撃を仕掛けて来るも、俺は躱すと同時に体を回転させ、左のバックブローを叩きつけた。

　それも蚊が刺したに等しいようで、《獣魔》は喰くらいながら拳を振り上げる。

　けれど、その拳が振り下ろされることはなかった。

　橘の《鉄鎖》が《獣魔》の太い腕に絡みつき、封じていたのだ。

「女ぁ……!!」

《獣魔》は《鉄鎖》ごと橘を引き寄せようと腕を引く。

　その動きを読んでいた橘は、コンマ一秒早く懐ふところへと飛び込んでいた。

「橘流──龍りゆう哮こうノの衝しよう!!」

　中国拳法でいう寸勁に近い技だろうか。

　橘は鎧皮膚へ触れるようにして掌てのひらを押し当て、気合いとともに力を叩き込む。

　踏みしめた足下のコンクリートは、橘を中心として一瞬でヒビが広がった。

　どこまでのダメージを与えたかはわからないが、僅わずかに《獣魔ヴイルゾア》の体が揺らぐ。

「今だ、九ここの重え!!」

「おうっ!!」

　モーションの大きい雷神の一撃ミヨルニールは、その性質上回避されやすい。

　しかし橘たちばなが作ってくれたこの瞬間は、雷神の一撃の隙を補って尚なお、余りあるものだった。

「おぉおおああああああああっっ!!」

　弓を引くような構えから、俺の持つ最強の一撃を繰り出す。

　重厚な鎧よろい皮膚──その胸元を貫き穴を穿うがつように叩たたき込こむ。

　確実に決まった。

　手応えはあった。

　それでも──《獣魔》は倒れなかった。

　僅か数メートルほど後退させたに過ぎなかった。

「そ、んな……雷神の一撃ミヨルニールが……効いてない、だと……？」

　一撃必倒──一いつ鬥とう流りゆうの理念を体現した奥義を喰くらって尚、膝を突くことすらない《獣魔》を前に、俺は茫ぼう然ぜん自じ失しつとなる。

「……なかなかの威力だ……が……この体を沈めるほどでは……ない……」

　多少はダメージがあった──が、それだけだ。

《獣魔》は表情が読み難にくいが、その笑みから余力を残していると俺にはわかった。

「九重、集中を途切れさせるな!!」

　橘の忠告が飛ぶも、今度はコンマ秒遅い。

　我に返った俺の目前に、《獣魔》の拳が迫る。

「う……あぁっ……!!」

　咄とつ嗟さにガードを上げようとするも、肉が悲鳴を上げ、骨が軋きしむ。

　日に放てる雷神の一撃、その限界となる二発目を放った弊害だ。

　ガードは間に合わず、凄すさまじい衝撃が頭部を襲い、体ごと吹き飛ばされた。

　受け身も取れず、硬いコンクリートの上を大きく二度バウンドしてダウンする。

　だが、すぐさま起き上がろうと体を起こし、膝を突くも──

　ズキィィィッ!!

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　頭全体に走った痛みに顔が歪ゆがみ、声にならない声を発する。

（ぐ、くっ……!!　マトモに、喰らっちまった……けど……）

　まだ立てる、意識はある、やられたわけじゃない。

　ズキズキと痛みを発し続ける頭の中で、必死に自分を鼓舞する。

「上だ、九重ぇ────っ!!」

　顔を歪ゆがめたまま視線を動かすと──《獣魔ヴイルゾア》は宙空へと身を躍らせていた。

「オォオオオオオオッ!!」

　両手を組み、咆ほう吼こうをあげながら鉄てつ槌ついの如く振り下ろす。

（《絶刃イージス……間に合わな……）

　咄とつ嗟さに腕を十字に交差して、《楯たて》で攻撃を受け止めるも──

「う、ぐっ……あぁあああっ!!」

　ガードごと叩たたき潰される。

　直後、轟ごう音おんと振動が再びホテルを襲い、屋上には二つめの大穴が開いた。

　崩れたコンクリートとともに階下へ落ちた俺は、石いし埃ぼこりの舞う中で膝を突きつつ立ち上がる。

　だがしかし、俺の前には《獣魔》が棘きよく槍そうを持ちながら逆手に立っていて──

「《異能イレギユラー》……か……。大したことは……無かったな……」

　化け物は棘槍をゆっくりと振りかぶり、鋭い切っ先で俺を串刺しにしようとする。

　瞬刻の後、空を切り裂いたのは──気迫の籠もる声だった。

「橘たちばな流──蛛しゆ縛ばくノの陣じん!!」

　飛来した《鉄チエ鎖イン》が、《獣魔》の全身に巻き付く。

　穴の縁に立った橘が、化け物の動きを封じるために技を放ったのだ。

「た、ちば……な……」

「ふふっ、我が友を手に掛けさせるわけにはいかぬのでな」

「バ、カ……逃げろ……。お前、じゃ……」

　息も絶え絶えに言うも、俺の意見に従う気はないと橘は首を横に振る。

「キミこそバカなことを言うな。確かに私ではこの者を倒すのは難しいだろうが、ユリエが戻って来るまでの時間稼ぎくらいは──」

「無駄だ」

　化け物が一言口にしたその瞬間──

　バヂィッ!!　突然、何かが弾はじけるような音が響く。

「あぁああああああっっ!!」

　ほぼ同時に橘が悲鳴をあげ、その体がびくんっと跳ねる。

　悲鳴が数秒続いた後、橘の体はぐらりと揺れ──力無く穴の下へと落下した。

「橘────っ!!」

（な、何が……何が起こった……!?）

《獣魔》の動きは封じられていたはずだ。

　棘槍を放ったわけでもないのに何な故ぜだと、驚きと戸惑いを覚えている俺に──

「奥の手とは……こういうときに……使うのだ……」

《獣魔ヴイルゾア》は、腕を振るった。

　咄とつ嗟さに飛とび退すさり、再び豪腕の一撃を食らうことは免れる。

　けれども最初の攻防と同様に、ワンテンポ遅れて俺に襲い来る黒い影があった。

「二度も同じ手を喰くらうか!!」

　二撃目は《楯たて》で防いだ──はずだった。

　だが、防いだ瞬間に黒い影はしゅるりと俺の腕へ《楯》ごと巻き付く。

（こ、れは──）

　ぬらりと黒光りするそれは、あきらかに棘きよく槍そうとは違う何かだった。

　どこかで見覚えがある何かだ。

（魚の……尾びれ……？）

　そう、魚類が持っている尾びれだと認識した直後──

　バヂィッ!!　橘たちばなが悲鳴をあげたときと同様、何かが弾はじけるような音がすると同時に、心臓が大きく跳ねた。

「っぐ、ぅぅううあああああああああっっ!!」

　心臓だけじゃない。

　全身──脳天から足の指先まで、余すところなくすべて同時に鈍器で殴られたかのような衝撃が俺を襲う。

　筋肉が引きつり、視界に火花が散り、無む理り矢や理り苦痛の声をあげさせられ、息を吸うことが出来ない。

　数秒の後、衝撃が去り──体に力が入らず、俺は受け身も取れずに倒れ伏した。

「いま、のは……」

「電撃……。私の奥の手であり……貴様ら《超えし者イクシード》の……天敵となる……攻撃だ……」

　電撃と聞かされ、そんなバカなと思う。

　複数の《力》を宿したと自ら語ったこの《獣魔》は、豪猪ポーキユパインと犀ライノセラスの──

（っっ!!　複数……!?）

「ようやく……気がついた……か……。そう……豪猪と犀──そして……電気鰻エレクトリツクイールの《力》を持つ《獣魔》……それが私だ……」

　ようやく納得がいく。

　橘は《獣魔》の動きを封じた際に、こいつの持つ電気鰻の尾に《鉄チエ鎖イン》が触れてしまっていたのだ。

　電撃は《鉄鎖》を──《魂》を直接攻撃したということになる。

　まさか破壊ではなく、こういった形で《焔牙ブレイズ》の弱点を突かれるとは思いもしなかった。

「私の電撃は元の《力》の十倍以上……かつて闘った《超えし者》も……皆、この手で敗れ去った……。同じ末路を……辿たどるがいい……」

　今度こそと化け物は棘きよく槍そうを振り上げる。

　だがそれを振り下ろすことは、またしても敵かなわなかった。

　ダッダァンダァンッ!!　銃声が響き、《獣魔ヴイルゾア》の体に二発、棘槍を持つ手に一発の火花が散る。

「何者……だ……」

　撃たれた際に棘槍を落とした化け物は、今俺たちが居る場所より視線を上に向けた。

　天井の崩落時に消えたか、もしくは最初から点つけてないのか、電灯の明かりが無い暗がりの奥からカッカッとヒールの音が近付いて来る。

　ほどなくして、月明かりの下に姿を現した人物は、言うまでもなく──

「約束どおり護まもりに来たわよ、透とお流る♡」

　赤いドレスを身に纏まとう《特別エクセプシヨン》な少女が、ぱちりとウインクを俺に贈る。

「リー、リス……」

「遅くなってごめんなさい。次から次へと増援が来るから、いくらあたしでもちょっとだけ時間が掛かったわ」

　くるん、と《銃ライフル》を回して悪戯いたずらそうに笑うリーリス。

「ともかく、間に合って何よりね。それと──」

　銃口を《獣魔》へと向け、リーリスは怒りを露あらわにする。

「あたしの未来の旦那様と、大切な友人をよくも傷つけてくれたわね、この化け物。死なない程度に痛い目見て貰もらうから、覚悟しなさい!!」

「リーリス……ブリストル……か……。手を出さずに……帰せという命を受けたが……先に仕掛けられた以上……我らにも体面がある……覚悟するのは……貴様だ……！」

「上等よ!!」

　口火を切ったのはリーリスだった。

　棘槍を放とうと動いた《獣魔》よりも速く引き金を引く。

　黄金の少女が放った弾丸は化け物の頭部へとヒットするが、《獣魔》は僅わずかに頭を振る程度の反応だけだった。

「あら、随分硬いみたいね」

「そのとおり……だ……貴様の《焔牙ブレイズ》が……通用すると思うな……ブリストル……」

　ダメージはほぼ無いようで、《獣魔》は改めて数本の棘槍を放つ。

　けれどそのすべてを、己に届く前に撃ち落とすリーリス。

「ぬ……う……!!」

　小さく呻うめくと、化け物は両腕を振って先刻の倍近い棘槍を放つ。

　再び、リーリスが妙技を見せる。

　飛来した棘槍を、またしてもすべて撃ち落としたのだ。

「お……のれ……!!」

　遠距離で棘きよく槍そうを放っているだけでは埒があかないと判断し、大きな足音を立てて接近戦シヨートレンジに持ち込もうとする《獣魔ヴイルゾア》。

　リーリスはその姿を見て距離を空ける──どころか、前へと踏み込んだ。

　一撃でも喰くらえば致命傷となる近距離戦を選択したのは、《銃ライフル》の威力を上げるためだろう。

　距離を空けて撃ってもさしてダメージを与えられないのは、これまでに数発当てているのにダメージの色が見えていない時点で明白だ。

　だが、距離が近ければ近いほど威力は跳ね上がる──無論、リスクも比例して。

「ルゥアアアアアアアッ!!」

　化け物が咆哮を上げ、間合いに入るリーリス。

　振り回される拳、時間差で襲い来る棘槍──

　パーティードレスという動き辛づらそうな姿で軽やかに躱かわし続けるリーリスは、《獣魔》の攻撃の合間合間を狙って引き金を引く。

「この距離でも普通にやってたらダメ、か」

　呟つぶやくや、リーリスは普段とは違う構えを──《銃》を両手で支えるようにして腰だめに構えを取る。

　そこへ棘槍が襲い掛かり、赤い何かが夜空に舞った。

「リーリス────っ!!」

　俺の絶叫が響き渡り──

　直後、爆発が起こった。

　爆発によって吹き飛ばされる大きな影──《獣魔》だ。

　リーリスは無事──先ほどと同じ構えのまま、同じ場所に佇たたずんでいた。

　何が起きたのか、瞬間的にはわからなかった。

　ただ、敵の攻撃をリーリスがぎりぎりで避よけ、髪を纏まとめていたリボンが引き裂かれたまでは見えた。

「今のは……もしかして──」

　赤いリボンが裂かれ、いつもの髪型に近い容姿となったリーリス。

　彼女は俺の呟きにも近い問い掛けに顔を向け、にこりと笑って言った。

「《撃射承・榴フエイスピアースＩ》──あたしの新しい《力》よ」

　やっぱりそうか、と納得する。

　殿しんがりとして残った彼女が、《蒼そう焔えん》から《焔牙ブレイズ》を創り出したことを思い出したからだ。

（爆発を起こす銃弾──それがリーリスの新たな《力》……。だけど──）

　思考の先に浮かぶ疑問は、すぐさま目の前で答えが出る。

　疑問──雷神の一撃ミヨルニールで倒せなかった相手を、《撃射承・榴フエイスピアースＩ》は一発で倒せるほどの威力を持っているのか。

　答えは、否いなだ。

「……この程度で……私を倒せるとでも思ったか」

　ダメージは通った。

　けれど決して大きなものではなかった。

　こいつはどうやっても倒せないんじゃないか──

　そう思わせる不気味さを漂わせ、《獣魔ヴイルゾア》はゆっくりと立ち上がる。

「だが……このままでは時間が掛かる……」

　体術に優れるリーリスを捕らえるのは難しいと判断し、《獣魔》は攻め方をさらに変える。

「どれほどすばしこく動こうとも……これは避よけられぬ……！」

　化け物の体からほとんどの棘きよく槍そうが放たれる。

　何十発という、これまでとは比べものにならないほどの量を。

　ただしこれまでとは違い──上空へ向けて。

「──っ!!」

　その意図を俺たちが理解したと同時、宙空に放たれた棘槍は先端を反転させ──

　豪雨のようにリーリス目掛けて降り注いだ。

「ぐっ……《絶刃イージス──」

　間に合えと願いつつ、《力ある言葉》を咆さ吼けぼうとしたその刹那──

　リーリスは《銃ライフル》を頭上へ構え、咆さ吼けぶ。

「《撃射承フエイスピアース》──《郭Ⅲ》!!」

　一度だけ引き金が引かれ──

　銃口からは無数の弾丸が放たれた。

　銃弾は拡散し、棘槍を次々と撃ち落としていく。

「確かに時間が掛かりそうな気はするけど──」

　降り注いだすべての棘槍を撃ち落とし、リーリスは銃口を《獣魔》へと向けて言う。

「あたしが時間を掛けるのは、透とお流ると過ごす時間だけって決めてるの」

　銃口が──

　いや、《銃》全体がぼんやりと光り──

「狙め撃てロツクオン──《撃射承・彗フエイスピアースⅦ》!!」

　眩まばゆい光を纏まとった弾丸が放たれる。

　咄とつ嗟さに《獣魔》は避けようとするも、僅わずかに遅い。

　飛び出した弾丸は、光の尾を引きながら《獣魔》の肩口を──貫く。

「グッ……オォ……貴様……!!」

　貫かれた部分を押さえながら、化け物が苦く悶もんの様を見せる。

　さっきの一撃は、相当のダメージを与えたようだ。

「もう、避よけようとしなければ今ので終わったのに」

　くるんと《銃ライフル》を回し、リーリスは銃口を化け物へと定める。

「ま……だだ……!!」

《銃》全体が光を放ち始めたそのとき──

　僅わずかな溜ための隙を突き、《獣魔ヴイルゾア》は往生際悪く残された棘きよく槍そうをすべて放つ。

　しかしその標的はリーリスでも、俺でもなく──倒れ伏したまま動かない橘たちばなだった。

「巴ともえ!!」

　一瞬の迷いもなく、リーリスは銃口の向きを変える。

「《撃射承・郭フエイスピアースⅢ》!!」

　無数の弾丸が、橘へ降り注ぐ棘槍を次々と撃ち落とす。

　橘は、傷一つ負わなかった。

　──黄金の少女という犠牲と引き替えに。

「きゃあぁああああっっ!!」

　バチィッという電撃の弾はじける音と、リーリスの悲鳴。

「リ、リーリス……!!」

　友人を護まもるための行動は、《獣魔》にとって狙い通りのものだった。

　隙が生まれた瞬間、《獣魔》の第三の武器──電撃を発する尾びれが何本も黄金の少女の体に絡みつく。

　リーリスの手から《銃》が零こぼれ、音を立てて床に落ちる。

「形勢逆転……だ……。卑ひ怯きようと罵って……いいぞ……」

「んっ、く……冗談じゃ、ないわ……あんたを悦よろこばせてなんか、やらないわ……」

　電気が流れるのが止まったらしく、リーリスは叫び声をあげるのではなく、苦しそうに意志を口にする。

「まあ……構わぬ……が……さて……どうするか……」

　彼女の気丈な様に、化け物は肩を揺らすと思案する様子を見せた。

　寸刻までは組織としての体面を保つため、俺たち全員の命を奪おうとしていた。

　だが、こうして生きたまま捕らえた以上、話は変わってくるということだろう。

　ドーン機関と敵対する組織にとって、リーリスは大きな利用価値がある存在なのだから。

「ど、どうするも何も……あんたが、あたしにやられてゲームセットに決まってるじゃない……！」

　まだ電撃のダメージは抜けていないだろうに、リーリスは強気な発言を飛ばしながら絡みついた尾びれを引きはがそうとする。

　──が、再びバチッと音が響く。

「んっ……あ、んんっ……あ、ぁあ……体、しびれ、あ……ひぅんっ……」

　震える声と体。

　抵抗を封じるために電気を再び流されたようで、リーリスは声を漏らし身み悶もだえをする。

「安心……しろ……貴様だけは……殺さずにおいてやろう……」

　物言いからするに、電撃は最初に喰くらわせたものよりも弱めにしているのだろう。

　弱くなったとはいえ抵抗が出来るほどのものでもないらしく、リーリスは苦く悶もんの声を息も絶え絶えに繰り返す。

「ん、はぁ……あ、くっ……。こんな真ま似ね、して……んんっ、絶対に、許さないわよ……。ふぁあ、あああっっ……」

「許さない……か……ならば……護まもろうとした相手が無惨に殺されたら……どう言ってくれるものか……」

　リーリスが、そして俺もまた息を呑のむ。

《獣魔ヴイルゾア》の言葉は、その意を問わずして理解出来るものだったから。

「さ、せるか……!!」

　意識を失っている橘たちばなに逃れる術は無い。

　捕らわれたままのリーリスに護る術は無い。













　今、橘たちばなを護まもれるのは俺しかいない。

「うう、ぐっ、あぁああああ……！」

　雷神の一撃ミヨルニールの弊害と、電撃によって悲鳴をあげる肉を、軋きしむ骨を叱しつ咤たするように叫ぶ。

「橘……橘を、護るんだ……！　俺は、橘に言ったんだ……何があっても護るって……!!」

「その体で……何が出来る……貴様の攻撃は……何一つ通じていないのに……」

「あっ、ぐぁああああああああっっ!!」

　よろめきながら立ち上がる俺の首に尾びれを絡みつかせ、電撃を発する《獣魔ヴイルゾア》。

　バチバチと弾はじけるような音と、俺の発する絶叫が重なる。

（何一つ……通じない……。雷神の一撃も……通じなかった……）

《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》と称される《楯たて》も、《獣魔》を倒すためには何の役にも立たない。

（俺にはもう……何も無いのか……？　こいつを倒すための《力》が──何一つ……）

　バチィッ──

　再び、電撃の弾ける音が響く。

　そのとき──俺の脳裏に、昨夜の記憶が甦よみがえった。




「親に感謝しろよ。……その名を付けてくれたことにな」

　ユーゴの指先に生まれた黒い光は、弾けるような音を立てた。

「黒い──静電気……？」

「そんなちゃちなもんと一緒にするのは勘弁しろよ」

「では何だと言うのだ？」

　呆あきれたように言うユーゴへ、橘が答えを求める。

「雷、さ。……それも特別製のな」

「雷？　だけど黒い雷なんて──」

「だから特別製だって言っただろ」

　言いながら、ユーゴはバチバチと黒い雷が弾ける指先を俺の胸元に向ける。

「こいつは一度だけの──十三秒だけの魔術だ。使えばハンパじゃない《力》をお前に与えてくれる──が、リスクもハンパじゃない。本来なら魔術の素養が無いやつには扱えない代物なんだが──」

　にやりと笑みを浮かべ、最初の言葉の意味をユーゴは教えてくれる。

「お前には神の加護がある」

「神……？　どういうことだ？」

「人は神の名を与えられることで、《魂》に僅わずかばかりだが加護を授かるのさ。その僅かな加護がこいつを扱う《力》になるってことだ。お前に与えられた神の名、それは──」

「雷神トール」

　ユーゴよりも早く、俺はその名を口にする。

　かつて、銀色の少女が教えてくれた最強の戦神の名を。

「話が早くて助かるぜ。つまり透とお流る、お前は雷神の加護を受けている。だからこそ──」

「キミの言う、特別製──黒い雷を扱うことが出来ると言うのだな？」

「そういうことだ。ただし、さっきも言ったようにハンパじゃないリスクがある。……選ぶのはお前だ、透流」

　黒い雷が弾はじける。

《力》──

　それは今、俺が強く求めるものだ。

　けれどユーゴの言う《力》は、一時的なものにしか過ぎない。

（だけど……何よりも──）

　今の俺にとって何よりも大切なことは──

　みんなを護まもりきってこの任務を、《魔女デアボリカ》の試練を終えることだ。

「望むところだ、ユーゴ！」

　黒く光を放つ雷を見つめながら、俺は頷うなずいた。

「よし、決定だな。じゃあ、今からこいつの使い方と使うためのキーワードを教えてやる。キーワードは──」




「解放リベール──《十三秒ノ雷命サーテイーンリミツト》」




　初めて口にする《力ある言葉》を唱えた直後、《獣魔ヴイルゾア》に喰くらった電撃を遙はるかに超える衝撃が全身を──《魂》をも襲う。

　あまりの衝撃に、《獣魔》の尾びれが弾はじけ飛とぶ。

　封じていたユーゴの《黒こく雷らい》は俺の《魂》と結びつき、四肢の隅々へと疾は駆しった。

　同時に、激痛も。

「がっ、ぐぅっ、あぁあああああっっ!!　おぁああああああああ────っっ!!」

　痛みは絶叫と化し、肉が、骨が、血が、《魂》が震え──

　すべてが、《黒雷》によって繋つながれる。

「と、透流……？」

　突然、絶叫をあげた俺に──

　直後、体に《黒雷》を纏まとう俺の姿にリーリスは呆ぼう然ぜんと目を見開く。

「大丈夫、だ……」

　そんなことはない。

　今この瞬間も《黒雷》が俺の体を──《魂》を蝕むしばんでいるのがわかる。

　だが、もう一つわかることがある。

　俺が今、《力》を手にしているということが。

「……リーリス。今、助けるからな」

　床を蹴り、リーリスの下へと駆ける。

　体が軽い。

　激痛に襲われているというのに。

　尾びれを断つのは簡単だった。

　ただ手しゆ刀とうを振り下ろすだけで、大した抵抗もなく断ち切れる。

「きゃあっ！」

　突然、体の動きを封じていた尾びれから力が失われ、リーリスは床に尻もちをつく。

「ったぁ……」

「悪い、リーリス。大丈夫か？」

「え、ええ……。それより透とお流る、その姿は……」

　呆ぼう然ぜんと俺を見上げたままリーリスが変貌について訊きいてくる。

「話は後だ。ちょっと時間制限があるんでな」

　それだけ言って、俺は《獣魔ヴイルゾア》へと向き直る。

「貴様……その《力》は……いったい……？」

「決まってる。みんなを護まもるための──《力》だ!!」

　強く床を蹴る。

　疾風迅雷──

　まさに雷の如く一瞬で《獣魔》の懐ふところに潜り込み、疾風のように拳を叩たたき込こむ。

「ぐ……ぅ……」

　鈍い音とともに化け物から声が漏れた。

（よし、行ける！）

　雷神の一撃ミヨルニールには及ばないものの、それでも《黒こく雷らい》を纏まとった今の俺の攻撃は、鎧よろい皮膚を超えて《獣魔》にダメージを与えられることがわかる。

「たかが一発で……何を喜ぶ……私を倒せるとでも思うのか……」

　手応えを感じた俺を見て、僅わずかに怒りの色をにじませて《獣魔》は言う。

「たかが一発、か……。だったら、百発喰くらっても同じことを言えるか!?」

　雷の如き動きで、疾風の拳を再び──否いな、次々と打ち込む。

　巨大な拳を躱かわしながら、重厚な鎧皮膚の一点に集中して。

　叩き込む、叩き込む、叩き込む。

　本来なら、俺の体はもう限界を超えている。

　多くのダメージを受けたことは勿もち論ろん、雷神の一撃を二発放ったことから来る反動は凄すさまじく、闘うことはおろか立ち続けることすら困難だろう。

　だが、あと数秒間だけは動ける。

　脳が神経に命じるよりも速く、《黒こく雷らい》は《魂》の命によって強制的に体を動かす。

　俺が《黒雷》を纏まとった拳を振るう中、《獣魔ヴイルゾア》も反撃を試みる。

　けれど電撃は効かず、棘きよく槍そうは既に無く、残された怪力も空を切るのみ。

　そして──勝負の決する刻ときが訪れた。

　残り三秒。

　ビキィッ!!　ひたすら叩たたき続けた腹部の鎧よろい皮膚に、ヒビが入る。

　残り二秒。

　ギチィッ！　拳を固め、弓を射るかのように引いて構える。

　残り一秒。

　ゴォウッ!!　《獣魔》が拳を振るい、俺の頬ほおを裂く。

　そして──

　０秒。

「穿うち砕け──雷神の一撃ミヨルニール!!」

　限界を超えた三発目──

《黒雷》を纏った拳が鎧を穿ち砕き──

　ホテルの外へと吹き飛ばされた《獣魔》は、咆哮をあげながら落下していった。




（どうやら終わりそうだな……）

　風穴から階下を見下ろして状況を確認すると、護陵衛士エトナルクが《６６６ザ・ビースト》の構成員や《獣ゾア》を圧倒し始めていた。

　個々の能力は《Ⅲレベル３》に匹敵しようとも、戦術やチームでの闘いを熟知している護陵衛士に分があるようだ。

　制圧完了までは時間の問題だろう。

「透とお流る。巴ともえは大丈夫だったわ」

「それならよかった……。下もしばらくしたら終わりそうだ」

「そう。長い夜だったわね」

　まったくだ、と頷うなずこうとした瞬間、体がビキリと硬直する。

《十三秒ノ雷命サーテイーンリミツト》、三発も放った雷神の一撃、《獣魔》に受けたダメージ──

　すべてが俺の体へ、一気に襲い掛かってきたのだ。

「あ……」

「透流!?」

　ぐらりと世界が傾き、俺は仰あお向むけにぶっ倒れる。

「わ、悪い……。いろいろ反動が来て、もう動けそうにない……」

　胸を上下させ、俺は力無く現状を伝える。

　黄金の少女は驚いたまま、そんな俺をしばらく見つめ──

「ぷっ……と、透とお流るったら……。さっきはあんなにカッコ良かったのに……」

　思いっきり吹き出し、次いで呆あきれたように言われる。

「そんなこと言われても──って、リーリス……!?」

　言い返している途中に腰を下ろし、仕方無いだろと続けようとしたところで俺の頭を自身の太ももに乗せるリーリス。

「ななっ、何を!?」

「何って、頑張った透流へのご褒美に決まってるじゃない。柔らかいベッドは無いけど、せめて枕くらいはってね♪」

「た、確かに柔らかいな……」

　背中に感じる硬い床との対比で、後頭部に感じる柔らかさはよりはっきりとわかる。

「って、いやいやいや、こんなことしなくていいから！」

　何とか逃れようとするも、体がまったく動かない。

「んっ、くすぐったいから動かないで、透流♡」

「誰かに見られて妙な誤解でもされたらどうするんだっての!!」

「別に誤解させておけばいいじゃない♪　……と言っても、誤解しそうな巴ともえは当分起きそうにないけどね」

（まったく……）

　くすくすと黄金の少女は笑い、そんな彼女の表情に思わず俺の頬ほおも緩む。

「はぁ……。もう好きにしてくれ……」

　観念し、俺はリーリスの好きにさせることにした。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、今は少しでも休みたいという理由もある。

「好きに……？　じゃあ、キスしてもいいってことね？」

「ぶ────────っ!?　いやいやいや、違うから！　そういう好きにじゃないから！」

「だーめっ♪　これはあたしを護まもってくれた王子様へのお礼なの♡」

「リーリス、リーリス、待て────っ!!」

　ゆっくりと、赤い紅を差した唇が迫ってくる。

　そして──

「トール！」

　絶妙のタイミングで銀色の少女が帰ってきた。

「「「……………………」」」

　俺たちのことを心配し、全力で駆けてきたのだろう。

　肩で呼吸しつつユリエはじっと俺たちを見つめ、俺たちもユリエをじっと見つめ返す。

　じ────────────────────────────────────っ。

（く、空気が重いっ、重すぎるっっ!!）

　やがて、銀色の少女はぽそりと言った。

「……何をしているんですか？」

　静かで、淡々とした、そして──ちょっぴり怒りが滲にじんだ問い掛けに、助かったという気持ちと誰か助けてくれという気持ちが同時に浮かんだのだった。





　　　　　　◇






　同時刻──

　昊こう陵りよう学がく園えん敷地内の庭園にて、夜の茶会を嗜たしなむ者たちが居た。

「……無事、制圧完了とのことですわ」

《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》──九十九つくも朔さく夜やは、付き人兼護衛が耳元で囁ささやいた言葉を、向かいに座る人物へと隠すことなく伝える。

「此この度たびは多大なご協力に感謝しますわ。けれど──」

　紅茶で喉を潤し、黒衣の少女は男に問う。

「本当によろしかったので？　貴方あなたは《６６６ザ・ビースト》の支配階級──《圜冥主コキユートス》の《第一圜カイナ》であられるのでしょう？」

《狂売会オークシヨン》が開催されるという情報を報しらせ、招待状やホテル内の図面等を用意した協力者は、向かいの男だからだ。

　その男は、透とお流るがホテルで出会った人物──ユーゴではない。

　出会った状況やユーゴのサポートを受けたため、協力者は彼なのだと勝手に透流が思い込んだだけだ。

「構わぬよノンノン。こちらにもいろいろと事情があるのでね」

　協力者である男の名は──クロヴィス。

《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》として、《七曜レイン》に名を連ねる軍服の青年だ。

　かつて《七芒夜会レイン・カンフアレンス》が行われた際、《殺破遊戯キリング・ゲーム》を終えた後に朔夜はクロヴィスへとお茶会の誘いをしていた。

　その誘いが、文字通りのものではないことを承知で軍服の青年は受けた。

　後日開かれた席で互いの利害が一致し、《狂売会》を舞台にした《魔女デアボリカ》の試練を行うこととなったのである。

　クロヴィスはカップを口元に運び、口角を上げる。

「ふむ、いい香りだ」

「頂いただきき物ですけれど」

　二人はしばし無言となり、静かに時が流れる。

（……この方はどういった意図で自らの組織に打撃を与えたのでしょうね）

《魔女デアボリカ》と呼ばれし少女は目の前の青年について思案する。

　結社《６６６ザ・ビースト》の支配階級──

　非合法組織ゴグマゴグの幹部──

　そして《七曜レイン》──《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》。

　朔さく夜やが知るだけでも、この青年は三つの顔を持つ。

　もっとも前二つは、数週間前に秘密裏の会合を行った際、《裁者ジヤツジス》が自ら明かした情報なのだが。

　青年が如い何かなる理由で自分の呼び掛けに応えたのか──

　答えは青年の内にのみ在あり、黒衣の少女に知る術はない。

（……それでも、此方こちらは構いませんけれど）

《裁者》が自身を利用しようとも、朔夜は構わないと考えている。

　朔夜の望みは道を作ることだからだ。

「さて、それでは──」

　カチャリと小さく音を立ててカップを置き、朔夜はにこりと笑みを浮かべて言う。

「今後についてのお話をすると致しましょう、《颶煉の裁者》様」





■エピローグ







　コツ……コツ……コツ……。

　暗く狭い通路に、石段を下りる音が反響する。

　光は、階段を下りていく人物が手にした蝋ろう燭そくの灯ともし火びのみ。

　灯火はゆらゆらと揺れ、人の影も合わせて動く。

　長い、長い石段。

　先は冥界まで続いているのではないか──

　そのような思いに囚とらわれるほど、石段は地下深くへと続いていた。




　かつて、ヨーロッパの東西の境目に、一つの国が在あった。

　小国なれども兵の精強さ故に、周辺国にその名を大きく知られていたのだが──

　一つの噂うわさがあった。

　その国は、悪魔に支配されているという噂が。

　噂は半ば正しかった。

　王は悪魔の信奉者であり、人の世に混乱をもたらそうとしていた。

　それも、今となっては昔の物語ではあるのだが──

　すべてが歴史の中で失われたわけではない。

　二百年前の革命戦争により、国名と支配者が変わったこの国の中心部である宮殿の地下深くには、ごく僅わずかな者しか知らない空間があった。

　多くの生いけ贄にえが捧ささげられたこの場所に、一人の女性が長い階段を下って足を踏み入れると、眩まぶしそうに眼を細める。

　途中、一切の照明が無かったというのに、この空間だけは照明によって明るく照らされているためだ。

《洌游の對姫サイレント・デイーヴア》──ベアトリクス。

　宮殿の主、その血脈に名を連ねる彼女は今、己が主と信じる者──鳴皇なるかみ榊さかきの言葉に従い動いていた。

　決して命令ではない。

　けれど彼女にとっては天啓にも等しいものだ。

　ベアトリクスにとって、榊は神に等しき敬愛する存在なのである。

　だが──

　それほどの存在であるからこそ、彼女の心は引き裂かれるような思いに囚われている。

　ベアトリクスは自らの胸の内に在る、その感情が何と呼ばれるかを知っている。

　それ故に、彼女は自らの意志でこの場に近づこうとはしなかった。

　自身の醜さを再確認せざるを得ないから。

　己の感情を押し殺しながら、ゆっくりと歩みを進めていく。

　彼女の向かう先には、大人の頭を優に超える巨大なガラス製の物体がある。

　涕槽フラスコ──

　そう呼ばれるこの物体からは多くのコードが伸び、周囲に設置された機械へと繋つながっていた。

　美び姫きと謡われる彼女ではあるが、今は他者へ決して見せることのない不快感を露あらわにした表情を浮かべ、涕槽へと視線を向ける。

　液体で満たされたその内へ──

　瞳を閉じ、眠るように浮かぶ少女へと。

　年の頃は十代半ば──いや、前半だろう。

　幼い顔立ちと細い手足は、まだ少女としての域を出ていないからだ。

《紅蓮の演者クリムゾン・アクトレス》──

《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》にそう呼ばれる少女へ、自らの感情を押し殺しながらベアトリクスは呼び掛けた。





「目覚めの刻ときが来ましたよ──オトハ」





〈了〉







あとがき
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２年Ｂ組　柊ひいらぎ★ぼしたくみ









　・・・つかれた・・・・・・







　というわけで四ヶ月ぶりのご無沙汰です。

　まずは帯にもででんと書かれておりますが、こちらでも改めてご報告を。

　アブソリュート・デュオのテレビアニメ化が決定しました！

　応援して頂いている読者の皆様、いつも支えてくれている担当神かみ長ながさん、アブソの企画を通して下さった初代担当庄しよ司うじさん、メディアファクトリー関係者の皆さん、弄ってくれる友人たち、そして十年以上ずっと一緒に走り続けてくれている浅あさ葉ばさんのおかげです。

　あとがきすべて埋め尽くして感謝の気持ちを伝えたくはありますが、一言に集約させて頂き──ありがとうございます!!

　放映時期、声優さん等々気になる点についてはアニメ公式サイトにて随時公開となりますので、そちらの方をどぞどぞよろしくですよ！




　さて、話は変わり今巻についてですが。

　なんとⅡ巻から登場したあの子が、透とお流るに対して○○を……!!　作品って生き物なんだなぁと作者の僕もびっくりです。おそらくⅣ巻が原因じゃないかなと。

　そして今回からは第二部開始ということで、新たな敵組織が登場と相成ります。方向性は思いっきり日曜朝（※微妙にボカしてみた）を意識してますね。同時に、そこへ関わる者たちも関わらない者も、それぞれがそれぞれの目的のために少しずつ動きを見せてきていたりといろいろです。

　他にもヒロインの関係に動きがちょっぴり出始めたり、○○○○が動き出したりということで第二部もやることがいっぱいですが応援よろしくお願いします……!!




　それではまたⅦ巻で。

　次回は季節を一つ飛ばして冬（予定）にお会いしましょう──のしのし。









　著者

　柊★たくみ（ひいらぎぼし・たくみ）

　　アニメ化決定です。

　　おっぱいおっぱい言いまくるプロフにちょっと後悔……しても手遅れなので、気にせず今回も！　[image: ][image: ][image: ][image: ]　おっぱい！　おっぱい！




　イラストレーター

　浅葉ゆう（あさば・ゆう）

　　暑さが苦手なイラストレーター。高原に引っ越したい今日この頃。
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